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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　【序章】







　良い夢など、見たことがない。







　爛ただれるようなざらざらとした不ふ愉ゆ快かいな眠ねむりの中、彼は狂きよう気きにも似た笑えみを刷はく。

　眠りなど要いらない、休息など必要としていない。

　身体からだが、意識が目覚めていくのがわかる。

　──目覚めろ。

　彼は自身に強くそう命じる。

　──屈くつ辱じよくには、報復を。

　炎えん琉るはゆっくりと復ふく讐しゆうの業ごう火かを燃やす。

　身体が回復してくるうちに、一時祓はらわれていた邪じや気きも更さらなるどす黒さを増して戻もどって来た。

　犬神を率いる者として、日ひ菜なの妖よう力りよく程度にあてられるなど、あってはならない事態だった。

　──この私が、半妖ごときに。

　腹立たしい。苛いら立だたしい。

　思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを頭の中で喚わめき、炎琉はぎらぎらと復讐の炎を強く燃え上がらせてゆく。

　半人半妖の日菜に、それも破は邪じやの能力などに負けて敗北を認める炎琉ではない。百年ほど前、少し長い眠りに就つく前までは、妖あやかし世界のあらゆる災さい厄やくの権ごん化げとして恐おそれられた犬神である。

　──お礼に……少々遊んで差し上げますよ。

　端たん整せいな口もとから獰どう猛もうな牙きばを剝むき出しにして、炎琉は浅い眠りの中をたゆたい続ける。どんなに目覚めて暴れ出したくても、今はまだ結界に封ふうじられてしまっている。

　──だから、動けるようになったそのときにはあなたを。

　自分を祓おうなどと考えたことを、すぐに後こう悔かいさせてやる。

　ほんの手て慰なぐさみに、邪じや魔まな弓を持っている邪魔な付つく喪も神がみにちょっかいを出す。その程度のことならば、封じられる前に咄とつ嗟さに逃にがしたわずかな妖力を使えば朝飯前だ。

　──私が再びあなたに相あい見まみえる日を楽しみにしておいでなさい、破邪の姫ひめ君ぎみ……。




　浅い浅い、眠りの皮ひ膜まくは。

　もうじき破られようとしていた──。







　【１】







　炎琉を破邪の弓で祓い、洞どう窟くつで一夜を明かした後のこと。

　風ふう雅がに連れられて煌こう陵りように戻って来た日菜は、寮りようの自室で登校準備をしようとしていた。

「学校に、行かなくちゃ……」

　実際のところ、今日が何日なのか、それまでの数日の無断欠席がどういうことになっているのかといった細かいところまで気が回っていない。

　それでも朝になれば登校しようとするのは、学生の習性だ。

　たとえ前日修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけ、馴な染じんだ部屋に戻ってきた途と端たん、緊きん張ちようの糸がぷつんと切れてしまった状態だとしても。

「授業、あるし……」

　とろとろ、とろとろ。

　声が頼たよりなくかすれ、瞳ひとみがとろりと潤うるんでいく。

　数日しか過ごしていないとは言え、自分の匂においの残っている部屋はやはり安心する。

　洞窟でも多少眠っていたはずなのに、猛もう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれ日菜は必死に抗あらがう。

「寝ねちゃだめ。寝たら、絶対起きられない……」

　ふわああ。

　大きな大きなあくびを連発し、目をこする。

　煌陵を飛び出してから妖ハンターに拉ら致ちされ、炎琉に襲われ。

　身体よりも心に疲つかれが溜たまっていたのかもしれない。

　日菜はちらりと時計に目を走らせた。登校時間までには、まだ一時間近くある。

「まだ時間あるから、ちょっと横になるだけ……ちょっと、だけ……」

　よろよろとした足取りで、それでも根こん性じようでベッドまで歩く。寝落ちしてしまうには、板いた敷じきの床ゆかは硬かたすぎる。

　やわらかなスプリングの効いたベッドに辿たどり着くや否いなやで、日菜は墜つい落らくするように眠りに落ちた。
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　どうやら、そのまま半日以上眠っていたらしい。

「……やば、寝ちゃった！　今何時!?」

　日菜は、いつのまにかくるまっていた上うわ掛がけを跳はね上げて飛び起きた。

　部屋の中はすっかり暗くなっている。

「噓うそ、もう夜!?　無断欠席しちゃった……？」

　あーもう、どうしよう、と頭を抱かかえてから、はっと我に返る。

「あれ!?　もしかして今って、大型連休中じゃなかったっけ……？」

　何の前まえ触ぶれもなく天てん井じようから落ちてきた愛用の手帳をぱっしと受け止めて、サイドテーブルのランプの灯あかりの下でページをめくる。

　日付を確かめて、日菜はほっと安あん堵どの吐と息いきをついた。

「……あ。やっぱりもう連休に入ってる。ていうことは昨日までの無断欠席、わりとセーフ？　ラッキー……！」

　寮の点呼はアウトだろうが、授業を無断欠席しているかいないかの違ちがいは大きい。

　良かった、と膝ひざの上でうーんと腕うでを伸のばし、日菜はふと気づいて小首を傾かしげた。

「──ところで、なんで私の手帳が上から降ってきたの……？」
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「きゃああああーっ！」

　煌陵学園第一寮の女子専用フロアに、悲鳴が響ひびき渡わたる。

　時刻は草木も眠る丑うし三みつ時。

　五月頭の大型連休は、大たい抵ていの生徒は実家に戻らずのんびりと骨休めを決め込んでいる。

　連休が明ければ、煌陵生は毎年五月末に二日間にわたって開かい催さいされる寮祭の本格的な準備に入る。

　持ち上がり組の生徒が多くてこういった行事には慣れている上に、煌陵生はお祭り好きだ。

　家族を煌陵の敷しき地ち内に招待できる絶好の機会でもあるので、大々的にやるのが通例になっている。

　寮祭で家族を驚おどろかせ楽しませるため、こっそりと準備を進めている間は何だかとてもわくわくする。

　悪戯いたずら好ずき、サプライズ好きも煌陵の伝統である。

「日菜さん、どうかなさいまして!?　賊ぞくでも!?」

　日菜の悲鳴が聞こえたと見えて、やはり帰省していなかった隣りん室しつの由ゆ樫かしが血相を変えて飛びこんできた。

　小さな手に、小型の銃じゆうを握にぎり締しめているところがすごい。

　その銃が、やたらと黒光りしていて重じゆう厚こう感かんがあるところが更さらにすごい。

　どうやら銃を見て硬こう直ちよくしている日菜の様子を一目見て、賊の類たぐいの心配はないとわかったらしい。

「ばあん」

　茶ちや目めっ気のあるしぐさで、シンプルな寝ね間ま着きに身を包んだ由樫が銃を撃うつ真似まねをしてみせる。

「由樫さん、護身用ですか？　それ」

「うふふ、レプリカですわ。よくできていますでしょ？　Ｓスペードクラスの人たちがおもしろがって色々手を加えたらしいので、絶対に撃たないようにと言われているのですけれど」

「それは絶対、Ｓクラスの人に詳くわしい話を聞くべきだと思います」

　──Ｓクラスって、剣つるぎのクラスだわ。

　Ｓクラスは護衛や剣けん士しなどの集まる武ぶ闘とう派はクラスだ。銃の違い法ほう改造などお手の物、な感じがする。

　──この学園って、銃じゆう刀とう法ほうとか飛び越こえちゃっているような気もするし。

　日菜の、これまで培つちかってきたささやかな常識からは色々とかけ離はなれている。

　それが煌陵という学園である。

　──人と妖が共存している時点で、普ふ通つうじゃないものね。

　転入してきて一ひと月つき弱。

　ようやく日菜もここでの生活に慣れてきた。

「大だい丈じよう夫ぶ、心配ありませんわ。せいぜいスタンガン程度ですもの。もし真しん剣けんがお好みでしたら、寮りよう長ちようの許可を取りさえすればお部屋に持ち込みできますわよ。理事長も名刀をお持ちですし、倉庫にも在庫が何なん振ふりかありますわ。エアガンのほうがよろしかったら、手配すればすぐに」

「なんで、そんな物ぶつ騒そうなものばっかりあるんですか!?」

　日菜がたまらず声を上げる。

　由樫のように可愛かわいらしく儚はかない容姿の美少女から、武器の名めい称しようがすらすら出てくると何だか妙みような迫はく力りよくがある。

「備えは充じゆう分ぶんあったほうが安心ですもの」

　備え方が物騒すぎる、と日菜は黙だまってふるふると首を横に振ふった。

　──さすが、生きつ粋すいの煌陵生だわ。

　普通に見えてもどこかが違う。

　ちなみに由樫は巫女みこの血筋で、妖あやかしに非常に身体からだを乗っ取られやすい体質を持っている。

「それにしても、どうなさいましたの？　悲鳴が聞こえたものですから、つい飛びこんできてしまいましたわ」

　由樫は見かけによらず、案外行動派だ。

　普通は、悲鳴を聞きつけたからといってすぐさま銃を持って飛びこんで来たりはしないと思うのだが、その原因は日菜にある。

　思い出した。

　──ベッドのすぐそばに、居たから！　あれが！

　慌あわてて、ベッド付近が由樫に見えないように背で隠かくすようなそぶりを見せる。広めとはいえワンルームなので、目め隠かくしになるようなものは何もない。

「あああ、ごめんなさい！　夢、あの、そう！　変な夢を見てしまって！　お騒さわがせしちゃってすみません」

「ああ、お休みでしたのね」

　由樫が日菜を慮おもんぱかる。

　生粋の人間とはいえ由樫も妖と縁えんの深い生活をしているので、降りかかる災難は熟知している。

「無理もありませんわ。色々大変だったようですし……大丈夫ですの？」

「はい、もうすっかり大丈夫！　たっぷり寝ましたし！」

「それで夕食時に見かけませんでしたのね。あまりに夢見が悪いようでしたら、明日にでもお祓はらいをしてもらったほうがいいかもしれませんわ。夢む魔ま祓ばらいは榊さかきさんが得意ですわよ」

「ご親切にありがとうございます」

「そうだわ！」

　由樫が、良いことを思いついた、というように両手を打ち合わせた。

「また悪い夢を見ないように、私がご一いつ緒しよしましょうか？　ふたりいれば、夢魔も近づかないかもしれませんわ」

「いえ、大丈夫です！　由樫さんに迷めい惑わくかけるわけにはいきませんから」

　ドアを開け、日菜は由樫の腕を摑み、ベッドから遠ざけようと必死だ。

　由樫を放ほうり出してしまうわけにはいかない。由樫はひとりで出歩くとすぐに妖に身体を乗っ取られてしまう。

　親切は心底ありがたかったが由樫があれを見てしまったら、どんな騒ぎになるかわからない。

　──煌陵の生徒なんだから、動どう揺ようしないかもしれないけど！

　もしかしたら由樫はこの程度のことには慣れているのかもしれないけれど、日菜としてはひとりで落ち着く時間がほしいし、余計な騒ぎも起こしたくない。

　日菜は軽く混乱中だ。

「遠えん慮りよは無用ですのよ？」

「いえあの、本当に大丈夫ですから！　ご心配おかけしてごめんなさい、お休みなさい！」

　やや強ごう引いんに由樫を隣室の中まで送り届けたあと、日菜はベッドのそばに戻もどった。

　室内灯を点つけてあるので、部屋の中は明るい。

「びっくりした……あなたたちは何？」

　天てん井じようの梁はり、壁かべのカーテンレールの上、ベッドサイドの柵さくの上。

　あらゆるところに点々と、小さな妖たちが張りついている。どうやらこちらも日菜の悲鳴に驚いて、すっかり硬直してしまっているらしい。

　てのひらにすっぽりと包み込めるサイズの小ネズミなどは、尻尾しつぽの先までそそけ立ってしまっている。

　その数、数十匹ぴきはいるだろうか。

　校舎の中ならともかく、この部屋で妖を目にするのは初めてだ。

　手帳が上から降ってきたので何気なく目を上げたら、暗くら闇やみの中で光る無数の瞳ひとみとまともに目が合ったのだ。

　悲鳴を上げるのはごく当然の反応だったと思う。

　──でも、私が妖になったからかな。あんまり怖こわくない……相手が小さいからかな？

　以前の日菜なら、気絶していてもおかしくない。

　恐おそる恐るといった様子で声をかける。

「ええと……妖、だよね？」

　ネズミや蝙蝠こうもり、いたちに姿が似てはいるが、背中に羽のようなものが生えていたり目が赤く光っていたり、やはり普通の動物たちとは少し様子が違ちがう。

　心を落ち着かせた日菜が訊たずねてみると、気の小さな妖たちはいっせいにこくこくと頷うなずいた。

　その様子が可愛らしくて、日菜は一気に落ち着くことができた。

「大きな声を上げて脅おどかしちゃってごめんね。でも、どうして私の部屋に居るの？」

　暗闇の中で一列になった赤い眼めが光っているのを見たときは思わず声を上げてしまったが、明るいところで見ると、なかなかに可愛らしい様相をしているモノが多い。

　少なくとも、日菜に危害を加えるつもりではなさそうだ。

　──生きたぬいぐるみだと思えば大丈夫。

　日菜は内心納なつ得とくする。

　──私は妖に……半人半はん妖ようとはいえ、『破は邪じや』になったんだもの。他ほかの妖が見えるのは当然だよね。

　破邪として覚かく醒せいするまでは、まるで見えなかった存在モノたちだけれど。

　これからは、こういう事態にも慣れなくてはいけないかもしれない。

「用事でもあるの？　あ、さっき手帳を落としてくれたのもあなたたち？」

　努めて冷静に振る舞まう日菜の態度に安心したのか、固まっていた妖たちも思い思いに喋しやべり始めた。

　高い声低い声、口々に鳴きながら、わらわらと日菜のもとへ集まってくる。

「待って待って、いっぺんに言われても聞き取れないわ。誰だれかが代表して喋って。お願い」

　ままごと遊びの人形のように小さな妖たちは互たがいに顔を見合わせてから、おもむろにじゃんけんを始めた。そういう所はやたら人間臭くさい。

　──妖っていっても、こんなに可愛い妖もいるんだ……。

　恐ろしい様子などなく、ひたすら小さくて可愛い。

　じゃんけんに勝ったらしい小ネズミが大おお威い張ばりで尻尾を振りながら歩み出てきて、きいきいと甲かん高だかい声で喋り始める。日菜は妖たちと目線を合わせるために床ゆかに腰こしを下ろした。

「あのね。僕たち、日菜さまが目覚めたから、知らせに来たの」

　喋ると同時に長いひげがゆらゆらと揺ゆれ、舌足らずな口調は小さな子供に似ていた。

「何を？」

「逃にげて」

「逃げて」

　小さな囁ささやき声の、水すい紋もんのように重なって広がる輪唱。

　声の輪。

　妖の声は多分、人間の声とは波長からして異なる。

　空気に溶とけて軽く、どこまでも響ひびく音色は鈴すず虫むしのようでもあり、空に散る子供の笑い声のようでもあり。

「ここから逃げて」

　肌理きめこまやかな翼つばさや羽う毛もうに覆おおわれた異形の妖あやかしたちが、口々に言い募つのる。

　口のあるモノないモノまでもが口々に訴うつたえてくるから、声は部屋中を駆かけ巡めぐった。

「ここにいると、大きなモノが来るよ」

「怖いモノが来るよ」

「逃げたほうがいいよ」

「それか、風雅さまを呼んで。守ってもらって」

「僕たち、それを言いに来たの」

「手た纏まきさまももういない。連れて行かれちゃった」

「……手纏？　あなたたち、手纏を知っているの？　手纏がどうかしたの？」

　手纏とは、日菜がお守り代わりに大切にしている腕うで輪わの付つく喪も神がみの名前だ。

　十六歳の誕生日を迎むかえた先日初めて顔を見たばかりだが、祖母の香かおる子この形見の品であり、香子のことも色々と知っているので、日菜としてはすでに心を開いている。

　一見しただけでは日菜の姉のように見えるかもしれない、と思って、日菜はふと口もとを綻ほころばせた。

　手纏はれっきとした男性なのだが、華はなやかな装よそおいと女性的な言こと葉ば遣づかいを好む。

　代々の持ち主に女性が多かったせいで、口ぶりも服装も移ってしまったのだと言っていた。

「手纏がいないってどういうこと？　手纏は、呼べばいつでも来てくれるって言っていたわ」

　いたちによく似た姿の妖が、日菜の手首に巻かれた腕輪を指し示す。

　透とう明めいな宝玉を連ねた腕輪を、日菜は肌はだ身み離はなさず手首に巻きつけている。

　これが手纏の本体だ。

「手纏さま、いないよ。ここにいない」

「……手纏？」

　試ためしに呼んでみると、確かに返答がなかった。

　呼べばいつでも姿を現してくれると、約束したばかりなのに。

「え…………？」

「ああほら、怖いのが来るよ。逃げたほうがいいよ。嵐あらしになるよ」

「嵐になる」

「僕たちはもう行くよ」

　小ネズミがそう言い終わるが早いか、部屋の中を目を開けていられないほどの閃せん光こうが包んだ。

「……何っ!?」

　まさに、一いち陣じんの嵐のように。

　突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、ベッドの上うわ掛がけや手帳、脱ぬいでかけておいた制服の上着などが吹き上げられて舞い上がる。

　どっしりとした造りのベッドさえもが木の葉のように激しく揺れたあと、耳慣れない青年の声が響いた。

「──香かおりの源はここか？」

　小ネズミたちの言っていた『嵐』の来訪だ。










　部屋の中には、台風でも引き連れてきたのかと思うくらいの強風が吹き荒れる。

「螺ら鈿でん見参」

　端たん的てきに儀ぎ礼れい的な挨拶の言葉を口に乗せ、螺鈿と名乗った男は興味深そうに眦まなじりを吊つり上げた。

　日菜は呆あつ気けに取られて向かい合う。

　ゆったりとした間取りの寮りようの部屋がいきなり狭せまく感じられるほど、圧あつ迫ぱく感かんが強い。

　体つきだけでなく、存在自体も大きい。

　肌はだが浅黒く日に焼けているせいだろうか。野や趣しゆ溢あふれる面おも差ざしをしていて、同時に他者を従える威い厳げんを身にまとっているように見える。

　目鼻立ちの彫ほりが深く、特にくっきりとした意思が強そうな目が印象的だった。

　一度見たら忘れられない目だ、と思う。

「なるほど……あんたが、次の破邪か」
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　螺鈿はがっしりと鍛きたえられた体たい軀くをしていて、日菜から視線をそらさずに唇くちびるの端はしを笑えませる。

　ぞくり、と日菜の背筋を悪お寒かんが走り抜ぬけていった。

　──この人も、妖……！

　妖になったら同族を察知することができるようになったらしいが、これはあまり歓かん迎げいできない事態だ、と日菜は思う。

　──だってこの人、獲え物ものを見つけた狼おおかみみたいな目をしているもの……！

　破邪というものは唯ゆい一いつ無む二にの存在なので、彼より形式的な身分は高いことになっている。

　けれどそれはあくまで形式上のこと。

　実力重視の妖世界において、螺鈿のほうがはるかに強いことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「逃げようだなんて無む駄だなことは考えるな。すでにこの部屋に結界を張った。それに、この香り」

　螺鈿は、わざとらしく鼻先を蠢うごめかせた。

　動きやすそうな簡素な作りの着物の裾すそをはだけさせ、野性的な筋肉のついた腕うでや胸が所々剝むき出しになっている。

「あんたがどこに逃げようとも、この香りを辿たどればどこにいるかすぐわかる」

　螺鈿の背後に広がるのは、血のような色に染まった大きな羽だ。

　──また香りの話だわ。

　日菜に会う妖は、皆みな口を揃そろえて香りの話をする。

　破は邪じやの証あかしとして妖を誘ゆう惑わくする香りを放っているらしいのだが、日菜にはその香りがどんな香りなのかわからない。

「確かに、我々を魅み了りようしてやまない香りを放っているな。これが破邪の香りか」

　長いぼさぼさの髪かみを風になびかせ、片方の手には赤い羽は団扇うちわを持っていた。

「羽団扇っていうことは……あなたは、天てん狗ぐ……？」

「おう。朱しゆ天てん狗ぐだ」

　あっさりと頷うなずき、螺鈿が不ぶ躾しつけに日菜に顔を近づける。のそりと動いているように見えてその実俊しゆん敏びんで、日菜は避さけることもできない。

「しかしまあ、こんな半はん妖ようの小こ娘むすめに、貴重な能力が宿るとはな」

「貴重……」

　日菜は自身の持つ破邪の能力について、あまり詳くわしいことは知らない。

　何せ昨日覚かく醒せいしたばかりで、妖の知識は生まれたての赤子に等しい。

「何だ、知らないとでも言うのか？　代々の破邪は、覚醒と同時に能力も蘇よみがえっていたぞ？」

　羽団扇を手の中で弄もてあそび、螺鈿は続ける。

「破邪の能力は脆ぜい弱じやくなものだが貴重だ。他ほかのどの妖も……妖世界をまとめる十三長老たちでさえ、あんたのような能力は持っていない。珍めずらしい花は皆が取り合って飾かざりにしたがるし、珍しい味は皆が喰らいたがる。それだけのことだ」

　しかしまあ、と螺鈿は印象的に切れ上がった目め尻じりを少し細める。

「確かに、誘さそわれる香りだな……よし決めた。俺の女にする」

　あまりと言えばあまりな急展開に、頭がくらくらする。

　──何をどう考えたらそうなるの!?

　目眩めまいを覚えて軽く目を瞑つぶりながら、日菜は何とか声を絞しぼり出した。

「破邪っていうだけで食べさせろだの何だのと……」

　風雅も出会ってすぐのころに日菜の気を奪うばい取ったし、炎琉にも雪女の六りつ花かにも狙ねらわれたことはまだ記き憶おくに新しい。

「失礼にもほどがあります……！」

　握にぎり締しめた白い拳こぶしがふるふると震ふるえる。

　寝ね間ま着きに下ろした黒くろ髪かみがゆらりと揺ゆれる。

「な、何だ……？」

　ただならぬ気き迫はくに、螺鈿が瞠どう目もくした。

　日菜が、怒ど髪はつ天を衝つく勢いで叫さけぶ。

「皆みんなして寄ってたかって、好き勝手なこと言わないで下さいっ！　私の身体からだは私のものに決まっているでしょう！」

　螺鈿の結界が効を奏したのか、今度は由樫も駆け込んではこなかった。

「はっはっは！　こいつはいい！　傑けつ作さくだ」

　螺鈿が豪ごう快かいに喉のどをそらせて笑う。筋肉のついた首筋に、喉のど仏ぼとけがくっきりと浮ういて見える。

「なかなか落とし甲が斐いがありそうじゃねえか」

　男臭くささの漂ただよう口もとを、に、と笑ませる。

　あまり身なりにこだわらない性質なのかもしれない。わずかにだが無ぶ精しよう髭ひげが伸のびていて、それが一層螺鈿を野性的に彩いろどっている。

「遊ぶのは好きだが、手間をかけるのは好みじゃねえ。覚かく悟ごしな。こういうのは初めが肝かん心じんっていうからな」

　羽団扇を軽く動かすだけで、突き刺さすような突風が日菜を襲おそう。

「きゃ……っ！」

　逃にげるタイミングを逸いつしていた妖あやかしたちと一いつ緒しよに風の渦うずに巻きこまれ、壁かべに叩たたきつけられる。

「痛いた……っ！」

「だからすなおに言う通りにしておけばいいものを。馬ば鹿かな女だな」

　打ちつけた肩かたや背中の痛みを押して、日菜はきっと顔を上げた。

　普ふ段だんならこうまで怒おこりはしないのだが、今は何か変なスイッチが入ってしまったらしい。常つね日ひ頃ごろおとなしいからあまり目立たないが、日菜はもともと負けん気が強い。

「女、女って、さっきから失礼です！」

「女は女だろうが」

「私にはちゃんと白しろ咲さき日菜という名前があります！」

「関係ないな。おとなしくなる程度に気を吸って、連れて帰るとするか。長老方に良い土産みやげだ」

　螺鈿は日菜の意思などまるっきり無視だ。

　──風雅さんも大たい概がいだけど、妖って皆俺様なの!?　よく統とう率そつ取れているわね、妖世界！

　ぷんすかと怒おこるあまり恐きよう怖ふも忘れて、日菜は腕で目を庇かばった。

　螺鈿の巻き起こす風はまだ室内を吹ふき荒あれていて、目を開けていると痛い。

「あ……！」

　風圧に負けたのか、ばりんと音を立てて窓まど硝子ガラスが割れる。

　飛んできた破は片へんが頰ほおをかすめて、一筋の血が滲にじむ。

　ふわりと、日菜の香りが一層強く匂におい立った。

　妖にしか感知することができないが、日菜の気や血には舌を蕩とろかすほどの甘さが宿る。弱い妖ならば服従してそばに仕えるだけで満足できるが、強い妖となるとそうはいかない。

　力ちから尽ずくでも、我がものにしたくなる。そんな危険な甘さだ。

　朱天狗の青年が舌なめずりをするかすかな気配が、日菜の耳に届いた。

「何とも……美味うまそうだな。あんたのその血……」

　破邪はどういうわけか、妖を魅了する血を持つ。

　妖に襲われても生き残るための手段かもしれないし、逆に狙われる原因でもある。

　螺鈿にとっては最高の餌えさをぶら下げられたような気分だ。

　どうせ食べるのなら、見目が良くて舌を楽しませる獲物がいい。

　耳にも心地ここちよければもっといい。

　妖は己おのれの欲よく望ぼうに対して貪どん欲よくだ。

「ただでさえ、面めん倒どうな役目を押しつけられて腹が減っていたからな……たまらん。あんたのこの香かおりを嗅かいで、ずっと辿って来たんだ。性急で悪いが、もう我が慢まんできない」

　──破邪の特とく徴ちようなのかもしれないけど、この香り、大だい迷めい惑わくだわ！

　叩きつけるような強風に負けずに何とか逃げようとするのだが、風に全身を巻かれて、身動みじろぎひとつできなくなってしまう。

　強風をまともに受けているので、息が苦しい。

「暴れられると、うっかり余分に血を吸っちまうかもしれないぞ。いいのか？」

「いいわけないでしょう……！」

　髪を風が乱すに任せ、螺鈿が、余よ裕ゆう綽しやく々しやくといった様子で日菜の頰に唇くちびるを近づける。

　獣けものの匂いがする。

　螺鈿の膚はだの中では野性の血が熱くたぎっていて、それが今、日菜ひとりに向けられている。べろりと無造作に伸ばした舌が、日菜の頰の血を嘗なめ取ろうと獰どう猛もうに蠢く。

　日菜は怖おぞ気けに身を震わせた。

　以前風雅に似たようなことをされたが、そのときとは全然違ちがう。痛みや恐おそれといった本来あるべき感情が取り除かれて、あの時はまるで白昼夢を見ているようだった。

　白く時間を切り取られたかのような。

　少しの痛みと、どこか甘美な切なさの伴ともなう一いつ瞬しゆんだった。

　それとは正反対に、今はひどく生々しい嫌けん悪おが席巻する。

「いや！」

「おとなしくしてろ。なるべく痛みを感じないようにしてやるよ」

　羽団扇を腰こし帯おびに差した螺鈿に、両りよう肩かたを摑つかまれる。

「それじゃあ、滅めつ多たに味わえない貴重な破邪の血を堪たん能のうさせてもらうとするか」

「いや、放して……！」

　気や血を吸われると、本能的な嫌悪の他にも、ごっそりと体力を奪われてしまう。そうなると日菜は動けない。

　たまらずに、助けを求めてその名を呼ぶ。

　守ってやると、守しゆ護ご役やくを引き受けると約束してくれたあの妖よう狐この青年の名を。

「助けて、風雅さん……！　助けて！」

　途と端たんに。

　日菜の声を待ち受けていたかのように、ばりばりと、雷かみなりにも似た轟ごう音おんが空間を引き裂さく。

「何だ…………？」

　螺鈿が、日菜を束そく縛ばくする腕うでの力を少し緩ゆるめた。

　その隙すきに日菜は必死に腕を突っぱねて螺鈿から距きよ離りを取る。

　螺鈿の目の前に燃え盛る青い狐きつね火びが現れ、炎がひとりの凜り々りしい青年の姿を取る。

　漆しつ黒こくに金の粒りゆう子しをちりばめた色の髪かみに、同じ色の力を秘ひめた双そう眸ぼう。

　ふっさりと重たげな尾おもぴんと尖とがって大きい耳も露あらわにし、着慣れた和服に身を包んでいる。

　九つの尾を持つ、妖狐の次期長おさだ。

　同時に、日菜の守護役を務める──正式な誓せい約やくはまだ交かわしていないが──青年でもある。

「呼ぶのが遅おそい。もっと早く呼べ。この男に血を振ふる舞まってやるつもりなのかと思ったぞ」

　風雅は姿を現すなりひどく不ふ機き嫌げんそうに言い、日菜に目をやると途端に秀しゆう麗れいな双眸を瞠みはった。

「傷を……？」

「え？　あ、これですか……？」

　日菜の頰を流れていた、一筋の血。

　それをめざとく見つけ、途端に風雅は修しゆ羅らのごとく殺意を燃え上がらせて螺鈿に向き直った。

「朱天狗の一族と見受けたが……俺のものに手を出すとは良い度胸だ。その罪、万ばん死しに値あたいする……！」

　日菜は風雅が守護する破は邪じやだ。

　髪の毛一筋たりとも傷つける輩やからは気に入らない。

「そういうお前は妖狐の眷けん属ぞくだな。おもしろい。やれるものならやってみやがれ！」

　ここは寮りようの部屋だとか、寮生たちが眠ねむっている時間だとか。

　そういうことを日菜の頭の中から一いつ切さい合がつ切さい吹き飛ばしてしまう勢いで、妖ふたりの戦いの火ぶたが切って落とされた。










　──だからって、どうしていきなりこんな殺さつ伐ばつとした戦いになっちゃうの!?

　当事者である日菜がパニックになっていることにも気づかず、風雅は雷らい撃げきを仕し掛かける。風雅のもっとも得意とする技わざだ。

　雷は、神鳴り。

　妖狐は神の御み遣つかいである神狐とも縁えんが深い。
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　手慣らしなど一切無用で、手加減なしに一気に仕留めるつもりだった。

「なかなかの腕のようだな。噂うわさに聞いていただけのことはある」

　雷の攻こう撃げきを身軽く躱かわし、螺鈿が楽しそうに羽は団扇うちわの柄えを摑み直す。

　大おお柄がらな体たい軀くに見合わずひらりと飛び上がると、裸足はだしの足には桐きりの高たか下げ駄たを突つっかけているようだった。

「大体、俺のものだなんだって言うんなら、最初から首に縄なわでもつけておけ！　香りがだだ漏もれで、あれでは妖あやかしを誘さそっているのと同じだ。きちんと管理しろ」

「やかましい！　お前に口出しされることではない！」

「例の守護役は貴様なんだろう？　たかが半はん妖ようの子守を押しつけられるとは、難なん儀ぎなことだ」

　風雅が黙だまり込んだのを良いことに、螺鈿が続ける。

「哀あわれなもんだよな。契けい約やくに縛しばりつけられて絶対服従なんて冗じよう談だんじゃない。破邪だか何だか知らないが、こんな小こ娘むすめ、喰くっちまえばそれで……っ!?」

　螺鈿の鼻の先に、先ほどまでとは格の違う雷撃が襲おそいかかる。

　すんでのところで避さけ、螺鈿はにんまりと唇の端はしを吊つり上げた。

「こうでなくちゃ、俺がおもしろくない」

　風雅はもう答えもしない。

　ただ、螺鈿を睨にらみつける眼まな差ざしは氷のように冷たく炎ほのおのように燃え盛り、怒いかりに我を失っているように見えた。

　こんな風雅は知らない。

　いつの間にか風雅が施ほどこしていた安全な結界の中で、日菜は少し戸と惑まどう。

　──風雅さんの様子がおかしいような……？

　一方の風雅も、自分でも信じられないほどの怒りに支配されていた。

　怒りに我を忘れる、というのは長い時間を生きてきた妖狐の彼でも初めてだった。

　──日菜に怪け我がを負わせた。

　数多あまたいる妖の中でも、とりわけ妖狐は誇ほこり高い。

　その妖狐の中でも特に風雅の気位の高さは並なみ大たい抵ていではない。今まで風雅は、誰だれにも従ったことはない。膝ひざを折ったこともない。

　護まもってやりたいと思ったのも、日菜が初めてだ。

　その日菜の守護役を引き受けた以上、日菜は風雅のものだ。

　──誰が何と言おうと、俺が決めた以上異論は認めない。

　風雅にとってそれは当然だ。

　風雅が護ると決めたものに、手出しすることは許さない。

　日菜に手を出すということは風雅の誇りを傷つけると同じことであり、日菜を傷つけるということは風雅を貶おとしめると同じことだ。

　──許せるものではない。

　怒りに目がくらむ。

　身体からだ中じゆうの血が沸ふつ々ふつと滾たぎるような心地ここちさえする。

　音もなく日菜の隣となりに出現した李り氷ひが、感かん嘆たんめいた声で呟つぶやく。

「風雅さまがここまでお怒りになるのも珍めずらしい……」

「李氷さん！」

　李氷は、怜れい悧りな眼差しを日菜に向けた。少し心配そうな色が混じっている。

「お怪我は頰ほおだけですか？　あとは？」

「大だい丈じよう夫ぶですけど……李氷さん、風雅さんを止めてください」

「止める？　何故なぜですか？」

　風雅の側近である美少年は、落ち着き払はらったものだ。

　縋すがりつくようにして懇こん願がんする日菜に、きょとんと首を傾かしげる。

　綺き麗れいに切り整えられたまっすぐな髪が、さらりと肩かたの上を流れた。こちらは風雅とは違って一分の隙もない制服姿だ。

　日菜は、この美少年然とした妖の正体が青あお鬼おにであるという事実をまだ知らない。

「風雅さまはあなたを護ると誓ちかいを立てられた。守護役を引き受けるとはそういうものです。そこへあの天てん狗ぐは手出しをしてきたのですから、お怒りになるのももっともでしょう」

　誇りを傷つけられて、黙って見過ごす風雅さまではありませんよ、と。

　李氷が日菜を落ち着かせようとするが、日菜は落ち着くどころではない。

「だって、このままだと怪我どころじゃすみませんよ！」

　日菜が慌あわてる。

　それもそのはず。

　風雅と螺鈿は、一いつ触しよく即そく発はつのぴりぴりとした雰ふん囲い気きのまま、戦いを繰くり広げている。

　お互たがいに暴れるには狭せますぎるから、とっくに磁場は寮から転移させた。

　そのことに気づいていないのは日菜だけだ。

「俺に許可されているのは、日菜さまを護ることのみです。主あるじである風雅さまのなさることに口を挟はさめはしませんよ」

　もともとあまり意思表示が得意ではありませんから、と李氷は戦せん闘とう光景に凪ないだ水面みなものように静かな視線を移す。

「ああもう、妖って皆みんなしてややこしいんだから……！」

　日菜が、長い黒くろ髪かみをかきむしるようにして叫さけぶ。

　何やら相当に鬱うつ憤ぷんが溜たまっているようだ。

「仲ちゆう裁さいなら、手纏どののほうが得意でしょうに」

「手纏が、呼んでも出てきてくれないから困っているんです！」

　咄とつ嗟さにそう答えて、日菜は風雅の方向へと身体からだを向ける。

　日菜に被ひ害がいが及およばないように結界で隔へだてられているから、声を張り上げないと届かない。

「風雅さん！　もうやめてください！　そっちの……ええと、螺鈿さんも！」

　日菜の声が確かに届いたはずなのに、風雅は攻撃を繰り出す手を止めない。

　螺鈿のほうが次し第だいに押され気味になっていく。

　その隙すきを見み逃のがす風雅ではなかった。

　あっという間に間を詰つめ、耳の後ろ、螺鈿の死角となる位置で風雅が冷れい酷こくな笑えみを刷はく。

「──勝負あったな」

「……っ」

　天狗の中でも剛ごうの者として名を馳はせる螺鈿の背筋を、ひやりと冷たいものが走る。

　風雅が螺鈿を仕留めるまさにその寸前。

　悲鳴のような声が、殺気立った空間を切り裂さいた。

「風雅さん、止まって……殺しちゃだめです！」

　たった一言。

　破邪の能力も作動していなければ、何の妖力もない。

　か細い体軀の少女の精せい一いつ杯ぱい張り上げた声に、風雅は殺気を引っ込める。

　螺鈿も、気を削そがれたように肩の力を抜ぬく。

　殺してはだめ、と。

　そう言った日菜の言葉は、妖の青年ふたりの心にストレートに届いていた。

　命を粗そ末まつに扱あつかうな、と。

　結界を飛び出し、日菜が駆かけ寄りながら叫ぶ。

「ふたりとも落ち着いてください！　ただの喧けん嘩かならともかく、そこまでやる必要ないでしょう!?　怪我でもしたらどうするんですか！」

　最後の言葉に、青年ふたりは顔を見合わせる。

　それぞれ責任や立場があり、守るために戦うのは当然のことだった。

　強いから、より強くならなければならなかった。

　怪我をしても命を削ぎ取られても、腕うでに庇かばう仲間たちのために勝たなくてはならなかった。

　怪我を心配され、戦うのをやめろと言われたのは初めてだ。

　──こういうところが破は邪じやなのかもしれんな。

　風雅は思う。

　妖としての知識がまっさらな分、日菜は思うように行動する。

　それが弱肉強食の気質が染しみこんだ妖たちにとっては、目を瞠みはるほど新しん鮮せんだった。

　猛たけ々だけしい肉にく食しよく獣じゆうが小動物に意外なほど弱いのは、そういう所以ゆえんかもしれない。

「風雅さん、怪我していませんか？」

　日菜が、てきぱきと確かく認にんする。

「ない。何ならこの場で脱ぬいでみせてやろうか？」

「茶ちや化かさないでください！　螺鈿さんは？」

　つぶらな瞳ひとみで見上げられて、螺鈿は一いつ瞬しゆん驚おどろきのあまり言葉を失ってしまった。

　そこそこ絆きずなのある風雅のことは、日菜が心配しても不思議はない。

　けれど螺鈿は、日菜を襲しゆう撃げきした身である。

　戦って傷を負っても、胸が痛まないどころか嘲ちよう笑しようされてもおかしくない立場である。

　その螺鈿のことも日菜は気き遣づかうのだ。

　──馬ば鹿かなのか？　この娘むすめは。

　愕がく然ぜんとして螺鈿は日菜を見つめる。

　平和に慣れきった人間ならともかく、妖あやかしはそんなことでは生きていけない。道みち端ばたに咲さいている小さな花をわざわざ避よけてやるほど平へい穏おんな暮らしはしていないのだ。

　しばし戸惑って、螺鈿はさりげなく風雅に目線を向ける。

　風雅は、しようのないやつだとでも言いたげな眼まな差ざしを日菜に注いでいた。

　──甘やかしてやりたくなる気持ちはわかる。

　邪じや魔まだからと摘つみ取るのではなく、そのままの姿を見つめて愛めでていたい花だ。

　螺鈿は敵意を引っ込める。

　もともと、十三長老が彼に命じたのは破邪が覚かく醒せいしたかどうかの確認だけで、日菜を攫さらってこいとまでは言われていない。

　風雅も、螺鈿の変化に聡さとく気づいたようだった。

　──信じられない。一度闘とう争そう本能に火がついた妖を、言葉だけで鎮しずめることができるなんて……！

　李氷は、目の前で起こっている出来事が信じられずにひゅっと短く息を吸いこんだ。

　逆に言えば日菜は、破邪の能力も使わずに妖ふたりの戦いを止めさせたのだ。

　──何故そんなことができる……!?

　わからない。

　風雅が冷静さを取り戻もどした声こわ音ねで訊たずねる。

「改めて訊きこう。用件は何だ」

「用件など決まっている。そこの娘だ」

　螺鈿はわざとふてぶてしい態度で、凝こりを解ほぐすように首を左右にこきこきと鳴らして答える。

　鋭するどい眼差しで見み据すえられ、日菜はびくっと身体を強こわ張ばらせた。

　やはり、知らない妖はまだ怖こわい。螺鈿は小さな妖たちとは訳が違ちがう。

　反射的に、風雅の袖そで口ぐちをきゅっと摑つかんで身を寄せる。

「この香かおりはすでに煌陵の結界を越こえて妖世界にまで届いている。妖の最長老、十三長老たちが真っ先に気づいた。それで俺に様子を見てこいと命じたので香りを辿たどって来たというわけだ」

　風雅は軽く眉まゆをひそめた。

　今の妖世界を束ねているのは、主立った一族の長老たちだ。

　いつのころからか十三長老と呼ばれている。その名の通り、十三の種族の長おさたちだ。

　隠いん居きよを名乗っているので表立っては姿を現さないが、裏ですべてを牛ぎゆう耳じっていることは風雅も承知している。

　──妖よう狐この長はまだ長老に仲間入りする年ねん齢れいではないから、俺も詳しよう細さいは知らないが。

　長老と崇あがめられるためには年齢の他ほかにも、実績や性格など色々と求められる。

「偵てい察さつということか」

「そうだ。長老たちからの託ことづけもある」

「ちょっと待て。お前は何故なぜ、妖の長老たちのことを知っている？　限られた者以外、十三長老のことは知らないはずだ」

　螺鈿はとても長老に仲間入りする年齢のようには見えない。

　妖は種族によって年の取り方も違うが、風雅より少し年かさといった程度だろう。

「俺は朱しゆ天てん狗ぐの直系でな。天狗の中ではまだまだ若じやく輩はいだからか、爺じじいどもにいいように使われている。立場上命令には逆らえない」

　螺鈿はいささか閉口したように少しだけ声をひそめた。

「……人使い、いや、妖使いの荒あらい爺どもでな」

　かなり好き放題に使われているらしい。

「それで託けとは？」

　ああそうだった、と螺鈿はぽん、と手を打った。

　慎しん重ちようそうに見えて、わりと大おお雑ざつ把ぱな性格をしているらしい。

「次の新月の夜に、破邪としての披ひ露ろ目め──つまり、能力の証明をしてもらう、とのことだ。舞ぶ台たいはあちらで整えるから、破邪の姫ひめは守護役だけ連れて身一つで来ればいい、と」

「──長老方からの託けは確かに承うけたまわった。さっさと出て行け」

　風雅が犬でも追い払はらうように片手を振ふる。

「無ぶ粋すいなやつだな。使者には酒でも振る舞まうのが礼れい儀ぎだろうが。長旅で腹が減っているんだ。もてなせ」

「李氷」

「はい」

「適当にあしらって放ほうり出せ」

「わかりました」

　殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きこそなくなったものの、やはり風雅は螺鈿のことが気に入らないらしい。扱いがとことんぞんざいだが、当の螺鈿もあまり気にしていない。

　妖の男同士だと、こんなものなのかもしれない。

「ああ、そうだ」

　立ち去りかけていた螺鈿が、足を止めてくるりと日菜と風雅の方へと向き直った。

　ごつごつと節くれ立った指先で、ぴっと日菜を指し示す。

「だだ漏もれ状態のその破邪の香りを少しは制せい御ぎよしないと、今後色々と大変なことになるぞ。長老以外もそろそろ気づき始めている。煌陵の結界だって、破ろうと思えば抜ぬけ道はいくらでも出てくるからな。大体、破邪として覚醒したのに何でその程度の制御ができないんだ？　もしかして、まだ覚醒していないのか？」

　それなら香りを抑おさえることができないというのも頷うなずけるな──。

　螺鈿があっけらかんとした調子で言う言葉を、日菜は息をすることも忘れて聞いていた。

「香りは、一人前の破邪なら抑えることができるものなの……？」

　ということは。

　日菜は。

「李氷！　早くこやつを連れて行け！　目め障ざわりだ！」

　風雅が鋭く命じる。

「螺鈿どの。こちらへ」

「あ、おい。何だよ」

　螺鈿は李氷によって半ば強制的に連れて行かれてしまったが、日菜は衝しよう撃げきを受けて固まったままだ。

「今の、螺鈿さんが言っていたこと……本当ですか？　普ふ通つうの破は邪じやは、覚醒したら香りを抑えられるようになったり、きちんと能力を使えたりするんですか……？」

　練習が不足しているのだとばかり思っていた。

　日菜の香りは日菜自身は察知できないが、ますます強くなる一方だと聞いている。

　覚醒したばかりで色々上手うまくできないだけよ、と励はげましてくれた腕うで輪わの付つく喪も神がみも今はいない。

「ともかく戻るぞ」

　風雅が、顔を心持ち背そむけながらも日菜に向かって手を差し伸のべる。

　半人半はん妖ようの日菜は、破邪としての浄きよめの能力以外は何もできない。

　もっとも力の弱い妖でさえできるような、飛ぶこと、時空を越えて移動することを始めとして、妖力を使ってできることは何もない。

　ただ、妖よう魔まに堕おちた妖の魔を祓はらい浄めるだけ。

　それが破邪だ。

「……はい」

　半ば無意識のうちに風雅に手を伸ばし、日菜は心ここにあらずといった面おも差ざしで頷いた。










「それで、どうしてこういうことになるんですか!?」

「だから、説明しただろう」

　慌あわてふためきすぎて蒼そう白はくになっている日菜とは対照的に、風雅は悠ゆう然ぜんと落ち着き払い、ゆったりと寛くつろいでいる。

　風雅が寛いでいるかどうかは、獣けもの耳みみと尾おを見ればすぐにわかる。気を張っているときは耳も尾も力が漲みなぎっているが、今はゆらりと凪ないでいる。

　ここは風雅の屋や敷しきの中だ。

　煌陵の敷しき地ち内に異空間を繫つなげているため、屋敷はとても広い。

　その中でも特に気に入っている東向きの座ざ敷しきが風雅の住まいだ。

　李氷は螺鈿の接待をしているため、他の妖あやかしたちが出てきて湯茶の支し度たくを整え、新しい寝しん具ぐもどこからか運び込んできている。

「俺の屋敷の結界は、煌陵程度の比ではない。遠えん慮りよせずお前も今日からここで暮らせ」

「私には寮りようのお部屋がありますから、帰してください！」

「俺を人ひと攫さらいか何かのような言い方をするな。外聞の悪い」

「似たようなものでしょう！　気がついたらここにいましたし！」

　熱いお茶を悠ゆう々ゆうと口に運びながら、風雅が日菜を仰あおぎ見る。日菜は立ち尽つくしたままだが、風雅は綿を詰つめた座ざ布ぶ団とんの上に座っているので、風雅が日菜を見上げる位置にいる。

　妖狐の姿のままなので、狐の耳の天てつ辺ぺんが髪かみの合間からちらちらと覗のぞく。

　──風雅さんのつむじなんて初めて見たかも。

「説明してから連れてきても似たようなものだろう。手間を省いただけだ」

　だから今日から一いつ緒しよに寝ね起おきしろと言われても、到とう底ていすなおに頷けるものではない。

　いくら妖に襲おそわれるのが心配だといっても、これはやり過ぎだ。過保護すぎる。

「確かに螺鈿さんみたいな人にいきなり襲われるのは困りますけど、でも」

　日菜だって一応妙みよう齢れいの乙女おとめである。

　何の心構えもなしにいきなり風雅と同じ部屋で生活しろと言われても困る。

「あらかじめ言っておくが、屋敷の誰だれに頼たのんでも無む駄だだからな。お前を勝手に人間界に戻もどしたりしないよう、皆みなに通達を出した。大体この屋敷で俺に逆らうやつなどいない」

　風雅が、にやりと人の悪い笑えみを浮うかべる。

「それとも、俺の忠告を聞き入れずに飛び出して、もう一度痛い目に遭あってみるか？」

　あきらかに、以前日菜が煌陵を飛び出して妖ハンターに拉ら致ちされたことを揶や揄ゆしている。

　日菜がぷるぷると怒いかりに震ふるえる。

「ひっどーい……っ。風雅さん、横暴。性格悪い」

「はて、何のことかな」

　つーんと澄すまし返った風雅は、日菜の怒りなど知らぬ顔だ。

「守護役が守護役の務めを果たして何が悪い。至いたれり尽くせりで理想的な守護役であろうが。一体何がそんなに不満だというのだ。不自由があるなら何でも取り寄せてやるぞ」

「強ごう引いんすぎます！　寮にいたって、螺鈿さんみたいな妖がまた来るとは限らないし」

　何とかして寮に戻りたい日菜はあれこれ言い募つのるが、風雅はろくに聞きもしない。

　ぱちんと、目の前に置いてある碁ご盤ばんに碁ご石いしを打つ。

「む……この手だとこう来るか」

「ひとりで碁ごなんてやっていないで、話を聞いて下さい！」

　碁盤から顔を上げた風雅が、おもしろそうに日菜に視線を向ける。

「ん？　何だ、お前も碁ができるのか？」

「私は五目並べしかできません！」

「五目並べ……連れん珠じゆのことか。それでいい。相手をしろ」

　風雅が印を切ると、たちまちのうちに日菜のための座布団がどこからか飛んできた。

「だから、遊んでいる場合じゃないんです！」

「一度でも俺に『参った』と言わせたら、お前の望み、叶かなえてやるぞ」

　日菜がぴく、と身み動じろぎする。

「本当ですか？……風雅さん、術を使ってズルしない？」

「誰がそんなつまらない真似まねをするものか。安心してかかって来い」

「……わかりました！　言っておきますけど、私、結構強いんですからね！」

　日菜が気合いを入れて腕うでまくりする。

　あぐらをかき、片手を頰ほおにあてがっていた風雅は、心底おかしそうにくつくつと喉のどを鳴らした。




　　　　[image: 区切りマーク]




　ぱちり。

　碁盤の最後の目が黒に染まる。

「俺の勝ちだな」

　那な智ち黒ぐろの黒一色に埋うめ尽くされた碁盤を見て、日菜は畳たたみの上に頽くずおれた。体力気力共にもう限界だ。

　涼すずしい顔をした風雅が、満足そうに笑みを浮かべる。

「これで、もう文句はあるまい？」

　五目並べは五つ並びの珠を一列でも作れたら上がりだが、風雅が二十連勝した時点でハンデを与あたえられている。風雅がどれだけ連珠を連ねても、日菜が一列でも白で連珠を作ったら勝ち、というものだ。

　蛤はまぐりを用いた白の碁石は、碁盤の上からすべてなくなってしまった。

　日菜も、これでは負けを認めざるを得ない。

　──粘ねばれるだけ粘ってみたけど……強い。風雅さん強すぎる……。

　日菜の惨ざん敗ぱいっぷりもすごいが、風雅もとことん容よう赦しやがない。

　さすがに少し大人げないのでは、と隣となりで李氷がひやひやしているのがわかる。

　螺鈿の接待を適当なところでさっさと切り上げて戻って来たのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、日菜さま」

「頭から湯気が出そう……」

「降参か？　それともまだやるか？　俺はどちらでも構わんぞ。気が済むまで付き合ってやる」

「ま、まだまだぁ～。勝負はここからですよ」

　言葉だけは強気だが、疲ひ労ろう困こん憊ぱいした日菜は身体からだを起こすことができない。

　テストのときだって、ここまで集中力を使い果たしたことはない。

「言葉と行動が合っていないぞ。とりあえず甘いものでも食べたらどうだ」

「甘いもの……いただきます」

　疲つかれているときには、やたらと甘いものが食べたくなる。そういうときは何故なぜか、ケーキなどの洋よう菓が子し系よりも和わ菓が子し系のものが好ましい。

　もとから甘党で、朝食時も菓か子しパン系を選ぶ傾けい向こうを知っていたのだろうか。李氷が用意してくれたのは、きなこと黒くろ蜜みつをたっぷりとかけたわらび餅もちだった。

「わ、ぷるっぷる！」

　黒文字でひとつつまみ上げた日菜が、一口頰ほお張ばるなり幸せそうに笑み崩くずれる。

「とろんとした、滑すべり落ちていく口当たりとまろやかで尖とがったところがひとつもない甘さ……こんなにおいしいわらび餅食べたの、初めてです」

　んー、と頰を押さえて嬉うれしそうな日菜に、風雅が破顔した。

「幸せそうに食うやつだな。そんなに菓子が好きなのか？　ただの嗜し好こう品であろうに」

「だってこれ、本当においしいですよ？　風雅さんも食べたらわかりますよ、きっと。今まで食べたわらび餅と全然違ちがって、やわやわのとろっとろ」

「作りたてですから、風雅さまもよろしければどうぞ」

「いや、いい」

「あれ？　風雅さんって、甘いものだめなんですか？」

「まあな」

「へえ……意外というかやっぱりっていうか」

「どっちなんだ」

「んー、どっちもです」

「風雅さまは根っからの辛から党とうで、般はん若にや湯とうを好まれますよ」

「般はん若にや湯とう？」

「お酒のことです」

「ああ、そう、うん、そんな感じ……って、まだ高校生でしょう！　お酒だめなんじゃないですか!?」

「俺の実じつ年ねん齢れいを知りたいか？　端は数すうまでいちいち数えていないからおおよその年ねん齢れいしか覚えていないが、成人しているどころの話ではないぞ」

「……ですよね。妖よう狐こですもんね。寿じゆ命みよう凄すごそうですもんね」

「夕ゆう餉げですが、日菜さまは肉類と魚類、どちらをお好みですか？　苦手なものとかがあれば遠えん慮りよなく申しつけて下さい。厨ちゆう房ぼうの料理番に伝えておきますから」

　これから日菜はここで暮らすことになるのだし、という言葉を、李氷はあえて吞のみ込む。日菜が気づかないうちに丸め込んでしまうには、このほうが得策だ。

　──日菜さまの気をそらすために、風雅さまが自ら数時間かけて連珠のお相手をなさったくらいだからな。

　その辺りの風雅の心情は、李氷もよく把は握あくしている。

　風雅は理に適かなった、有益なことにしか動かない。

　──つまりは、それくらい日菜さまをお気に召めしているということか。

　破は邪じやと守護役の恋こいには一いち抹まつの不安があったが、李氷にとっては古くから言い伝えられている習わしよりも風雅の意思のほうが大切だ。

「お肉もお魚も好きです。あ、一回聞いてみたかったんですけど、風雅さんってもしかして油あぶら揚あげ好きですか？」

「当然。油揚げは芸術品だ」

　力説した風雅に、日菜がくすくすと笑う。

「やっぱり好きなんですね。妖狐だから、そうなのかなって思ってました。私は油揚げより厚あつ揚あげが好きです」

「厚揚げもまあ良いが、油揚げに勝まさるものはない」

「油揚げと言えば、あれおいしいですよね、おでんのもち巾きん着ちやく！」

「何だ、それは？」

「もち巾着、知らないですか？」

「知らん。李氷、知っているか？」

　側そば仕づかえの青年も、ふるふると首を横に振ふる。

　詳くわしく説明しろと言われて、日菜はちょっと当とう惑わくした。

　日菜を見つめる風雅の眼めがきらきらしている。相当もち巾着に興味を惹ひかれたらしい。

「説明しろって言われても……ええとですね、油揚げを開いた中にお餅が入っているんです。それで切り口をこう、かんぴょうで結ぶか爪つま楊よう枝じで留めるとかしてあって。それを、おでんとか鍋なべ物ものの熱々のだし汁じるでとろとろになるまで煮に込こんで」

　そこまで聞いて、風雅が、ぴゅうっと口笛を吹ふいた。

「聞いているだけでうまそうだ。人間もなかなかやるな。まだまだ知らないことがあるものだ」

「人間界の料理はもともと美味ですしね。厨房に伝えて、さっそく作らせましょう」

「ああ。楽しみだ」

　日菜は何だか嬉しくなってきてしまった。風雅の反応が小さな子供のようで、見ている日菜まで気持ちが浮うき立つ。

　風雅とこんなにも和なごやかに話をするのは初めてかもしれない。

「コンビニに行けばすぐ食べられると思うんですけど……煌陵の敷しき地ち内にあるコンビニには、さすがにおでんは置いてないみたいですね。最も寄より駅のそばにいけばあると思いますよ」

「今度案内しろ。是ぜ非ひ味わってみたい」

「いいですよ」

　任せてください、と請うけ合った日菜が、不意にお腹なかを押さえて恥はずかしそうに笑う。

「こんな話をしていたら、お腹空いちゃいました」

　時計を見ると、もう夕食時をとっくに過ぎている。

「夕餉にするか」










　──なんとなく、誤ご魔ま化かされてしまったような気がする……。どうしてこういう流れになったんだっけ。私、うまく乗せられた？　煙けむに巻まかれた？

　満腹になったお腹を抱かかえて、李氷に案内されたのは日菜専用にと用意された部屋だった。

　風雅の部屋とは隣となり合っている。

　一いつ緒しよの部屋はいやだと散々駄だ々だをこね続けてもぎ取った成果である。

「……それにしても、Ａ５ランクの牛肉なんて初めて食べた」

　食べられないものがほとんどない、食に関しては健康優良児の日菜のために風雅が用意させていたのは、牛ぎゆう鍋なべだった。文明開化の横よこ浜はま居留地時代から伝わるレシピだそうで、昔っぽい味つけが日菜にはかえって目新しかった。

　もちろん、油揚げは食しよく卓たくに上っていた。細く切ってぱりぱりになるまで焼いて、軽く葱ねぎ味み噌そを合わせたものが前菜だった。

「風雅さんも一緒に食事してくれたし」

　最近の風雅はなんだかとても優やさしくて、日菜はちょっと落ち着かない。

　──洞どう窟くつのあとから、ずっと優しい。普ふ通つうに喋しやべったりもしてくれるし。どうしてかしら。私が破邪になったからかな。

　無視されたり冷たくあしらわれるのは辛つらいし、風雅が優しいのはもちろん喜ばしいことなのだが、慣れていないので、思い出すだけで何だかちょっと恥ずかしい。

　風雅の屋や敷しきが全体的に和風なので、日菜の部屋も畳たたみ敷じきだ。実家も寮りようもフローリングなので、かえって畳が珍めずらしい感じがする。

「いぐさの良い匂におい」

　気候の良いこの季節に、真新しい畳の匂いはよく合う。

　真っ白な布団ふとんも部屋の中央に敷しかれていて、日菜は隅すみのほうで明日の持ち物の支し度たくを始める。日菜の荷物は日菜が五目並べをしている間にすべてこの部屋に移されている。

　明日はここから通学するのだ。

　──知らない部屋って、どうしてひとりでいると怖こわいのかしら。

　寮はまだ平気だった。隣となりに由樫がいるのがわかっていたし、廊ろう下かや食堂などの共同スペースで他ほかの人と会うこともあった。

「……静か過ぎる」

　ひっそりと静まり返って、沈ちん黙もくが耳に痛い。

　凶きよう事じが起こる直前には必ず静けさが訪おとずれる。

　いやいや、と日菜は勢いよく首を振った。

「余計なこと考えるのはやめておこう……明日から学校だって始まるんだし、早く寝ねなくちゃ」

　できるだけ平静を装よそおっているのだが、どうしても心臓の底がちりちりするというか、落ち着かない。

「何かあったら呼んでくださいって李氷さんが言ってくれたけど、何もないし」

　用がないのに呼ぶわけにもいかないし、と悩なやむ日菜は、妙みようなところで律りち儀ぎだ。

「誰だれか通りがかったりしないかなあ……」

　襖ふすまをそろっと開けて廊下を覗のぞいてみるが、誰もいない。

　夜の静かな廊下は長く続いて、その先には暗くら闇やみが口を開けて待っている。

　ぞくっと背筋が震ふるえて、日菜は慌あわてて襖を閉めた。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、ここは風雅さんの屋敷。お化けなんか出てこない。出てくるのは妖あやかしだけ」










　こそっと襖が開く気配を感じ取り、風雅は不ふ機き嫌げんに気分を急降下させた。

　──やはり、逃にげるつもりか。

　脳のう裏りに浮かぶのは、黒くろ髪かみの少女の姿だ。

　先ほどまで少しは風雅に対して心を開いていたように見えたのに、それは偽いつわりだったのだろうか。

　日菜が自力で寮に戻もどろうとしたりしないよう、風雅は今夜は好物の般はん若にや湯とうも飲まずに意識を張り巡めぐらせていたのだ。

　──あの強ごう情じよっぱりの小こ娘むすめが。自分が妖に狙ねらわれる立場だということをまだ理解していないのか？　一度くらい痛い目を見せてやったほうが早いか？

　少しは打ち解けたかと思っていた分、その思いごと裏切られたような気分で、腹立たしいことこの上ない。

　自室にいた風雅は、苛いら立だちを隠かくさずに日菜の部屋に続く襖を開け放った。

「あ。風雅さん、隣のお部屋にいたんですか？　全然わからなかったです」

「こそこそと、逃とう亡ぼう犯のような真似まねをするな」

　日菜は部屋の中からひょっこりと首だけを廊下に出して、辺りの様子を窺うかがっていたようだった。

「何が不満だ」

　風雅は冷れい徹てつに言い放つ。

「待たい遇ぐうを悪くした覚えはないし、望みがあるなら言えと言っているだろう。その耳は飾かざり物か？」

　大体、妖よう狐この次期長おさと目される風雅の守護を受けておいて、何が不満だと言うのか。

　日菜が、きょとんとしたように目を瞬またたかせた。

「私、逃げようとなんてしてません」

　見てください、と寝ね間ま着きの胸むなもと辺りを軽くつまんで示す。

　確かに、寝間着姿で逃げ出そうなどとは思わないだろう。制服か、それ以外でももっとしっかりとした衣服を選ぶだろう。

　薄うすい寝間着はいかにも頼たよりない。

　改めてよく見ると、日菜はいつもはふたつに結ゆい上げている髪かみも下ろして、今にも寝るばかりに支度を整えている。

　艶つやを放つ黒髪が背中半ばまでを覆おおっていて、日菜の髪を見るたびにいつも風雅は感かん嘆たんせずにはいられない。

　──見事なものだな。

　丈たけなす黒髪、みどりの黒髪。

　ついつい誘さそわれるようにして指先を伸のばすと、日菜は風雅の手を避さけもしないでじっとしている。

　何をするつもりなのか、とでも言いたげな幼い視線に気づき、風雅は慌てて咳せき払ばらいをして誤魔化した。

　──俺は今、何をするつもりだった？

　日菜に見とれていたなんて、口が裂さけても言えない。

「どうかしましたか？」

　日菜が少し不安そうに表情を曇くもらせる。

　十六歳にしては日菜は体つきも小さく幼い。

　まだあどけなさすら残る少女に見とれたなど、絶対に風雅自身認められることではない。

「何でもない！」

「でも風雅さん、なんか顔が赤いような……熱でもあるんですか？　大変！　風邪かぜ引ひいたとか？」

「何でもないわ！」

　慌てて差し伸べられた小さな手をいささか乱暴に払はらおうとして、すんでのところで思い留とどまる。

　乱暴にしたりしたら、この小動物はすぐに怯おびえて逃げていく。

「そうですか？　それならいいんですけど……」

　日菜の背後から、きゅうん、と今にも子犬の鳴き声が聞こえてきそうだ。

　風雅としてはもう盛大に頭を抱かかえたい気持ちだった。

　──ああもう、何だって今日のこいつはこんなに可愛かわいいんだ！　いつもはもっとこう口が減らない感じで、気が強くて。

　日菜が、風雅の袂たもとの裾すそをきゅっと摑つかんで見上げてくる。

　真っ黒な双そう眸ぼうがきらきらと潤うるんでいて、何か途と轍てつもなく愛らしいものが詰つまった瞳ひとみだった。

「無理はしないでくださいね。妖だって体調悪くなることとか、あるんでしょう？」

　──……っ！

　もはやどうしたらいいのかわからない。

　──何か急に可愛げを増していないか!?　何かの罠わなか、前兆か!?　まさか、誰かに何か妖あやしげな術でも使われたのではあるまいな!?

　ぎっと眼まな差ざしを強くして辺りを見回してみるが、誰もいない。

　なんとか気を静めて、風雅は改めて日菜に問い質ただした。

「何故なぜ、廊下の様子を窺っていたのだ？　逃げるためではないのか？」

「違ちがいます！　そうじゃなくて」

　日菜が、言いにくそうにもじもじとうつむいた。

「言え」

　促うながすと、日菜が少しの間黙だまり込む。

　──何だ？　何かあるのか？

　つり込まれるようにして覗きこむと、綺き麗れいに澄すんだ双眸とまともに眼差しがぶつかる。風雅は一瞬息をすることすら忘れた。

「静か過ぎて怖こわいんです。風雅さん、しばらく一いつ緒しよにいてくれませんか……？」

　うるっとした今にも泣き出しそうな表情で懇こん願がんされて、風雅の重く豊かな尾おがばびっと硬こう直ちよくした。
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「──どうも、調子が狂くるう……」

　片手で目め頭がしらの辺りを揉もみながら、風雅はぼそりとひとりごちる。

　風雅の腕うでの中では、日菜が健すこやかな寝ね息いきを立てている。日菜がしっかりと風雅の着物を摑んでいるので、離はなれるどころか風雅は身動きひとつできない。

　日菜を起こしてしまいそうで、それが怖くて。

　ひとりが寂さびしいというのなら、ともかく寝かしつけてしまおうと思ったのだが、長いこと廊ろう下かのそばにいたのか、日菜の身体からだはすっかり冷え切ってしまっていた。

　このままでは日菜の方こそ風邪を引きかねない、と布団ふとんの中に押しこもうとしたのだが、よほど心細かったのか、日菜は風雅から離れようとしなかった。

　──挙げ句の果てがこのざまだ。

　微笑ほほえましいような苦笑いせざるを得ないような、何とも言えない微び妙みような心持ちに、風雅は自分自身を嘲あざ笑わらうしかない。

「たかが女ひとりが寝ねたくらいで何だというのだ。叩たたき起こすなり何なりして出て行けば良いではないか」

　口先ではそう強がってみても、心がそれを裏切る。

　心はいつも口には出さない本音を隠し持ち、とんでもないときにとんでもない作用を起こす。今がまさにそうだ。

　──俺は将来、妖狐一族の頂点に立つ身だぞ。安あん眠みん効果のある布団代わりになどされてたまるか。

　何度も日菜を置いて出て行こうとしたのだが、安心しきったような寝ね顔がおを見てしまうともうだめだった。

　どうしてだろう。

　健やかな眠ねむりというものは、周囲を妙みように神聖な気持ちにさせる。

　起こしてはならないような、この眠りを守ってやらなくてはという気持ちにさせられるからだろうか。庇ひ護ご欲よくを搔かきたてられる。

「……俺ともあろう者が。不ふ甲が斐いない」

　せめて少しは役得があってもいいだろうと、目の前にある黒くろ髪かみにそっと伸ばした指先で触ふれる。

　つやつやとして手て触ざわりがよく、ひやりと冷たい。髪には体温が宿らないのかと、変なことに感心する。

　そうしているうちに、身み動じろぎした日菜の肩かたから上うわ掛がけが落ちた。

　拾ってやりたかったが、大きく動くと日菜が目を覚ましてしまいそうなので、上掛けの替かわりに自分の大きな尾でふわりと日菜を抱だき込む。

「ん……」

　良い夢でも見ているのか、日菜がうっすらと微笑みながら風雅の尾を抱だき締しめる。

「俺の尾を、枕まくらだとでも思い込んでいるのではあるまいな。……頑がん是ぜないことだ」

　そうしているうち、風雅もだんだんと眠くなってきてしまった。瞼まぶたが重くなる。

　滅めつ多たにないほどの静かな時間。

　そして腕の中にはあたたかなぬくもりが心地ここちよさそうに愛らしい寝息を立てている。

　──……まあ、日菜が目を覚ます前に引き揚げればよかろう。

　少しの間この優やさしい惰だ眠みんを貪むさぼりたくて、その誘ゆう惑わくに風雅は負けた。
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　──おや、まあ。

　李氷が様子を見に訪おとずれたとき、日菜と風雅はなんとも微笑ましい状態でふたりともぐっすりと寝ね入いっていた。

　李氷は、極力物音を立てないように気を遣つかい、そっと部屋の襖ふすまを閉めた。







　【２】







　風雅の屋や敷しきで暮らすようになって数日の間は、何事もなく過ぎていった。

　日菜は風雅の屋敷で眠り、朝になると寮りようの部屋に一度転移させてもらい、そこから由樫と一緒に通学している。

　少々面めん倒どうだが、風雅の屋敷で寝ね起おきしているということを周囲に気づかれないようにするためだ。

　──風雅さんの屋敷にいるっていうことは、秘密にしておけって言われているし。

　日菜の安全のためにも、そのほうが得策だろう。

　煌陵では寮祭に向けた本格的な準備が始まっていて、放課後も予定が詰まっていて忙いそがしい。

　日菜としては近く妖あやかしの長老たちに挨あい拶さつしなくてはならないという点も気になってはいたのだけれど、目の前に差し当たっての大問題が立ちはだかっていた。

「はははははは！」

　事情を聞き、講堂の入り口ホールで、日菜のおさななじみが爆ばく笑しようした。

　──爆笑どころじゃない。大爆笑よ。

　剣は、精せい悍かんな双眸の端はしに涙なみださえ浮うかべ、腹を抱えて笑っている。

「だめだ、は、腹が痛い……っははは！　日菜、助けてくれ、止めてくれ」

　声まで震ふるえてしまっている始末だ。

　Ｓクラスに所属し、凄すご腕うでの剣けん士しと呼ばれる剣がこうも無防備になるのは、日菜の前だけだ。

　日菜は、遠えん慮りよなくぷーっと頰ほおを膨ふくらませてむくれる。

　小学校を卒業したときから煌陵で再会するまで時間が空いたが、物心つく前からの付き合いなので日菜も剣に対しては屈くつ託たくがない。

　兄弟というものがいたらこんな感じだったのだろうか、と思う。

「剣、笑いすぎ」

　寮祭で、一年Ａエースクラスは講堂を借り、お芝しば居いを上演することになった。

「毎年Ａクラスはお芝居を上演することになっているんですって。で、今年の寮祭も、恒こう例れいだからお芝居をやろうってことになって」

「そう言えば、Ａクラスは毎年何かしらやっているな。煌陵はもともとお祭り好きだし」

　剣は中等部から煌陵にいる。

「そうなの？」

「ああ。季節毎ごとにあれこれイベントがあって結構忙しいぞ」

「道理で皆みんな慣れているわけね。それで、くじ引きで配役を決めたら……」

「日菜が主役になったってことか。大当たり引いたな」

　ようやく笑い収めたものの、剣の肩と腹部はまだひくひくと波打っている。大爆笑の名残なごりだ。

「ヒロイン……日菜がヒロイン……」

　ちらっと垣かい間ま見みた練習風景を思い出し、剣がこらえきれずに吹き出す。

「あはははは！」

「もう、そんなに笑うことないじゃない！」

　日菜が顔を真っ赤にして摑つかみかかる。

　細い手首をあっさりと摑み取り、剣は唇くちびるを引き結んでなんとかまじめくさった顔を作ろうとするのだが、先ほど見たあれを思い出すと、笑いがこみ上げてきて仕方ない。

　剣の腹筋を震えさせ続けているのは、衝しよう撃げき的な練習光景だ。

　日菜が一いつ生しよう懸けん命めい練習していたのはいいのだが、それが見事な、見事すぎる棒読みだったのだ。

「知らなかった……お前、大根だったんだな。本番前に観みておいて良かった……心づもりなしにあれを観ていたら、警備に隙すきが生まれたかもしれない」

「そこまで言う!?　だって、Ａの皆異様に上手うまいの！　演劇部とかじゃないのに、発声とか台詞せりふ回しが完かん璧ぺきってどういうこと!?　今私、毎日由樫さんに稽けい古こつけてもらって必死なんだから！」

　もともとの声が細いので、しっかりとした声が出せるように最近日菜は腹筋を続けている。

　集音マイクを使うので声自体はそう張り上げなくてもいいらしいが、聞き取りやすいように台詞を喋しやべるためには腹筋が必要だ。

　あと、全体の体力も。

　おかげで筋肉痛だが、寮のフローリングの部屋よりは畳たたみの部屋のほうが柔じゆう軟なんはやりやすい。

　──お部屋の座ざ敷しき童わらしの子たちが、重し代わりになったりして色々手伝ってくれるし。

　なんだかんだで、風雅の屋敷の暮らしにも馴な染じんだ。

「お芝居の練習に入るっていうときに、台本と一いつ緒しよにトレーニングメニューを渡わたされたから、一体何事かと思ったのよ」

「本格的にやるもんな、Ａは。凝こり性しようというかなんというか」

　ようやく笑いの発ほつ作さが治まったのか、剣が少し暑そうに首を振ふって、襟えり元もとを緩ゆるめる。

　放課後は得意の剣けん術じゆつの鍛たん練れんの時間にあてているが、今日はＳクラスのメンバーが集まって寮祭当日の警備の段取りを確かく認にんすることになっている。

　そのために、わざわざ講堂まで来たのだ。

　普ふ段だんなら、剣術の練習場でもない場所に用はない。

「残念だな。当日、俺は講堂警備だから、日菜の晴れ舞ぶ台たいが観られない」

「観なくていいってば！　ていうか、悲劇をやるんだよ!?　剣が客席でひとりで爆笑してたら、絶対変に思われるよ！」

　練習を見られてしまって照れくさいのか恥はずかしいのか、日菜は剣の背中をぐいぐいと押してくる。

　日菜に押されるままに歩いて、講堂の入り口ホールから外に向かう。

　本番の舞台兼けん練習場になっている講堂を出て、風通しの良い渡り廊ろう下か。

　風に吹ふかれて、剣の快活な笑い声が初夏の空に吸いこまれていくようだ。

　五月も末近くなってくると、一気に夏の様相を帯びてくる。衣ころも替がえはまだなので長なが袖そでの制服を着ているが、もう半はん袖そででもいいくらいだ。

「何を演やるんだっけ？」

「ロミオとジュリエット」

「……それはまた、極きわめつけの悲劇だな。日菜がジュリエットで、ロミオ役は誰だれなんだ？」

「由樫さんよ。男装することになって、ものすごく張り切ってる」

　講堂の入り口で、由樫が口の横に両手を当てて声を上げる。

「日菜さーん！　休きゆう憩けい時間終わりですわ！　練習再開致いたしますわよ！　どこですのー!?」

「あ、由樫さんが呼んでる。それじゃあね、剣」

　剣が笑えみを含ふくんだ目で言う。

「ああ。芝居、頑がん張ばれよ」

「剣の意地悪！　クラスの皆、これでも一日ごとに上手くなってるって褒ほめてくれているんだから！」

　これは事実で、Ａクラスの生徒たちも少し驚おどろいている。

　練習初日には真っ赤になって台詞もまともに言えずにいた日菜が、二日目にはしっかりと声を出すようになり、三日目にはすらすらと喋り始めた。ゆっくりとではあるが、確実に芝居も上手くなっていっている。

　もともとまじめで努力家である上に負けん気も強いのが、うまく作用しているらしい。

　膨れっ面つらで講堂に戻もどる途と中ちゆう、日菜はよく晴れ渡った空を見上げた。

　だいぶ陽ひが長くなったが、もうすぐ夕ゆう闇やみが迫せまってくる。

「お芝居は、練習すれば大だい丈じよう夫ぶだって由樫さんたちも励はげましてくれるけど」

　──今まで人前でお芝居なんてしたことがないから、不安ではあるんだけど。

　剣にも由樫たちにも秘密の、大きなため息がこぼれる。

「破は邪じやの能力も、練習でどうにかできればいいのに……」
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　耳の鼓こ膜まくが破れるかと思った。そんな轟ごう音おんだった。

　まだ耳が痺しびれているのか、まともな音が聞こえない。

　風雅が口を動かしているのがもうもうとした土つち煙けむり越ごしに見えて、何かを言っていることだけはわかった。

　ある日の夕食前のことだ。

「風雅、さん？」

　声までもが膜まくが張ったように、くぐもったように聞こえる。

　風雅がすっと手を伸のばし、日菜の耳もとで指先をぱちんと鳴らした。

　途と端たんに、頭の中まで侵しん食しよくしていた痺れが取れ、すっきりと音が聞こえるようになる。

「怪け我がは」

「耳以外は無事だったみたいです」

　左右の指でちょいちょいと耳たぶに触さわって怪我がないことを確かめ、日菜はひどく情けない顔つきで唇を歪ゆがめた。

「私、まただめでした……ごめんなさい」

　これには、風雅も頷うなずかざるを得ない。

「……そのようだな」

　風雅の屋や敷しきに面する広大な庭の中央に、ぽっかりと穴が開いている。サッカーグラウンドがすっぽりと入るくらいの大きさで、深さは10メートルくらいだろうか。

「さっきよりは深さがない気がしますけど……けほっ」

　辺りに漂ただよう焦こげ臭くささに、喉のど奥がひりひりする。

　何度やっても同じだった。

　──どうして、腕うで輪わから破邪の弓を取り出そうとするだけで爆ばく発はつするの!?

　手纏は相変わらず呼びかけに応じないので、腕輪の内部がどうなっているのかわからない。

　けれど、破邪として覚かく醒せいしたときは手纏が姿を現し、破邪の弓を手て渡わたしてくれた。それが今取り出せないのは、どう考えても妙みようだった。

　──手纏、全然姿を見せてくれないし。どうしたのかしら。

「これは一体、どういうことだ……？」

　風雅も首を傾かしげている。

　それもそうだろう。

　ちょっと弓を出してみろと言っただけで、何度も何度も爆発騒さわぎを起こされ、そのたびに庭先に大きな穴を開けられているのだ。

　やり直すたびに風雅が妖よう力りよくで修復しているので、被ひ害がいを受けているのは日菜本人だけだ。

　妖あやかし世界の中でなら、妖力を揮ふるうのは息をするよりも容易たやすい。

　人間界でこういうことをすると、怪かい奇き現象だのミステリーサークルだのと言って騒がれることになる。

「それにしてもまあ、ぼんぼんぼんぼん、ここまで来るといっそ見事だな」

　呆あきれた顔つきながらも風雅が指先で印を切り、庭を元通りに修復してから日菜を手招いた。

「あちこち火傷やけどをしただろう。治してやる。来い」










「あの……」

　日菜は縁えん側がわに腰こし掛かけたまま、申し訳なさそうに小さくなった。

　最初は日菜の起こす爆発騒ぎに茫ぼう然ぜんとしていた風雅も、最後のほうには無言になっていた。

　呆れているに決まっている。

　日菜自身、どうしてあんなことになってしまうのか、全然わからない。

「──ごめんなさい」

「それは何に対しての謝罪だ」

「何って……お庭にいっぱい穴を開けちゃって……」

　風雅の屋敷の庭先は、風雅の術によって綺き麗れいに元通りになっている。

「見ての通り、もう跡あと形かたもなく直っている。それにお前はそのことに対してすでに謝罪しただろう。何度も謝るな」

　風雅がびしりと言う。

　──まるで、俺がいじめているみたいではないか。

　いいから手を出せ、と横着に顎あごで示され、日菜は袖そでを肘ひじまでまくりあげた。

　小さな石がぶつかった程度なのだが、ぶつかった際に勢いがあったので少し打ち身ができている。

　風雅が日菜の打ち身にかざした手から、ぽう、と小さな灯あかりを灯されたように暖かみを感じる。打ち身がみるみるうちに癒いやされ、治っていく。

「ありがとうございます。風雅さんは、治ち療りようすることもできるんですね」

「あまり術に頼たよりすぎると身体の持つ本来の治ち癒ゆ能力が落ちるから、まあ、応急的にな」

　おとなしく風雅の治療を受けながら日菜が言うと、治療に専念しつつも風雅が答えた。

「ある程度の妖なら、この程度のことは造作もない」

「やっぱり、妖ならそれくらい普ふ通つうなんだ……」

　日菜がどん底までめり込んでいく。

「いや、まあ……何だ。破邪は浄きよめの能力以外は役立たずで普通だ。気にすることはない」

「役立たず……」

「代々の破邪も浄めること以外にはからっきしだったと聞いている。要は破邪としての能力さえあれば他ほかは」

「私、破邪の能力も使えない……」

　ずずんと日菜が暗くなる。

　今はこれ以上風雅と話していても、落ち込むだけのようだ。

「治療ありがとうございました。私、先にお部屋に戻りますね……」

　とぼとぼと廊ろう下かを歩いて行く日菜の後ろ姿を見送っていると、李氷が静かに現れて声をかける。

　このところ李氷は風雅に全権を委ゆだねられて手纏のゆくえを捜さがしているので忙いそがしい。

「風雅さま」

　李氷にはその手纏の件以外にも、大きく気にかかっていることがある。

　もともと風雅に忠誠を誓ちかった忠実な側近なので、自分から口出しをするようなことは少ないのだが、これだけはどうしても言わずにはいられないらしかった。

「わかっている」

　す、と素す通どおりするようにあっさり頷くと、李氷はかすかに目を瞠みはる。

「風雅さま？」

「炎琉のことだろうが」

　何故なぜわかったのだろうか。

　李氷がかすかに考え込むと、それまで難しい横顔しか見せずにいた風雅が、ふ、と苦く笑しようする。

「お前、自分ではわかっていないようだが、考えていることが結構顔に出ているぞ」

「……そうでしょうか？　他の妖からはわかりづらいとよく言われるのですが」

「そうか？　まあ、お前とは付き合いも長いからな。自然と伝わるところもあるんだろう」

　李氷は妖よう狐この一族ではないから、本来ならば風雅の側近になどなれない立場のはずだった。

　妖狐の長おさの側近は、妖狐で固める。

　それが習わしだったのだが、風雅の考えは違ちがった。取り巻きなど鬱うつ陶とうしいだけだと言って拒きよ否ひし、気に入った妖は一族の妖でなくても目をかける。

　李氷も、風雅ほどではないがそこそこに妖力が強かったことと、風雅に命を救われた経緯いきさつがあって配下となった。

　──この方のためになら、命を捧ささげる。

　風雅を守ることにすべてを捧げている身として、どうしても先日の炎琉の件は気になった。

　悪いことを口にすると言こと霊だまが災わざわいを呼ぶと知りつつも、口にせずにはいられない。

「俺には、どうしても日菜さまに炎琉が祓はらいきれているとは思えないのです。普通の妖ならばさもありなんといったところで納なつ得とくも致いたしますが、相手はあの炎琉です」

　犬神の長。

　妖世界の災難。疫やく病びよう神がみ。

　分別のある妖よりも残ざん虐ぎやくな本質そのままの妖よう魔まに近く、実際に妖魔を生み出し、育て、唆そそのかして人間界や妖世界に災いをもたらしたことも一度や二度ではない、伝説の札付きだ。

　──いや、札付きなどという表現では生易しすぎる。あれはもはや、生きた災難だ。

　長い寿じゆ命みようを持つ大妖の常として、しばしの間休息の眠ねむりに就ついたと耳にしたのが百年以上前の話だ。それ以降妖世界は平和が保たれ、炎琉はずっと眠っているものだと信じていたのだけれど。

　──まさか目覚め、煌陵学園に潜せん伏ぷくしていたとは。

　しかもわざわざ、日菜が転入してくる時期を狙ねらい定めたかのように。

「炎琉は最初から日菜さまに狙いを定めていたのでしょうか。それとも、風雅さまがいらっしゃると知って、手出しするつもりで潜伏していたのでしょうか」

「さあな。そればかりは、本人に訊きいてみないことにはわからん」

　もっとも、あの炎琉が、訊たずねられたことにすなおに答えるとも思えんがな──風雅が、苦々しさと諦あきらめの混ざり合ったような不思議な表情を滲にじませる。

　妖狐の次期長だからと炎琉には随ずい分ぶん恨うらみを向けられているが、風雅には炎琉の気持ちがさっぱり理解できない。

　風雅は妖狐だし、炎琉は犬神だ。

　出自に遡さかのぼってまでして恨うらまれても、どう対応したらいいのかわからない。

「ともあれ、妖魔の黒幕、親玉とも言われている炎琉が、日菜さまの一いち撃げきであっけなく祓われてしまったことが、俺にはどうしても納得できないのです」

　今まで妖あやかし世界の誰だれが挑いどんでも、炎琉を鎮しずめることも討うつこともできなかった。

　普通の妖に相手を祓い浄める能力はないから、皆みな本物の殺意を抱いだいて挑みかかり、斬きりかかり──そして皆、残虐に返り討ちにされる運命を辿たどった。

　大事な破は邪じやを損そこなわれてはと、妖世界は破邪と炎琉との距きよ離りを保った。炎琉もこれまでは破邪にたいして興味を払はらわなかった。

　それが今回は違う。

　そこに炎琉の本気が透すけて見えて、李氷の本能を戦せん慄りつさせるのだ。

「日菜さまの能力は確かに不思議で稀き少しようなものですが、しかし」

「祓えてなどいない。あれは一時退かせただけだ」

「風雅さま……!?」

　少々面めん倒どう臭くさそうに、風雅が説明する。

「どういうわけか、あれはまだ覚かく醒せいしきっていない。まだ能力のほんの一部が押し出されて出てきただけに過ぎないんだろう。だからうまく使えないし、コントロールもできない。前回は必死さと幸運の相乗効果で上手うまく弓を射て炎琉に的中させたが、如何いかんせん能力が目覚めきっていないのだから効力も薄うすい」

「……と、いうことは」

　李氷が、ごくりと緊きん張ちように喉のどを鳴らす。

「炎琉は、近いうちにまた動き出す可能性があるということでしょうか」

「痕あとを塞ふさぐように封ふう印いんを施ほどこしてきたからしばらくは保もつだろうがな。まあ、あれの浄めの能力だけに頼る必要はない。いざとなったら俺が何とかする」

「いけません！　風雅さまだけでなく、我々妖は同じ妖を手にかけることは禁きん忌きとされています」

　李氷の諫いさめる言葉に、風雅は思いきり不満そうな顔をした。

「向こうは好き勝手に殺し回っているのにか？」

「同様に堕おちる必要はありません。炎琉は妖魔です。下手へたに関かかわれば、引きずられて共に妖魔に堕ちてしまいかねません」

　妖の中には、凄すさまじいほどの破は壊かい欲よくが埋うめ込まれている。

　その誘ゆう惑わくを断たち切り、分別をもって振ふる舞まうものだけが妖として生きていくことが許される。

　誘惑に負けてしまったものは、もはや妖とは言えない。妖魔と差別され、妖に粛しゆく清せいされる。それが妖世界の不文律である。

「妖の誰の手にもかからず、破邪の能力で浄めきることができるなら、それが一番手っ取り早い方法なのですが」

　日菜はまだ覚醒しきっていない。

　代々の破邪は覚醒と同時に能力を自在に操あやつっていたというのに、日菜の場合は何が妨さまたげとなっているのだろう。

　──片づけなければならない問題が、この世には多すぎる。

　これから待ち受けているであろう未来に、李氷は憂うれい顔でため息をついた。










　破邪の出現の披ひ露ろ目めは、少々複雑だ。

　他ほかの妖とは地位も能力も違いすぎるので、まずその能力の持ち主であることを証明してみせなくてはならない、と。

　そう教えられたときも、日菜はいまいちぴんと来なかった。

「具体的に、何をすればいいんですか？」

　夕ゆう餉げを済ませ、部屋に運び込んでもらった文ふ机づくえに向かいながら、日菜は器用に風雅たちの話も聞いている。

「審しん査さを務める十三長老方の目の前で妖魔を祓ってみせれば一発で承しよう認にんされると思いますが。破邪の弓は、正統な後こう継けい者しやにしか使えないと聞いていますから」

「だが、実際はそう簡単にはいかない」

　風雅が李氷の台詞せりふの続きを引き取る。

「しち面倒臭い手続きを色々と済ませないとな」

「そうですね。まずは長老方に挨あい拶さつを兼かねた報告を済ませませんと」

「守護役おれの役目だな」

　風雅が、好物の般はん若にや湯とうを口に運ぶ。

　日菜に与あたえられた座ざ敷しきで、日菜は温かいお茶をもらって飲んでいる。

　眠る前のひととき。

　寂さびしがり屋の日菜を慮おもんぱかってか、風雅と李氷は話し合いと称しようして毎晩、日菜が寝ね床どこに就くまでの時間を一いつ緒しよに過ごしてくれることが多い。

　風雅と李氷の会話を聞いていると妖世界についてのことも少しずつ聞き覚えることができて、一石二鳥だった。

「明日さっそく出向こう。李氷、あとは任せたぞ」

「承知致しました」

「ところで日菜、お前、先ほどから何を熱心に読んでいる？　最近かかりきりではないか」

　近ちか頃ごろ日菜は、一冊の本を手放さない。

「寮りよう祭さいでやる『ロミオとジュリエット』の台本です。台詞が多くて大変なんですよ」

「寮祭……？　ああ、そういえばそんなようなものがあったな。もうそんな時季か」

「そのようですね。風雅さま、般若湯のおかわりはいかがですか」

「いや、もう止やめておこう。それよりお前、役者でもないのに舞ぶ台たいに立つのか」

「そうなんです。目立つのとかは苦手なので、正直気が進まないんですけど」

　それでもクラスの全員で決めた以上、まじめに取り組むつもりらしい。

　風雅は呆あきれてしまう。

　──いやなら、やらなければ良いものを。

「……まあ、好きにしろ。それより話は聞いていたな？　明日からしばらく留守にするが、李氷たちに任せてあるから安心して待っていろ」

「わかりました。そうだ風雅さん、お願いしていた手纏の居場所、わかりました？」

「いや。李氷が調べたが、その本体には意識が宿っていないそうだ」

　日菜が不安そうに手首の辺りを撫なでる。そこに本来宿っているはずの手纏が居ない。今あるのは抜ぬけ殻がら状態の腕うで輪わだけだ。

　風雅が、わざと気休めのように取りなす。その陰かげで李氷はひと知れず憂い顔だ。

「おおかた、どこかに遊びに出かけて時間を忘れているんだろう」

「それならいいんですけど……」

　何度呼びかけても返事がないから、と日菜が表情を曇くもらせる。

「芝しば居いを打つのなら台詞回しは肝かん心じんだ。励はげめよ」

「はい。……寮祭の日、観に来てくれますか？　講堂で上演するんです」

　風雅が一いつ瞬しゆん考え込む。

「ぎりぎりになるやもしれんが、一応観に行くだけは行ってやろう」

「本当ですか!?」

　だめもとで訊たずねた日菜が、ぱっと花の咲さいたような笑えみを浮うかべる。

　最近日菜は風雅の前でよく笑顔を見せるようになった。

　風雅としても至し極ごく気分が良い。

「遅おそくなるからもう休め」

「はい。おやすみなさい」

　日菜が眠ねむり支じ度たくをする間、風雅と李氷は隣となりの風雅の座敷へ引き揚げる。

　添そい寝ねが必要なほど心細がったのは初日だけで、あとは風雅たちの気配や物音が聞こえれば安心して眠れるようだった。

　少しつまらない気がしないこともないが、風雅は日菜の過ごしやすいように環かん境きようを整える余よ裕ゆうがある。

　日菜が寝ね静しずまったあと、風雅は李氷を始めとする屋や敷しきの妖たちを集めて言い置く。

「しばらく屋敷を空けるが、あれの香かおりはまだ抑おさえられていない。いつ侵しん入にゆう者しやが襲しゆう撃げきするかわからん。警けい戒かいは怠おこたるな。妖だけではなく、人間に対してもだ。それから李氷、お前は手纏の居所捜しを続けろ。手纏が日菜のそばを離はなれるなど、異常事態だとしか思えん。……取り越こし苦ぐ労ろうで済めば、それはそれでいいがな」

　用心に越したことはない、と風雅は苦く口もとを綻ほころばせる。

　風雅自身が手を下して捜そう索さくしたいところだが、十三長老のもとへ直参するには、風雅でさえなかなかに大変なのだ。

　細かいことまでこまごまと指示を出して、夜がまだ明けきらないうちに出立することにする。










　発たつ前、風雅は日菜の座敷をちらりと覗のぞいた。

　暖かな布ふ団とんにくるまれて、穏おだやかな、健すこやかな眠りの中にいるようだった。

　心地ここちよさそうな無心の寝ね顔がおを眺ながめ、枕まくらもとに近づいた風雅はそっと背を屈かがめる。

「この程度では気休めにもならんが……まあ、俺の匂においをつけておくに越したことはないだろう。守護代わりだ」

　深い深い眠りの中にいる日菜のやわらかな額に、そっと口づける。

「すぐに戻もどってくる。おとなしく待っていろ」







　低い声でそう言い置いて、風雅は出立する。

　螺鈿が現れたときから何故なぜか感じ続けている胸むな騒さわぎを抱かかえたまま。







　風雅の予感通り、ふたりが再会するまでには少々の時間を要することになる。

　けれどもその遠くない未来がひたひたと忍しのび寄っていることに、今は誰だれも気づくことはできなかった。
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　妖あやかし世界は、短命なモノから寿じゆ命みようが計り知れないモノまで多た岐きにわたっている。

　妖よう狐こも大たい概がい長命だが、上を行く存在というモノはいつの世にも存在するものだ。

「ふむ……」

　ずらりと居並ぶ十三の種族の長老の中でもひときわ年かさの水すい棲せいの長おさが、水かきのついた手で白く長い顎あごひげをしごく。

　風雅は妖狐一族の次期後こう継けい者しやだが、これまで長老たちと直接関かかわったことはない。

　普ふ段だんは霞かすみたなびく雲の彼方かなたにいる面々を相手にしているので、さしもの風雅も少々緊きん張ちよう気味だ。

「まあ、特とく殊しゆな環境下にあったゆえ、我々への報告が遅おくれたことは不問にしよう。学生の身分であれば、色々と制約はあるだろうからの」

　数多あまたいる妖の中でも、煌陵に籍せきを置いている妖は特殊だ。

　破は邪じやを見いだしたら、すぐに報告しなくてはならない。

　だが風雅は思うところがあって、完全に覚かく醒せいするまで日菜の存在を誰にも知らせなかった。

　しきたりの厳しい妖世界では多少罪科を問われても不思議ではない事態である。

「ご厚こう情じよう感謝致いたします。それでは」

　風雅が、折り目正しく握にぎった拳こぶしを床ゆかにつけ、殊しゆ勝しように黙もく礼れいをする。妖は礼節を殊こと更さらに重んじるし、年長者は尊ぶのが当たり前だ。

「無事に披ひ露ろ目めを済ませた後に、当代の破邪を連れて改めてまたご挨拶に参じます」

　風雅はすらりと立ち上がった。

　移動や挨拶の根回しなどで、思っていたよりも時間を取られてしまった。

　今から戻れば、約束の刻限には間に合うはずだ。

「失礼仕つかまつる」

　がしゃん。

　風雅の目の前に、突如として堅けん固ごな柵さく牢ろうが現れる。

「っ!?」

　はっとして辺りを見回すと、一瞬の間に風雅は蜘蛛くもの巣すを張り巡めぐらせたような頑がん強きような座ざ敷しき牢ろうの中に閉じ込められていた。本来襖ふすまのある部分に柵さくが張り渡わたされ、障子も窓もない。

　今の今まで十三長老たちは風雅に好意的に接して、閉じ込めようなどという気配は微み塵じんも感じさせていなかった。

　──さすがは長老方だ。仕し掛かけ方は見事なものだな。

　頭の隅すみで、冷静にそうひとりごちる。

「これは一体、どういうことです……？」

　ぎろりと、柵の向こうでにこにことしている好こう々こう爺やの群れを睨にらみつけた。この長老たちが食わせ者であることは重々承知している。

　──だが、仕掛けてきたのは向こうが先だ。

　見せかけだけでもと取り繕つくろっていた殊勝な態度も即そく座ざに打ち捨てる。

「いやなに。そなたに帰られてしまうと、ちと都合が悪くてな」

「俺にどんな罪状が？」

　訊ねながら、風雅は仕掛けられた罠わなの全容を探さぐる。

　──九ここの重え重がさねの結界か……。

　座敷牢ごと、長老たちの張ったであろう結界が取り巻いている。

　何気ない振ふりをして手を伸のばすと、柵に触ふれるか触れないかといったところで派手な火花が散った。あらかじめ用心していなかったら、指の骨ごと粉々に砕くだけていただろう。

　──ご丁てい寧ねいに、触れずの結界まで施ほどこしてあるのか。

　その辺りに、長老たちの本気が透すけて見える。

「なあに、悪いようにはせんよ。しばしゆるりとしておれ」

　のほほんと言われて、風雅はうつむいて大きく息を吸いこむ。

　怒いかりのあまり小刻みに震ふるえる手のうちに、純じゆん粋すいな感情を溜ためていく。

　想おもいは時として力になる。

「……」

「うん？　何だ、風雅」

　漆しつ黒こくに金の輝かがやきを混ぜ込んだ双そう眸ぼうが、ぎらりと鋭い煌きらめきを放った。

「閉じ込められて、おとなしくなんてしていられるかこのくそ爺じじいどもーっ[image: !!!]」










　一方、李氷は手纏のゆくえを捜さがし続けていた。

　妖世界というものは、捜し物をするには不向きだ、と李氷は思う。

　妖よう力りよくさえあればいくらでも異世界を重ねることができるのだから、範はん囲いは気が遠くなるほど広い。

　その中でゆくえを断っている人物を捜し当てようとすると、尋じん常じようでない手て間ま暇ひまがかかる。

　風雅の傍そばを離れることはできないので、毎日少しずつ、暇を見つけてはあちこち走り回り、配下のモノを遠方に飛ばして情報を集めさせる。

　風雅の腹心の配下として仕えているが李氷自身もかなりの有力者なので、彼の采さい配はいひとつで動く輩やからは多い。

　けれどもうひとつ、李氷を煩わずらわせる厄やつ介かいな点があった。

「水すい棲せいの妖ならば水のそば、山棲の妖ならば緑のそばにいると大体の見当もつくのですが」

　宝玉の付つく喪も神がみがどのような居場所を好むのかまでは李氷にはわからない。

　鷲わしの姿を取った配下が、優美な翼つばさを広げて上空を旋せん回かいしている。

　合図の指笛を鳴らして腕うでを伸ばすと、大鷲が李氷の腕に止まった。

　鷲は総じて視力が良い。

「手纏どのはいましたか？」

　大鷲が、獰どう猛もうな見た目に似合わない甲かん高だかい声できいきいと返事を紡つむぐ。

　しばらく大鷲の声に耳を傾かたむけていた李氷は、小さく嘆たん息そくして首を振る。

「そうですか……ご苦労でした。また何かわかったらすぐに知らせてください。いえ、みつからなかったからといって気に病やむことはありませんよ」

　ばさっと大きな羽音を立てて、大鷲が飛び立っていく。

　その姿を見守りながら、李氷は内心焦しよう燥そうを募つのらせる。

　日菜のそばに手纏がいないというのはどう考えても妙みようだ。

　手纏は付喪神だ。付喪神というものは、本体から長く離はなれていることはできない。そんなことをしたら、だんだん弱っていってしまう。

　日菜の腕に宝玉の腕うで輪わは確かに巻きついているので、言うなれば身体からだを残し、魂たましいだけをどこかへ持ち去られたようなものだ。それはどう考えても異常な事態だし、普ふ通つうの妖にそんなことができるとも思えない。

　──一体誰のしわざだ……？

　妖狐の次期長として憧しよう憬けいを集め、恨うらまれたり妬ねたまれたりすることも多い風雅と違ちがい、手纏は恨みを買うような立場とも思えない。

　美しいだけでなく、相手をあしらう術すべを心得ているのはさすが宝玉の付喪神といったところだろうか。

　──日菜さまのお守もり役として破邪の弓を預かる立場ではあるが、それがそんなに恨みを買ったりするだろうか。

　それに、手纏自身が、自ら望んで日菜のそばを離れたりするだろうか。

　日菜がこの世に生を受けてから十六年、手纏はずっと彼女の成長を見守りながら眠ねむり続けてきた。破邪として覚醒したときに、同時に目覚めるために。

「……ありえないでしょうね」

　ならば、封ふうじられている──本体に戻もどりたくとも戻れない状じよう況きようにあるのだとしか思えない。




　一刻も早く捜し出さなくては。

　李氷は、憂うれいの浮うかぶ艶えん麗れいな横顔をきりりと引き締しめ直した。
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　怒いかれる囚しゆう人じんは、暴れ続けている。

　風雅の暴れ振ぶりは、百ひやく戦せん錬れん磨まの長老たちでさえ辟へき易えきするほどだった。

　見張りを務めている螺鈿に、様子を見に訪おとずれた長老たちのうちのひとりが恐おそる恐る声をかける。

「おお、螺鈿。どうだ、風雅の様子は」

　螺鈿は襖を背にして、長い足を持て余すようにして腰こしを下ろしている。

　長老たちにおざなりな挨あい拶さつをした螺鈿は、立てた親指の背で、くい、と背後を示してみせた。

「どうもこうも、凄すさまじいもんです。ありゃあ、九重重ねの結界を破られるのも時間の問題じゃないですか」

　襖を閉めきってただの和室のように見せているが、中は頑がん丈じような座敷牢だ。

　中からは破は壊かい音がひっきりなしに聞こえてくる。この様子では、室内はとんでもない惨さん状じようになっていることだろう。

「なんの。我々の結界がそう簡単に破られてたまるか。我々は妖よう狐この若造程度とは年季が違う。暴れても疲つかれるだけじゃ」

「そうだそうだ」

　結界を破られないよう注意を払はらいながら術を使って室内の様子を眺ながめた十三長老たちは、呆あつ気けに取られて声を上げる。

「なんと！」

　部屋の中は、はっきり言って凄せい惨さんな有り様になっていた。

　家具調度の類たぐいなどは一いつ切さいないからいいとして、畳たたみは焼け焦こげてただの残ざん骸がいとなり、柱も燃え尽つきて揺ゆらめいている。

　一応の体てい裁さいを整えていたもとの部屋は想像すらできないほどに荒あれていたが、荒あれぶる囚とらわれ人はそれよりももっともっと荒れ狂くるっていた。

「やめよ風雅、鎮しずまれ！　妖狐の次期長おさがなんという醜しゆう態たいだ。そなたはもっと賢かしこいと思うておったというのに」

　意に介さず暴れ続ける風雅に、座敷牢に乗りこんだ長老たちは説得の熊勢を取る。

　そろそろ暴れ尽くして気が済んだだろうと踏ふんでのことだ。そのためにしばらく風雅をひとりにする時間を置いたのである。

　頃ころ合あいの読み方は、長年生きてくればそれなりに身につく。

「のう風雅、考えてもみよ」

「破は邪じやの姫ひめが正しく能力を使えないのはそなたの責任だぞ、風雅」

　ぴたりと風雅の動きが止まる。

　部屋中を忙せわしなく飛び回っていた青い狐きつね火びが、ふらりと揺れる。

「……どういう意味か」

　暴れるのをやめて、耳を貸す気になったらしい。髪かみが乱れて目の辺りまでを覆おおい隠かくしているさまが壮そう絶ぜつだ。

　長老たちはこの機を逃のがしてなるものかとばかりに勢い込んで話し始めた。

　見張り役を仰おおせつかっているため室内に入れない螺鈿は、そっと聞き耳を立てる。

「そもそも、破邪と守護役は結ばれてはならないという掟おきては知っておろう。妖狐一族は代々守護役を輩はい出しゆつしてきた由ゆい緒しよある一族なのだから」

　風雅は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「……それは、古くからの因習だとばかり思っていましたが」

　てっきり、破邪という特とく殊しゆな存在を妖狐が独どく占せんしないようにするための方便だとばかり思っていた。

「きちんとした理由もあるのじゃ。現に当代の破邪は、覚かく醒せいしたというのに能力を自在に操あやつれないと聞いている」

　螺鈿がその辺りの詳しよう細さいはしっかりと十三長老たちの耳に入れている。

「……ええ」

　痛いところを突つかれて、これにはさすがの風雅も耳を貸さざるを得ない。

「能力が完全に覚醒していないのは、そなたがすでに傍かたわらにいたせいではないのか？」

「は？」

「破邪として覚醒して初めて、普通の破邪は守護役を得る。けれどそなたと当代どのは、当代どのが覚醒する前に出会ってしまった」

　今にも覚醒するかしないかという、水みず瓶がめいっぱいに水が張られたようなぎりぎりの状態であったけれど。

「破邪の能力は薄うすい玻は璃りよりも繊せん細さいなもの。当代どのがそなたに思し慕ぼを抱いだき、その微び妙みような心の揺れ惑まどいが、能力に表れておるのではあるまいか？」

　──日菜が俺のことを……？

[image: ]

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、と笑い飛ばそうとしたが、思い当たる節はある。

「それは…………」

　風雅は返す言葉がない。非常に珍しいことに、彼らしくもなく狼狽する。

　──破邪と守護役は結ばれてはならないと言われていることは確かに知っていたが……こういう意味だったのか……？

　十三長老のひとり、一つ目の入道が大きな体たい軀くに似つかわしい、よく響ひびく低い声で告げる。

「お前はもうお役やく御ご免めんだ。破邪の守護役の資格を剝はく奪だつする」







　【３】







　独特の鮮あざやかなグリーンと、漂ただよう甘い香かおり。

　ストローでかき混ぜると、四角い氷が中でぶつかってからんからんと涼やかな音を立てる。

　放課後、日菜は校内のカフェテリアで一息入れていた。

　生徒たちがそれぞれ居残って寮りよう祭さいの準備をしているので、最近の放課後は賑にぎやかだ。

　Ａクラスで披ひ露ろうする『ロミオとジュリエット』の台本を片手で読みながら、クリームソーダをストローの先でちょいちょいと突つつく。

　風雅がいない、手纏もいない。

　李氷もしょっちゅう煌陵を留守にしているので、日菜はどうしても落ち着かない。

　アイスクリームをメロン風味のソーダにゆっくりと沈しずめ、少し緑色に染まったアイスクリームを細長い銀色のスプーンですくい取る。

　喉のどを滑すべり落ちていく冷たさと甘さに、かすかに微笑ほほえむ。

「ん、おいしい」

　寮祭まであと数日しかないので、お芝しば居いの練習も佳か境きように入っている。

　今はロミオの単独シーンの抜ぬき稽げい古こをしているので、ジュリエット役の日菜はしばし休きゆう憩けい時間だ。ロミオのシーンが終わり次し第だいジュリエットの抜き稽古をして、明日からは通し稽古だ。

　全幕を通しての体力配分や衣い裳しよう替がえ、水分補給のタイミングなどを細かくチェックしておかないと、本番で崩くずれてガタガタになってしまうらしい。

　そういったことも丁てい寧ねいに由樫たちに教えてもらい、日菜は毎日目の回る忙いそがしさだ。

「通し稽古までに、もっと練習しておかないと」

　すっかり暗記してしまった台本を手に、台詞せりふを口の中で練習する。

　互たがいに憎にくしみ合う家いえ柄がらに生まれたせいで、ロミオとジュリエットの若い恋こい人びとたちは引き裂さかれ、挙げ句の果てに死んでしまう──初めての恋に命を捧ささげた悲劇のヒロインは、十四歳という若さだ。

　今の日菜よりも若くして初はつ恋こい、結けつ婚こん、そして死。

「恋のためにすべてを捨てるって、どんな気持ちなのかなあ……」

　日菜にはいまいちジュリエットの心境が理解できない。演技自体は指導を受けてだいぶ上達したのだが、共感するところまで行けていない。

『あとは、日菜さんがジュリエットになりきることですわ』

　由樫のアドバイスが脳のう裏りにこだまする。

　名めい誉よある家柄に生まれたお姫さまが、婚こん約やく者しやを捨て、親に逆らってまでしてロミオただひとりを愛し抜く。その強さの源となったのはロミオだ。

　ひたむきにロミオだけを愛したからこそ、ジュリエットの想おもいは力となったのだろう。

「強いよね、ジュリエットは」

　日菜だって、恋に憧あこがれがないわけではない。想いを寄せる相手がいないわけでもない。

　好きな人。

　日菜の好きな人。

　日菜はゆっくりとストローをかき回し、思いを巡めぐらせる。

　──好きな人……本物の恋をしたら、私はどうなるのかしら。

　日菜はまだ恋を知らない。だから憧れと同時に恐おそれてもいる。

　ロミオとジュリエットのように。

　激しい恋が訪おとずれて、自分の運命を変える──そんなことがあったら、日菜は自分をしっかりと保てるだろうか。怖こわがりだし、流れに押し流されて不本意なことにならないだろうか。

　しっかりと、自分の意見を持っていられるだろうか。

　人間だと思っていた身の上が実は半人半はん妖ようだったという経験を経て、今の日菜はどこかものの捉とらえ方がシビアになっている。しっかりと意思を持ち、我を張っていなければ日菜の生活は滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまっていたかもしれない。

　風雅とて、日菜を屋や敷しきに迎むかえて以降、学園に通うことには消極的だったのだ。

「脅おどされても宥なだめすかされても意地を張っておいて良かった……ずっとひとつのところに閉じ込められているなんて、冗じよう談だんじゃないわ」

　破は邪じやとしての運命は受け入れるつもりでいる。

「でも、私は私だもの。私らしいことを失うつもりはないわ」

　責任逃のがれではなく。

　ただ、日菜は日菜なのだ。

　人間であった過去を捨て去るのではなく、すべて受け止めて受け入れて生きていきたいと願うことは、贅ぜい沢たくなのだろうか。

　──そのせいで、破邪の能力がうまく使えないのかなあ……。

　十六歳の乙女おとめの悩なやみは尽つきない。

　それは、恋にしても同じこと。

　たとえるなら、このクリームソーダのように。

　絶えずどきどきが心の底から湧わき上がってきて、しゅわしゅわと広がって、全身を駆かけ巡っていって。

　無数の炭酸のぷちぷちと同じくらい、さまざまな感情に揺ゆらされる。喜びだったり悲しみだったり、幸せだったり不安だったり。

　そんな恋をしてみたい。

　そんな風に恋をしてみたい。

「……会いたいな」

　ふと呟つぶやく。

　出会ってから今まで、気がつくとずっと風雅と一いつ緒しよにいた。

　日菜が離はなれようとしても、風雅は常に日菜のことを陰かげに日向ひなたに守ってくれていた。あの青年は一度懐ふところに入れた相手にはとことん甘くなるのか、最近はとても優やさしい。

「最初から優しかったんだけど、私にはわからなかったから」

　風雅なりの優しさで、最初は煌陵から日菜を遠ざけようとした。

　このままだと日菜が破邪として目覚め、過か酷こくな運命を辿たどることになる。だからその前に逃にげろと、そういう意味で風雅は日菜を突つき放していた。

　不器用な優しさであり、優しすぎる優しさだった。

「風雅さんに会いたい」

　ロミオが追放されたあとのジュリエットも、こんな気持ちだったのだろうか。

　このあとジュリエットは親に婚約者との結婚を強制され、仮死状態に陥おちいる毒を呷あおる。

　絶望のためではなく、ロミオとふたりで生きていくために。

「白咲、ここにいたのか。衣い裳しよう合わせだ。家庭科室に行ってくれ。俺は講堂に寄って立たち川かわを連れて行く」

　カフェテリアを通りがかった榊にそう声をかけられ、日菜は気合いを入れて立ち上がった。

「はあい。わかりました」

　考え込んでいる暇ひまはない。

　寮祭本番まで、あと三日だ。

「本番には、風雅さんも観に来てくれるって言っていたし。頑がん張ばらなくちゃ」
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　長年積み重ねてきた主従関係は、伊達だてではない。

　真っ先に風雅の異変を感じ取ったのは、側そば仕づかえの青鬼おにだった。

「風雅さま……？」

　日菜のことは煌陵にいる妖たちに任せてある。いざとなればすぐに戻もどれるように連れん携けいを取っているので問題はない。

　手纏を捜さがしてあちこちの異世界を渡わたり歩いていた李氷は、ふと足を止めて何かを確かく認にんするようなしぐさをした。

「風雅さま？」

　返答はない。

　いつもならば、どこにいようと感じ取れるはずの風雅の気配を感じない。

　気まぐれな性質だから常に返答を返してくれるわけではないけれど、それでも李氷に対して気配を隠かくすようなことはこれまでなかった。

　ふと思いついて人の世に紛まぎれ込んでいたり、李氷に邪じや魔まをされたくないときはゆくえをくらませたりもしたけれど、そのたびに李氷は食くらいつくような根こん性じようで見つけ出してきた。

　だが、今回は以前とは違ちがう。

　日菜の守護役を引き受けると明言した以上、勝手気ままな振ふる舞まいには制約がついて回る。

　──不ふ吉きつな予感がする……。

　美少年然とした見てくれと違い、李氷の性質は剛ごう胆たんだ。

　他者に対しては多少気を回しすぎる傾けい向こうがあるが、自分自身に関しては、神経質とか繊せん細さいさとかいった細やかさは一いつ切さい持ち合わせていない少年である。

　その李氷の胸に何だかいやな予感が差し込むというのだから、相当な問題といっていいだろう。

「もしや、風雅さまに何か……」

　冷静な面持ちで呟きながらも、李氷はほぼ確信していた。

　これはいやな予感などではなく、現実だ、と。










　結局風雅が戻って来ないまま、寮りよう祭さい当日になってしまった。

　運営係から案内係まで、今日は煌陵のすべてを生徒が取り仕切る。この機会に紛れて煌陵学園に潜せん入にゆうしようとする雑誌の記者やこそ泥どろの類たぐいにも、対応するのは大人たちではなく警備担当のＳクラスの生徒たちだ。

　もちろん警備面に破は綻たんがあっては困るので本職プロのスタッフが客に紛れ込み、他ほかの護衛スタッフも万ばん全ぜんを期してモニター付きの警備室に詰つめている。

「今年も盛せい況きようになりそうですね。校舎を一回りしたら、講堂のほうも覗のぞいてみましょうかね」

　今日もぴしっと仕立ての良いスリーピースを着こなした理事長の長おさ田だは、プログラムを片手に、嬉うれしそうな顔でいそいそと各クラスの様子を見て回る。

　各教室では軽食やゲームなどの普ふ通つうの屋台に混じって、除じよ霊れい相談があったり前世占うらないがあったり、本人とその守しゆ護ご霊れいとの対面コーナーがあったり。

「各クラス、なかなかに特色豊かですね。うんうん、さすがは煌陵うちの生徒たち」

　長田は満足そうに頷うなずく。

　楽しい雰ふん囲い気きに当てられて昼日中から姿を現す小さな妖も多いが、それは一番慣れている三年ＡクラスがＪジヨーカークラスと交代で目を光らせている。

　講堂の近くに来たところで、講堂全体の警備の担当になっているＳクラスの生徒が直立不動の体勢で佇たたずんでいるのが見えた。

　制服をびしりと着こなし、連れん絡らく用トランシーバーのワイヤレスヘッドセットを装着している。

「おや、あれは」

　一年生は裏庭や出入り口の所持品チェック程度の比ひ較かく的てき危険度の低い作業に回されるのだが、剣はその腕うでを見込まれて講堂警備に抜ばつ擢てきされたという経緯いきさつを持つ。そのことは当然理事長である長田も報告を受けているし、実際にＯＫを出したのも彼だ。

　講堂警備は、言うなれば警備の花形部署だ。

　こっそりと足音を消し、剣の視界に入らない死角を選んでそっと近づく。

　剣は背後で手を組み、まっすぐに背筋を伸のばして直立している。

　あと数歩の距きよ離りというところまで理事長が忍しのび寄ったところで、それまで何ら気づいていないようなそぶりをしていた剣が微び動どうだにせず静かに声をかけた。

「お疲つかれさまです、理事長」

「あれれ。気づいていたんですか？」

「はい。あそこの角でいきなり不ふ審しんな態度で隠れられたので、何をするつもりなのかと見ていました」

　剣は丁てい重ちように答えはするが、すべての視界から目を離さないし意識も散らさない。Ｓクラスに所属している生徒は皆みな、得意とする武術と更さらに警備の特訓を日々怠おこたらない。

　実際にこの学園の警備を受け持つことで、学べることは大きい。

　長田はこほん、とわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「何だ。ばれていたなんてつまらない」

　とはいえ、理事長としては剣の優ゆう秀しゆうさが嬉しい。

　プログラムを広げると、講堂の中では一年Ａクラスによる芝しば居いがちょうど始まる頃ころ合あいだった。
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　幕が開く直前、日菜はジュリエットの扮ふん装そうのまま、講堂舞ぶ台たいの袖そででちらちらと外の様子を気にしていた。

「風雅さんは……？　間に合わないんですか？」

　袖の暗がりの中にひっそりと隠れるようにして立っている李氷に問いかける。

　李氷もそこはかとなく不安げな表情をしているから、なおさら日菜は心配だった。

「まさか、何かあったんですか……!?　私が破は邪じやの能力を使いこなせていないから、風雅さんが怒おこられているとか」

「いえ、そのようなことは」

　李氷が首を横に振る。切り揃そろえた髪かみも同時に肩かたの上で揺ゆれる。

　日ひ頃ごろ冷静沈ちん着ちやくな李氷がこうも取り乱しているのは珍めずらしい。

　日菜の不安は募つのるばかりだ。

「ひょっとしたら、上演中にお戻りになるかもしれません。日菜さまは落ち着いてどうぞ舞台へ。公演は明日もありますから、もしかしたらお帰りは明日なのかもしれません。俺からも連絡を取ってみますから」

　それでは、と言い置いて、李氷が深々と頭を下げる。

「俺も仕事が残っていますのでこれで失礼致いたしますが、頑張ってください」

「あ、李氷さん……！　まだ聞きたいことが」

　そのまま、李氷は暗がりに溶とけるようにして姿を消してしまう。

　寮祭は二日間あり、明日も芝居を上演するが、できることなら初はつ舞ぶ台たいを見てほしい、というのが日菜の本音だ。

　講堂のスケジュールを担当している三年生のタイムキーパーは、修正の赤が入りまくったタイムスケジュール表を片手に、完全に寝ね不ぶ足そくの顔でインカムに指示を飛ばしている。

　暗がりから消えてしまった李氷や、彼と立ち話をしていた日菜のことには全然気がついていないらしい。

「予定より五分半押し、これ以上は時間を取れないぞ。今まで全部のクラスがこっちの段取り狂くるわせているんだ。そろそろ帳ちよう尻じりを合わさせろ」

　彼に限らず、煌陵の生徒で寝不足でない者などいないだろう。

　Ａクラスの大道具を担当する生徒たちは昨日など徹てつ夜や作業で舞台装置の仕上げを完成させたし、日菜たちキャストは何度も何度も台詞せりふのチェックに勤いそしんでいた。

　衣い裳しよう担当係は直前まで裾すそ上あげだ飾かざりつけだとミシンに向かいっぱなしだったし、教師たちはその監かん督とく責任があるから、生徒主しゆ催さいだと言ってもそうそう無関心ではいられない。

　寮祭をのんびりと見物できるのは、当日招待された部外者だけだ。

「一年Ａクラス、搬はん入にゆう終わりました！」

「よし、開演ブザーを鳴らせ！　最終チェック確かく認にん後、一分後に開演する！　客席案内係、ドアを閉めて消灯！　持ち時間以内に責任をもってきっちり終わらせるように。一番タイムオーバーしたクラスはペナルティで後日講堂掃そう除じだからな」

　これまで険しく尖とがっていたタイムキーパーの声が、不意にやわらかくなる。

「一年坊ぼう主ずは、これが高等部のイベントデビューだな。健けん闘とうを祈いのる。しっかりやれよ」

　幕開けを知らせるブザーが鳴る。

　ざわざわとした熱っぽい騒そう動どうに、いよいよ本番だ、と日菜は大きく息を吸いこんだ。

　朝からずっと緊きん張ちようしっぱなしなのだが、そろそろ腹をくくらないとこれまでの稽けい古こが無む駄だになってしまう。

　人前で芝居をするなどほぼ初めての上に、煌陵の寮祭は何から何まで本格的だ。生徒たちの気質的に、妥だ協きようというものを知らないらしい。

　やるときはとことんやる。

　日菜も、毎日眠ねむる間も惜おしんで練習を積み重ねてきた。クラス全員で頑がん張ばってきたのだ。ここで失敗して足を引っ張りたくないし、いざ本番だと思うと不思議と気力が満ちてきたような気がする。

　背後から、ぽんと肩を軽く叩たたかれた。

　一いつ瞬しゆんだけ風雅かと期待しかけ、すぐに思い直す。

　ふわりと香こう水すいの香かおりが漂ただよってくる。風雅はこんな甘い香りは纏まとわないし、似合わない。

　──風雅さんの匂においはもっと暖かくて……お日様の匂いに似ているもの。

「由樫さん」

　そこには、一分の隙すきもないロミオの扮装に身を固めた由樫が立っていた。

　いつもより由樫の目線が高い。本人曰いわく『反則技わざ』のブーツを履はいているせいだ。

　ぱっと見では女の子だとわからないくらい、由樫の扮装は完かん璧ぺきだ。

「いやですわ、もうロミオと呼んでくださらなくては」

　日菜と由樫だけ、最初のシーンの出番がない。

　幕開き直前、まだ常夜灯しかついていない舞台を見つめたまま、由樫がほのかに笑う。

「舞台の上では、ロミオのことだけ見ていてくださらないと。嫉しつ妬としてしまいますわよ、ジュリエット」

「キャスト、全員揃っているな!?　立ち位置につけー！」

「裏方、オールオッケーです！　照明音おん響きよう問題なし！」

「よおし、あとは野となれ山となれだ！」

「行くぞＡクラス！　楽しむぞー！」

　二度目の開演ブザーが鳴り、緞どん帳ちようがするすると上がっていく。客席に風雅の姿は見えなかったけれど。

　──今は、他ほかのことはすべて忘れてお芝居に集中する。

　き、と唇くちびるを引き結んだ日菜の表情に、満足そうな笑えみを浮うかべて由樫が手を差し伸べる。

「さあ、いざ争いと憎にくしみの町、舞台ヴエローナへ参りましょう。私の愛いとしいジュリエット」










　──どこのどいつだか知らないけれど、こんな術を使うなんて何者よ。最っ低！

　苛いら々いらとしながら、美々しく装よそおうのが好きな宝玉の付つく喪も神がみは整った爪つめの先を嚙かむ。

　普ふ段だん美しく結ゆい上げてある髪も乱れて散々な有り様になっていたが、今いま更さら整えようという気持ちは更さら々さらなかった。

　ゆらゆらとゆらめく水の檻おりの中。

　手纏が男神にもかかわらず女めいた出いで立ちをしたり、言こと葉ば遣づかいが女性っぽくなったのは、ひとえにその経歴のせいだ。

　美しい腕うで輪わを好んで身に飾るのは、圧あつ倒とう的に女性が多かった。

　代価を支し払はらって手纏を買い取るのは男性が多かったが、妻や恋こい人びとを喜ばせるための贈おくり物として、手纏はいつの時代も女性の華きや奢しやな手首を彩いろどってきた。

　美しくこまやかな細工の腕輪が百年の時を越こえて大切に大切にされて、そして手纏は付喪神となったのだ。

　その付喪神の手纏をいきなり本体から引き離はなして閉じ込めるなど、生半な妖あやかしにできる技ではない。

　相当の実力の持ち主が犯人か、それかかなりの有力者が黒幕にいるとしか思えなかった。

「とにかく、こんな術を使うやつは絶対に性格が歪ゆがんだひねくれ者だわね。やり口が気に入らないったらありゃしない」

　手纏が閉じ込められているのは、水の闇やみだ。

　どこに継つぎ目があるのかわからない、どこに出口があるのかもわからない水の凝こごり。

　すべてをぼやかして曖あい昧まいにして、匂いも声も打ち消して手纏の居所を隠かくす。

　できる限りの抵てい抗こうをし尽つくして、手纏はそれでも諦あきらめずにあれこれと策を練り続ける。同時に口もよく動く。

　ひとりで閉じこめられて黙だまっていると、思考がろくなことにならない。

　一種の心理戦でもある。

「あたしの本体から意識だけ剝はぎ取って封ふうじ込めるとか、陰いん険けんにも程ほどがあるわよ。やるなら正面切って向かってきなさいっての」

　水の中。

　手纏の動きはすべて、緩ゆるやかな抵抗が奪うばい取って無力化する。

　付喪神は長生きしている分知識が豊富だが、妖よう力りよく自体はそう強くはない。魂たましいを宿す本ほん性しようにもよるが、少なくとも手纏はそうだ。宝玉という本性は美しさを愛めでられ、持ち主を護まもるモノだ。妖力は大して強くない。

「まったく、いきなり攫さらったかと思えばこんな訳のわからない趣しゆ味みの悪い場所に閉じ込めやがって腹立つわねこん畜ちく生しよう」

　腹はら立だち紛まぎれに、目の前にある分厚い硝子ガラスの壁かべらしき物を蹴けり飛ばす。

　ひらひらとした薄うす絹ぎぬを重ねた裾が乱れたが、どうせ誰だれにも見えないだろうし、気にしない。

「……手……纏…………の！」

　硝子越ごしの水の彼方かなたからかすかに聞こえてくる声に、手纏はにやりと口紅を刷はいた唇を笑ませた。

「ようやくお迎むかえが来たようだわね」
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　わあわあと健闘を讃たたえる歓かん声せいと指笛と、拍はく手しゆの音が講堂の外にまで聞こえてくる。

　一年Ａクラスの演だし物は、大だい盛せい況きようのうちに初日の幕を下ろした。

「お疲つかれさん。これ、差し入れ」

「剣！」

　まだ興奮が残っているのか、頰ほおを紅潮させ、瞳ひとみをきらきらさせている日菜が、剣の姿を見つけて駆かけ寄る。

　ペットボトルの清せい涼りよう飲料水を渡わたされ、すなおに受け取る。

「嬉うれしい、喉のど渇かわいてたの。でも剣、どうしてここに？　今日は警備担当なんでしょ？」

　講堂の舞ぶ台たいの裏手は、生徒たちでごった返している。どの学年も、Ａは芝しば居いを上演するのが恒こう例れいだ。

　二年Ａクラスが午前中に寮りよう祭さいの幕開けとなる芝居を上演し、日菜たち一年は午後の一番目の比ひ較かく的てき余よ裕ゆうのある時間帯。

　三年が大トリの夜間上演の権限を持っているが、その間の時間帯に他のクラスや有志たちの芝居やコンサート、ディスカッションを組み込んでいるので、講堂は丸一日分刻みのスケジュールで動いている。

「休きゆう憩けい時間で交代したんだよ。ずっと神経を張っていると集中力も途と切ぎれがちになるから」

「そっか。大変だね。お疲れさま」

「日菜もお疲れ。評判良かったぞ」

「本当に!?」

　幕が下りたばかりだから、日菜はまだジュリエットの扮ふん装そうだ。

　髪かみは下ろして幅はば広ひろのレースのリボンを巻き、パフスリーブにゆったりとしたＡラインの白いドレスを着て、ウエスト部分の赤いサテンリボンが細い腰こしを強調していた。

「日菜がジュリエットで、ロミオは立川だったっけ？」

「そう。由樫さんすごいの。今も、ツーショットを撮とってほしいって他のクラスの女子たちが来てて撮さつ影えい大会しているわ。本当なら、すぐに舞ぶ台たい袖そでから撤てつ収しゆうしないといけないんだけど」

　確かに、舞台袖の少し奥まったところで、女子たちが黄色い声を上げている。

　その輪の中心にいる人ひと影かげを見て、剣は納なつ得とくした。

「確かにあれは、騒さわがれるだろうな」

　作り物めいた男装ではなく、あくまで自然に見えるように、由樫は細心の注意を払はらってロミオ役に挑いどんだらしかった。

　はにかんだような表情が可愛かわいらしい、爽さわやかなロミオがそこにいた。すらりとしていて夢々しい、いかにも女子が好みそうな風ふう貌ぼうだ。

　あれでは女子たちが放ほうっておかないだろう。

「ブーツも特注品でね、ヒールが高いから由樫さん、すごく背が高く見えるでしょ。髪もわざとナチュラルにして、メイクも男っぽくみえるように、一いつ緒しよに色々研究したの。すっごく楽しかった！」

　それは良かったな、と剣は日菜の頭をぽんぽん、と撫なでる。

「日菜はもうやることないのか？」

　舞台から綺き麗れいに撤収するまでがＡクラスの務めだ。

「うん。女子ふたりは作業免めん除じよなの。メインキャストが怪け我がでもしたらまずいから、って」

「それなら邪じや魔まにならない場所に移動しよう」

　剣が日菜を連れて出て行ったあと、和わ気き藹あい々あいとした女子たちにタイムキーパーが申し訳なさそうに声をかけた。

「お嬢じようさん方、悪いんだけどそういうことは外でやってくれる？　撤収作業の邪魔になるんでね」

　はっと気がついた女子たちが、はーい、と行ぎよう儀ぎ良よく声を揃そろえた。










　舞台袖から直結している搬はん入にゆう口を経由して外に出る。

　Ａクラスの撤収が終わり、次のクラスの搬入が始まっているが、講堂の中よりは人通りが少ない。

　歩いて少し講堂から離れれば、静かに話をすることができる。

「結構おもしろかったね、ロミジュリ！」

「ロミオが格好良かった！　あれ、立川さんだよね？」

　Ｃクローバークラスの女子生徒たちが華はなやかに交かわす会話が聞こえて、剣は嬉しいような残念なような、不思議な気分を味わっていた。

　日菜の芝居を観みたかったのか観たくなかったのかと言われると、実のところ、どちらとも言えない。

　日菜が一いつ生しよう懸けん命めい芝しば居いをする様子は微笑ほほえましいだろうし、可愛らしいのでじっくりと眺ながめていたい気持ちはもちろんあるが、ロミオとジュリエットと言えば恋れん愛あいものだ。ロミオといえば男だ。

　──日菜が他ほかの男といちゃいちゃしているところは観たくないし。

　ロミオ役が由樫で良かったという気持ちが半分、ただでさえ仲の良いらしい由樫に日菜を独どく占せんされて、おもしろくない気持ちが半分。

　剣としては、何とも複雑な心境である。

「……俺、今、すごく心こころ狭せまいな……」

　剣とは歩ほ幅はばが違ちがうので、小走りに駆け寄った日菜が訊たずねる。

「え？　なあに？　何か言った？」

　ただでさえ脚あしの長さが不公平な上に、今は裾すそが絡からみつくドレスなので歩きづらい。

　綺麗な純白の上に、明日も着る衣い裳しようだ。

　泥どろや土で汚よごすわけにはいかないので、裾を軽く手に搦からめ捕とって歩いている。

「いや別に。それより日菜、少し一緒に校内を回らないか？　このあと予定ある？」

　講堂は一日に一度しか使用できない。

「夜にクラス皆みんなで記念撮影をするから、まだこの格好のままでいなくちゃいけないんだけど」

　明日にあと一回公演があるので、反省会も今日のうちに済ませておかなくてはならない。

　──それに私、風雅さんを捜さがしに行きたいし。

「じゃあ、それまでの間だな。行こう。俺の休憩もあと一時間で終わりだから」

　剣にやや強ごう引いんに手首を摑つかまれ、日菜はびっくりして瞬まばたきした。

「え、ちょっと待って、この格好のままで回るの？」

「寮祭だ。誰だれも気にしないよ」

　確かに校舎内には、お化け屋や敷しきのお化けに扮ふんした生徒がその拵こしらえのままで出歩いていたりする。乗りに乗って施ほどこした特とく殊しゆメイクは簡単には落とせない。

「そう言えば二年生のお化け屋敷、ハリウッドのメイクアップアーティストのところにわざわざ修しゆ業ぎようしに行ったらしい」

「噓うそ、本当に!?　すごい本格的！……由樫さんが気合い入れるはずだわ。納得した」

　お化け屋敷を見物してきたらしい座ざ敷しき童わらしたちが、お化けの真似まね事ごとをしながら日菜たちの目の前を通り過ぎていく。可愛らしくて滑こつ稽けいで、日菜は思わず吹ふき出してしまった。

「剣、今の見た？　可愛いね」

「何がだ？」

　剣が軽く目を瞠みはる。

　途と端たんに日菜は、冷水を浴びせられたように現実に引き戻もどされた。

　──ここのところ寮祭の準備で忙いそがしくて、忘れた振ふりをしていたけれど。

　日菜は妖あやかしだ。

　──剣は人間だもの。霊れい感かんもない普ふ通つうの人間に、妖が見えるわけがない。

　じりりとあとずさる。

「日菜？　どうした？」

「何でもない……私、ちょっと用事があるから行くね」

　ぱっと身を翻ひるがえしかけた日菜の腕うでを、剣が摑み取った。

「日菜！」

「……剣？」

　日菜が驚おどろいて振り返る。

　剣はまっすぐに日菜を見つめ、きっぱりと言葉を紡つむいだ。

「お前が好きだ」










「どこほっつき歩いていたのよ、来るのが遅おそい！」

　開口一番そう怒ど鳴なりつけられ、李氷はすなおに謝罪する。

「すみません。俺もまだまだ力量不足のようです。戻ったら、さっそく精しよう進じんのため荒あら行ぎようを組みます」

「そういうこと言っているんじゃないの！　ただの八つ当たりにいちいち頭下げるんじゃないわよ、男気が下がるわよ！」

　手纏が喋しやべるたびに水すい泡ほうが生まれる。

　水の中にいるので髪が舞まい散り、手纏の神秘的な美しさをより際きわ立だたせていた。

　麗うるわしい眺めには違いなかったが、当の本人の機き嫌げんはすこぶる麗しくない。

「それは失礼を」

　致いたしました、と頭を下げかけて、すんでのところで思い留とどまる。

　透とう明めいな水柱──というのが一番的確だろうか。

　手纏はそこに封ふうじられ、すべての術を使うことも封じられているらしかった。道理で助けも呼べず、日菜のもとにも戻れなかったわけだ、と李氷は得心する。

「こっちは水族館の見み世せ物ものみたいにされて気が立っているのよ。ろくな見物客がいないから、気取ってもおかしなものだし。早く出して！」

「手っ取り早くいきたいので、少々手て荒あらに参りますよ」

　あからさまに妖よう力りよくを行使すれば手纏を封じ込めた術者にわかってしまうだろうが、今は時間がない。複雑に編まれた編み目をちまちまと解いている余よ裕ゆうはないので、力をぶつけて壊こわす。

　当然溢あふれ出てくるべき水はたちどころにどこかに消え去り、硝子ガラスのかけらひとつ残らない。

　飛び出して来た手纏が、ようやくのことで身体からだを伸のばした。

　身体のどこも濡ぬれていない。

　水も柱もすべて本物ではなく、まやかしだったのだから。

　妖力の弱い手纏にはそれに太刀たち打うちできなかったのだ。

「あー、せいせいした。窒ちつ息そくする心配はないってわかっていたけど、いつ出られるかもわからないし、やっぱり狭せまいのよね。圧あつ迫ぱく感かんがありすぎて精神衛生上悪かったわよ。助けを待つだけって、結構しんどいわ」

「でしょうね。趣しゆ味みの悪い術がかけられていたようです」

　手纏のかけられていた封ふう印いんを叩たたき壊した李氷が、顔をしかめる。

　壊すことは壊せたが、痛みはそのまま李氷に跳はね返るように術をかけてあったらしい。

「生きていくのに最低限の術しか使えないように微び調ちよう整せいされていたのよ、まったくむかつく！」

　激げき怒どしていても宝玉の付つく喪も神がみは滲にじみ出る色いろ香かを湛たたえている。

　不ふ機き嫌げん最高潮の手纏が、驚いたように瞠どう目もくした。

「……ちょっと李氷、怪け我がしてるじゃないの！」

「術を破る者に妖力が跳ね返るように仕し掛かけがしてあったようです。たいしたことはありません」

　飛び散った硝子のかけらが掠かすったかのように、李氷の顔のあちこちには細かな傷が走っている。平然としているが、傷ついたその箇か所しよから毒が入り込むよう作り込んであったようで、肌はだがみるみるうちにどす黒く染まっていく。

「たいしたことあるわよ！　ちょっとこっち来て、毒を吸い出してあげるから」

「いいえ、それには及およびません」

　李氷は己おのれに向かってぱちりと指を鳴らす。

　しゅう、と空気が蒸発するような音がして、一いつ瞬しゆんにして李氷の体内が浄じよう化かされる。

「……結構強いのね。さすが風雅の腹心といったところだわ」

　手纏が婀あ娜だっぽい眼まな差ざしを向けて微笑む。

「手纏どのもお怪我がないようでしたら参りましょう。悠ゆう長ちようにしている時間はありません」

「そのようね。あたしも、あたしをこんな目に遭あわせてくれたお礼をするのが先だわ」

　悪あく趣しゆ味みで壮そう大だいな妖力を持つ相手の心当たりなど、李氷も手纏もひとりしかいない。

　顔を見合わせ。

「とりあえず、続きは日菜さまのもとに戻ってからにしましょう」

　目で頷うなずきを交かわす。

「異論はないわ」

　まあ、先に少しお礼をしておこうかしらね。

　手纏がそう言って、李氷に向かってけざやかに微笑ほほえむ。

　宝玉の美しさに魅み入いられない存在はそうはいない。宝玉は、見る者を魅み了りようするだけの力を持っているのだから。

「助けに来てくれてありがとう。なかなか格好良くて、すてきだったわよ？」
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　まっすぐに向けられた力強い眼差しに、日菜はゆっくりと瞬まばたきを繰くり返した。

「…………え？」

　日ひ陰かげにいるせいか一いち陣じんの風が吹き抜ぬけて、舞ぶ台たいのあとで火ほ照てっていた身体を一気に吹き冷さましていく。

　うららかな昼下がりだというのに、この周辺にだけ異質な空気が溢れている。ぎくしゃくとぎこちなくて真しん剣けんで、砂の城よりも脆もろく密度が濃こい。

　一瞬、息をすることさえ忘れる。

　髪かみ飾かざりのリボンが解ほどけて飛んでいったことさえ、日菜は気づかなかった。

　それくらい、身体も心も驚きに支配されてしまっていた。

　伸ばされた長い腕が、日菜の身体をしっかりと抱だき締しめる。大人の男と言っても差し支つかえないほど厚い胸むな板いたに、日菜は軽く混乱する。

　おさななじみの青年は、いつからこんなにも変へん貌ぼうを遂とげていたのだろう。

　もう日菜の知っている少年ではない。青さは残るものの、剣はれっきとした男だ。

　でも違ちがう。

　これは、日菜が知っている腕ではない。

「日菜のことが好きだ。煌陵で再会したときから、ずっと言おうと思ってた」

「剣……？　で……も、私は」

　剣の腕から逃にげ出そうともがくのだが、剣はびくともしない。むしろ日菜が身み動じろぎするたびに剣の腕に力がこもり、ともすると、骨が折れてしまいそうなほど。

　このまま、剣の胸の中に取り込まれて閉じ込められてしまいそうな錯さつ覚かくさえ覚える。

　その力の差が怖こわかった。

　身をよじり、声を上げる。

「……放して」

　剣が畳たたみかける。

　平静を装よそおってはいても、剣にも余裕はない。

「俺のことが嫌きらいか、日菜」

「違う、そうじゃない、そうじゃないけど……！」

　息ができなくなりそうなほどのきつい抱ほう擁ように、日菜はもう耐たえきれない。

　泣き出す寸前の子供のような声を振ふり絞しぼると、日菜の苦痛に気づいたのか、剣は少しだけ力を緩めてくれた。
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　痛みのせいで、日菜の形の良い額にはうっすらと汗あせが滲んでいる。

「剣……黙だまっていたけど、私、実は……」

　剣の顔をまともに見ることができず、うつむいたまま言い淀よどむ。

　妖あやかしになってしまったと言っても信じてもらえるだろうか。いい加減なことを言って誤ご魔ま化かそうとしているのだと誤解させ、余計に剣を傷つけてしまいはしないだろうか。

「私……」

「妖だっていうことなら知っている」

　言葉の続きを剣に引き取られて、今度こそ日菜は心臓が止まるかと思うくらい驚おどろいた。脈動がひときわ強く、痛いほど跳ね上がるのを感じる。

　ただでさえ血の気が引いていた顔色が、瞬しゆん時じに紙よりも白くなった。

「何で……何でっ!?」

「日菜の中に妖の血が流れていることと……妖の中でも特とく殊しゆな血筋だっていうことは、多分日菜より先に知っていた。香子さんが教えてくれたから」

「おばあさまが……？」

「日菜を頼たのむって。そう言っていた。だから俺は」

　日菜を護まもる力を得るために、煌陵学園に入った。

　その言葉を、剣は胸の中に包み込んだ。これは日菜に教えるつもりはない。

　剣の人生を左右することになったと──そういう風に日菜が気に病やむと、剣もつらい。

　──俺が好きで選んだことだ。誰だれにも後こう悔かいなんかさせない。

　日菜にも、そしてもちろん自分自身にも。

「日菜を護るって決めたんだ」

　剣が、日菜の鎖さ骨こつが露あらわになっている肩かた口ぐちに顔を埋うずめるようにして大きな息を吐はく。

　そのときに、日菜は気づいた。

　──剣の身体からだ……震ふるえてる……。

　心の奥底を率そつ直ちよくに打ち明けるのは、どんな人間だって勇気のいることだ。

　心を鎧よろうものを捨て去り、一番やわらかく優やさしい場所を開放するということは、同時にとても脆く無防備になるということだ。

　そのことをわかっていて、なおも剣は日菜に心の裡うちをさらけ出した。そんな剣のことを、日菜はまっすぐに見つめ返すことができない。

　やましくて、後ろめたい。

　好意に応こたえられないことが、ひどく心苦しい。

　──でも、噓うそはつけない。剣に噓はつきたくない。

　剣の率直な告白に驚きはしたけれど、先ほど日菜が咄とつ嗟さに脳のう裏りに思い浮うかべたのは違う青年の面おも影かげだった。

「剣……ごめんなさい」

　剣の身体が、一瞬だけ大きく強こわ張ばった。

「日菜」

　剣の胸に手をあて、身体を引き離す。

　ふたりの間に空気が入って、その空気がやたらと寒々しいことが悲しい。けれど、見て見ぬ振りを通せるものではない。

　真しん摯しに日菜に向かい合ってくれた剣に対して、精せい一いつ杯ぱいの言葉と態度で応えるのが今の日菜にできる唯ゆい一いつのことだ。

　噓や誤魔化しではなく、真実には真実で応える。

　──そうでないと、剣に対して失礼だわ。

　だから言葉を探す。

「剣のことは私も好き。優しいし頼たよりになるし、妖だって知っていても黙ってくれてたことも、すごく嬉うれしい。……でも」

　曖あい昧まいな態度で誤魔化してしまうほうが、きっと日菜にとっては楽なのかもしれないが、それでは剣が区切りをつけることができない。

　自うぬ惚ぼれかもしれない。間ま違ちがっているかもしれない。

　けれど日菜は、今できる一番良い方法を模も索さくする。

「剣をそういう目で見たことはなかったから……」

　だから、剣を恋れん愛あい対象として見ることはできない。そのためのスペースには、違う面影がどっかりと腰こしを下ろして居座ってしまっている気がする。

　日菜は懸けん命めいに言葉を継ついだ。

「でも私、剣のこと、すごく好きだよ。兄弟がいたらこんな感じかなって、いっつも思っていたもの。だから傷ついてほしくないの」

　自分でも無理を言っているのはわかる。

　日菜の目が熱い涙なみだで潤うるむが、唇くちびるを引き結んで涙ごと吞のみ込む。

　今泣いていいのは、日菜ではない。

　剣のほうが、きっと、ずっとつらい。

　喉のど奥が引き攣つれて、もうこれ以上声が出ないという限界まで踏ふん張る。

「無理なこと言っているのは、わかっているけど」

「……本当に、無む茶ちや苦く茶ちやだよ。日菜は」

　それまで黙って日菜の言葉を聞いていた剣が優しい苦く笑しようを滲にじませて、日菜の頰ほおに片手をあてがった。

　やわらかな頰をそっと撫なでる。いつもはやわやわとやわらかい頰なのに、今は歯を食い縛しばっているせいで少し感かん触しよくが硬かたい。

「俺のほうこそ、驚かせてごめん」

　驚かせたことには胸が痛んだが、悔くやんではいない。

　雨が上がって雲の切れ目から太陽が顔を覗のぞかせたかのような、そんなさっぱりとした清すが々すがしさで剣は微笑わらう。

　嫌われてはいないとわかった上に、兄弟のように近しい存在だと思っていると言われたのだ。今はそれで充じゆう分ぶんだった。

　幼いころから、日菜はどこかふわふわと頼りなく、捕とらえどころがない少女だった。

　そばにいるのに、手を伸のばすとするりと身を翻ひるがえして飛び去ってしまいそうな、そんな一いち抹まつの不安が剣の脳裏には常にあった。

　剣にとって日菜は蝶ちようだった。

　捕つかまえてはいけない、閉じ込めてはいけない、脆もろい翅はねの夢の蝶。

　蝶は、翅をもがれたら生きていくことはできない。

　剣は再度細い身体を抱だき寄せ、これだけはと思ったことを囁ささやきかける。

「だが、俺はいつでも日菜の味方だ。それだけは忘れないでくれ」

　ありがとう、と。

　小さく答えた日菜の声は、涙で震えていた。
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「やや、こっちの結界も破は壊かいしよったわ！」

　雷らい鳴めいが鳴り響ひびき、一帯が阿あ鼻び叫きよう喚かんと化す。

　普ふ段だんは飄ひよう々ひようと余よ暇かを謳おう歌かしている長老たちの顔に焦あせりが滲み出る。長老たちの張り巡めぐらせた九重重ねの結界を木っ端微塵に砕くだき、風雅は静かに距きよ離りを詰つめてくる。

　長老たちもあれこれと手を尽つくしてはみるのだが、風雅に圧あつ倒とうされている時点で負けがこんでいるのは誰の目にもあきらかだ。

「こっちもだ！……うぬ、もう若いころのようには行かんな。あちこちにガタが来よるわ」

「のんきなことを言っておる場合か！　儂わしももう保もたんぞ！」

「ひい、恐おそろしや……！」

　ばりっ。

　長老たちを護るように取り囲む最後の結界に、ひときわ大きなひびが入る。

　鬼き気き迫せまる表情で一歩一歩、風雅は長老たちに歩み寄る。長老たちからの攻こう撃げきはもはや風雅に掠かすりもしない。

　妖よう力りよくの問題ではなく、気き迫はくの問題だと言っていいだろう。

　妖力だけなら長老たちも充分備わっているし、断じて脆ぜい弱じやくといった言葉が似合うような面々ではない。

　酸すいも甘いも嚙かみ分けた、妖あやかし世界を牛ぎゆう耳じる訳知りたちである。

　けれど半分退たい屈くつしのぎに出張ってきたような長老たちと、日菜の守護役を自負する風雅とでは意識に雲うん泥でいの差がある。それを長老たちは埋うめることができない。

「妖よう狐こ一族の長おさを呼べ、自らの次代を鎮しずめるのじゃ！　気品ある妖狐のくせに何という荒あらっぽさ。当代どのに諫いさめてもらわねば」

「無理だ。妖狐の長は今、休息の眠ねむりに入っておられる。風雅が実質の長だ」

「何と！　妖狐の長は一族をこのような若造に任せているというのか!?」

　何百年という寿じゆ命みようを持つ風雅も、ただでさえ長命の狐こ狸り妖よう怪かいたちにかかっては若造扱あつかいだ。

　風雅は長老たちの狼ろう狽ばい振ぶりなど気にも留めず、静かに言い捨てる。

　激げき怒どするよりその怒いかりは深く底知れない。

「──あなた方は妖世界を束ねる長老だ。俺はあなた方に対して常に敬意を払はらってきたつもりだ。だが、あなた方は俺を怒おこらせた」

　妖狐である風雅は並の妖よりもはるかに気位が高く、見くびられることに我が慢まんできない。

「よくもあれのことも俺のこともそこまで見くびってくれたものだな。たかが因習に惑まどわされて横よこ槍やりを入れてくるなど、到とう底てい承服できん……！」

　ゆっくりと、狂きよう気きさえ孕はらんだ双そう眸ぼうで十三長老を威い嚇かくする。

「……守護役の資格を剝奪するだと？　俺以外に、あいつの面めん倒どうを見られる男がいるものか」

　風雅には強きよう烈れつな自負がある。

　日菜を護りきることができるのは、妖世界広しといえども自分だけだ。

「あいつが俺を選んだんじゃない。俺があいつを選んだんだ……！」

　風雅が長老たちの囲いを突とつ破ぱしようとする。

　それを、どこからか飛んできた鎖くさりが阻はばんだ。

「う……!?」

　足首に絡からみつく細い鎖が、風雅の動きを戒いましめる。

　丹たん念ねんに、入念に術が施ほどこされた鎖だ。

「悪いな」

　鎖の先を腕うでに巻きつけ、その場に飛びこんで来た螺鈿が言葉とは裏腹に飄々と言う。

「あんたにこれ以上暴れられると、磁場が狂くるっちまう」

「でかした螺鈿、ようやった！」

「こんな乱暴者は座ざ敷しき牢ろうなど使ってやる必要はない、どこかに繫つないでおけ！」

　天てん狗ぐ一族の長老に居い丈たけ高だかに命じられ、螺鈿は目の端はしにいやな皺しわを刻む。天狗の長だけではない。十三長老たちの間に漂ただよう退たい廃はい的な、倦うんだ空気を感じ取る。

　終わりというものは、こうして少しずつやってくるものなのかもしれない、とふと思う。

　唐とう突とつに訪おとずれるようでいて、やはり少し予兆が表れているものなのだ。終わりの予感。

　それでも今はまだ配下の身分なので、こう答えるしかない。

「……御ぎよ意いに」










　その夜。

　日菜は悪夢に魘うなされていた。

「風雅さん、お帰りなさい！」

　帰ってきた風雅に再会を喜んで日菜が手を伸ばすと、物も言わずに風雅は日菜を抱き留める。その腕が何故なぜか、とても冷たい。

　──お前のせいだ。

　日菜が驚おどろいて顔を上げると、風雅だと思っていたはずの青年はいつのまにか骸がい骨こつと化していた。剝むき出しの骨が痛々しくもおどろおどろしい。

　骸骨が、嗄しわがれた不快な声を発してがくりと揺ゆれる。蠢うごめく骸むくろの不自然さで。

　──……お前が早く破は邪じやとして覚かく醒せいしないせいで、俺はこんな目に。

　無む惨ざんな骨しかない指先が、日菜の首を絞しめるべく伸ばされる。

「──きゃああっ！」

　風雅の屋や敷しきに貸し与あたえられた部屋の中。

　日菜は悲鳴をあげて飛び起きた。

　怯おびえたようなしぐさで辺りを見回す。隣となりの部屋は風雅の部屋で、戻もどってくれば物音でわかるはずだった。

　最初の夜以降、風雅は気配や物音を隠かくさないように気を配ってくれている。

「風雅さん、まだ帰ってきてない……」

　風雅の匂においも、気配もしない。風雅はまだ帰ってきていない。

「…………」

　どくどくと飛び跳はねる心臓を抑おさえるように胸の上を手で押さえ、日菜は無言のまま布ふ団とんの中に潜もぐりこんだ。

　風雅の不在、破邪の能力の未完成さ。

　襲おそいかかる不安と日菜が必死に闘たたかっていることを、誰だれも知らない。







　【４】







　唐突な感覚で、はっきりとした確証など持てなかったけれど。

「……！」

　日菜が泣いているような気がして、風雅はただでさえくっきりと刻まれていた眉み間けんの皺を深めた。

　胸むな騒さわぎの類たぐいではないから、日菜にとりあえず危機が迫せまっているわけではないだろう。それだけはわかる。

　けれど、胸に差し込む落ち着かなさは風雅を不安にさせる。

「……日菜…………？」

　そっと名前を口に乗せる。

　やわらかくて優やさしい響ひびきの名前だ。本人によく合っている。

　暖かな日ひ溜だまりの中で咲さく、小さな可か憐れんな花を連想させる名前。

「少し頼たよりなさそうなところまで……名は体を表すとはよく言ったものだ」

　言葉の響きだけなら雛ひな鳥どりにも似ているから、前に風雅は日菜のことをわざとひよこと呼んでいた。煌陵に来たばかりのころの日菜は、どこまでも子供で己おのれの持つ能力についての自負も自覚も何もなかった。

「考えてみれば、短期間によくあれだけ成長したものだ」

　──あれを泣かせるとは……怒りの種がひとつ増えたな。

　抗あらがいに抗いを重ね、猛たける獣けものそのものの獰どう猛もうさで荒ぶる。

　長老たちの新たに施した十三層の結界には風雅をおとなしくさせるための術が織り込まれているが、そんなものには従わない。

「俺は俺だ」

　誇ほこり高き九きゆう尾びの妖よう狐こは、誰にも膝ひざを折らない。

　日菜のことは護ると決めたが、それは主従関係ではない。あくまで対等な契けい約やくである。

「俺を従わせることができるのは、俺だけだ……！」

　雷らい鳴めいが青年と共鳴するかのように鳴り響き、見み渡わたす限りの一帯が焼け野原と化す。

　怒りに任せて、青年は暴れ続ける。

　わざわざ長老たちが何度も出向いては結界を強化したほど、風雅の怒りようは凄すさまじく、一向に静まる様子を見せない。

　螺鈿はそのさまを眺ながめ下ろし、ひゅうっと口笛を吹ふく。

　見張りの任は、他ほかの若い妖と交代した。十三長老たちはそれぞれ息のかかった若手を数人抱かかえているから人手は不足しない。

　己の才覚で他の若手の妖あやかしより数歩抜ぬきんでている螺鈿は、十三長老の命令でこれから人間界に赴おもむく。

「これはまた、随ずい分ぶんと派手にやっているな」

　風雅に近い位置に立っているように見えるものの、螺鈿は自分のいる次元を風雅の次元とは少しばかりずらしている。だから風雅の攻こう撃げきは通用しない。

　今の螺鈿は、どこかの鏡に映っている残像のようなものに過ぎない。

「……何の用だ。長老の使者」

　風雅が乱れた髪かみの合間からぎろりと視線だけを上げ、螺鈿を睨にらみつけた。

　眼まな差ざしだけで相手を殺せるものなら、とっくに息の根を止めているに違ちがいない。そんな眼差しだった。

　声も地を這はうように低く重い。獣が威い嚇かくするときの唸うなり声によく似ていた。

　螺鈿本人に対して恨うらみはなくとも、長老に与くみしているというだけで疎うとましいのだろう。その気持ちは理解できるので、螺鈿も鷹おう揚ようなものだった。

　今後、恨みを買うこともわかっている──否いな。

　螺鈿にとっては、正面切って喧けん嘩かを売りに来たも同然だ。

「ちょっと挨あい拶さつにな」

「挨拶だと？」

　風雅はもはや取り繕つくろうつもりもないのか、螺鈿に対して殺気を隠さない。

　螺鈿は苦く笑う。

　──若すぎるな。

　冷静に相手を値ね踏ぶみする。

　妖世界を、特に海千山千の大おお妖あやかしたちがいる十三長老の中で育ち台頭するには、深しん謀ぼう遠えん慮りよが必要だ。生まれながらの資質なのか、螺鈿はひょいと荒あら波なみを渡わたりきる要領の良さがある。

　そのためには深い読みと勘かんとが必要だ。

　──十三長老も老いた。そろそろ潮時だ。必ず、変化の時がやってくる。

　そしてそれは、もうそう遠い未来ではないことを螺鈿は敏びん感かんに感じ取っている。

　──十三長老のあとに妖世界を制するのは誰だ。十三長老に与していない長老は山といる。眠ねむり続けている妖も、好機となれば目を覚まして動き出すだろう。

　今がちょうど休息の時にあるのは、螺鈿の知っている限りでは、妖狐の長おさや鬼おにの長。

　──妖狐の次期長も、資質だけなら充じゆう分ぶんあるかもしれないが。

　けれど、少しばかり若すぎるのが気にかかった。

　先を見通す千里眼など螺鈿は持っていない。その分知ち恵えを絞しぼるのが天てん狗ぐのやり方だ。

　──その気になれば妖世界を平定するのも夢ではないのだろうが……まだ若すぎて、己の感情すら支配できていない。自分自身さえ支配できないものが、膨ぼう大だいな量の妖を束ねきれるわけがない。

　時の巡めぐり合わせというものがある。さだめられた運命にある者は、どんなに逃にげてもその運命から逃のがれきることはできない。覇は王おうとなる運命を用意されていない者は、真の覇王となることはできない。

　──そのことを知っているから、十三長老方は何でも思い通りになる権力を手にしながらも、五色の玉座には就つかなかった。

　十三長老たちの知恵と知識と経験を、螺鈿はことこまかに受け継ついでいる。まさに十三長老たちの申し子といってもいいくらいだ。

　けれど、彼は実に妖らしい妖だということを、今のところ誰も知らない。

　忠誠よりも規則よりも興味を惹ひかれたものを選ぶ自由な気質で、気まぐれ。

「貴様に用はない。さっさと去れ」

「そうはいかない。俺には俺の用事がある。まあこれを見ろ」

　螺鈿が羽は団扇うちわの持ち手で空間をとん、と突つく。

　鏡面のようなものが地面に現れ、そこに日菜の姿が映し出される。

「日菜……？」

　風雅も見覚えのあるＡクラスの教室だ。

　寮りよう祭さいも二日目。

　控ひかえ室になっている教室で、由樫と並んでメイクをしているらしかった。

『ロミオとジュリエットのお話を読むたびに思うんです。何とかしてハッピーエンドに出来なかったのかなって』

『まあ、日菜さんたら。でも、悲ひ恋れんだからこそ後世まで残るラブストーリーになったんですわ。それより日菜さん、お芝しば居いがとても上手になりましたわ』

『そうですか？　嬉うれしいです』

『寮祭も今日で終わりです。頑がん張ばりましょうね』

　日菜が元気に過ごしているらしいことを知り、風雅は安あん堵どする。

　何事にも全力で取り組む少女らしく、芝居の腕うでも上達しているようだ。

　そういうところも風雅は好ましい。

　この次元に捕とらえられて以来、李氷たち配下に連れん絡らくを取ることはおろか外の様子を見ることも知ることもできないから気にかかっていたのだ。時間の感覚もすっかり狂ってしまっている。

　──もう寮祭の二日目か。やはり間に合わなかったか。

　晴れ舞ぶ台たいを観みられなかったことを残念に思いつつも、それを顔に出すことはしない。

「日菜がどうかしたのか」

「察しが悪いな。俺がどうしてあんたに破は邪じやの姿を見せに来たのか、ってことさ」

　単刀直入に言われて、風雅はある可能性に思い当たる。

　ばっと視線を向け直すと、鏡に映る日菜は明るく振ふる舞まって、異常はないように見える。

　だとしたら、仕し掛かけるのはこれからだ。

「……何をする気だ。返答如何いかんによっては」

　螺鈿が、にやりと笑って両手を軽く胸の辺りまで掲かかげる。

「別に。ただ、あれだけ無防備に香かおりを晒さらしておいて、守護役がいないとさぞ心細いだろうと思ってな。いつまた妖に襲おそわれるかわからないだろ？　あんたはここから出ることはできないんだし」

「……っ！」

　それだけで、風雅にはすべて理解できた。

　風雅を日菜から引き剝はがし。

　──こいつを新しい守護役に据すえるつもりか。十三長老も大だい胆たんな真似まねをする。

　螺鈿は長老たちの子飼い。螺鈿が守護役になれば、必然的に日菜も──破邪も長老たちの傘さん下かに入ることになる。

　風雅ではそうはならない。

　風雅は、十三長老たちの意を汲くんで動くような殊しゆ勝しようさは持ち合わせていない。その点十三長老たちに育てられた螺鈿は都合が良いはずだった。

　──最初からそれが狙ねらいか。回りくどい真似を……！

　十三長老が風雅をわざわざ妖世界に閉じこめている理由はこのためだったのだ。

　守護役は、代々妖狐が務めてきた。

　だが今、日菜を護りきることができるような力のある妖狐は風雅しかいない。長は誰だれも知らない場所で休息のための長く深い眠りに就いているし、他ほかの妖狐は今少し若すぎる。

　風雅が守護役としての資格を剝はく奪だつされて幽ゆう閉へいされているのだから、妨さまたげとなるものは確かに何もないはずだった。

　だが、それを風雅が許せるわけがない。

「俺はまだ守護役を破は棄きしていない！」

　妖世界には妖世界の仁義というものがある。

　守らなくてはならない最低限の礼節を、誇ほこり高い妖たちは人間よりも重んじている。

「あんたが破棄していなくても、破邪が認めていなければ守護役にはなれない。守護役は破邪が選ぶものだからな」

「あれに余計なことを吹ふきこむつもりか」

　今まで以上に殺気のこもった顔つきになった風雅を、螺鈿はさらりと余よ裕ゆうの態度で躱かわした。

「いや、世の中には知らなくていいこともある。気まぐれな妖よう狐こが失しつ踪そうするなんて、珍めずらしい話でもないと言っておくさ」

　風雅が悔くやしさに奥歯を嚙かみ締しめる。

　今ほど。

　幽閉されている事実を呪のろわしいと思ったことはなかった。

　問答無用で騙だまし討うちのように閉じ込められたときももちろん憤いきどおったが、しかしこれほどではなかった。

　双そう眸ぼうに怒いかりを漲みなぎらせ、吼ほえるように叫さけぶ。

　怒おこったときの風雅の声こわ音ねは、雷らい鳴めいの轟とどろきにどこか似ていた。

「そんなことは認めない！」

　螺鈿は日菜の性格につけ込むだろう。

　相手の弱みにつけ込むのは、妖あやかしにとって卑ひ劣れつな手段ではなく当然の策だ。だが日菜の優やさしさを利用されるのは気に入らない。

　──あれは、俺にだけつけ込まれていればいいんだ！　他の妖など相手にする必要はない！

　腹立たしかった。

　日菜に手を出す螺鈿も、あっさりと幽閉されてしまった自分自身にも。

「安心しろ。破邪の姫ひめにはちゃんと、あんたは解放されてもう自由だと言っておく。自由になったのに、あんたはあの娘むすめのもとに戻もどらない。だから代わりに俺が守護役になるっていう寸法だ。簡単なことだろう？」

「貴様……！」

　風雅にはわかっていた。

　螺鈿は何かの餌えさを撒まいて日菜を釣つるつもりだろう──恐らくは、風雅の情報と引き替かえに。

　風雅の苦境を知れば日菜はきっと驚おどろき、悲しむ。

　そこにつけいるのは、赤子の手を捻ひねるより容易たやすいことのはずだった。

　風雅を自由にするという条件つきでなら、日菜はどんな理り不ふ尽じんなことも受け入れそうな気がする。

　風雅は双眸を激しく煌きらめかせる。

　──そんなことをさせるために、俺は守護役になったわけではない！

　守護役というものは護るものだ。

　破邪は守護役に護らせるものだ。

　それなのに日菜は何を勘かん違ちがいしているのか、時折風雅をも護ろうとすることがある。

　それが腹立たしくて仕方がない。

「小鳥は小鳥らしく、俺におとなしく護られていればいいんだ……！」

　そうしたら、風雅はずっと大切に護っていくつもりだった。

　けれど小さな翼つばさを羽ばたかせ、日菜はどこまでも自由に翔かけていこうとする。風雅の手から飛び立とうとする。

「護ってやると言っているのに、自分そっちのけで他のことばかりに気を回すからこんな愚おろか者にまで手を出されるんだ」

「まあ、せいぜいそこで暴れていることだ。破邪の姫のことは俺が責任を持って預かっておく。それだけ言いに来た」

　言いたいことを言って、螺鈿が姿を消す。

「待て！」

　取り残され、文字通り腸はらわたが煮にえくり返るような思いを味わう。

　長老たちにしてやられたことは無論だったが、日菜に手出しされたことは到とう底てい許容できない。怒りの質が違ちがう。

「あれは俺のものだ。他のやつになど誰が渡わたすものか……！」




　妖狐の次期長おさを敵に回したことを後こう悔かいさせてやる。

　憤ふん激げきが沸わき起こるままに、風雅は己おのれの中に吹き荒あれる嵐あらしを解放した。

　らしくもない遠えん慮りよなどもうしない。

　自分は自分の思うままに突つき進む。

　──たとえ日菜を泣かせることになろうとも、他の男に奪うばわれるのをむざむざと見ているよりはよほどましだ。

「参られよ十三長老方！　耳に入れたき話がある！　耳を貸さぬというのであれば、俺は今後の妖世界について一いつ切さい保証しない！」
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　世界が端はしからどろどろに溶とけていくような不快な眠ねむりの中。

　夢と夢の狭はざ間まにたゆたって、炎琉は心の底からざわざわとざわめく思いを抑おさえることができない。

　──私を、拒きよ否ひした。

　あの清らかな香かおりを持つ破は邪じやは、炎琉の手をはね除のけ、振ふり払はらい、誘ゆう惑わくを断たち切って炎琉に刃は向むかった。おとなしく炎琉に従って言うことを聞いていれば、思うままに甘やかして豪ごう奢しやな生活をさせてやったのに。

　大切にするつもりだったのに。

　ぎりり、と炎琉は歯は嚙がみする。

　おもしろくなかった。

　日菜は炎琉を拒こばんだ挙げ句、祓はらおうとした。

　幸い炎琉の潜せん在ざい能力のほうが日菜の破邪の能力より勝まさっていたと見えて、こうして封ふうじ込められるだけで済んだ。炎琉を束そく縛ばくしている結界は、あとから風雅が──忌いま々いましいことに──施ほどこしていったものだ。

　炎琉が目覚めても、暴れることができないようにするために。

　とことん業ごう腹はらだった。

　高貴な生まれの妖狐の青年のことはもともと気に入らなかったが、甘い気と血を持つ少女のことも気に入らなかった。

　歪いびつな生まれ方の犬神は、妖にも人にも相あい容いれない。受け入れられない。

　それゆえに、必要以上に誇りにこだわる。拠より所を求め続けて永遠に得られることのない、輪りん廻ねから外れた悲しい寂さびしい生き物。

　それが犬神という存在だ。

　だからこそ、炎琉は風雅が憎にくい。妖狐という恵めぐまれた立場に生まれ、その上にあぐらをかいて生きているような風雅のことが、骨の髄ずいまで憎い。

　炎琉には風雅の胸中は計り知ることができない。知ろうとも思わない。

　ただ、今は風雅以上に日菜が憎かった。

　手に入れかけたのに、するりと逃にげていってしまったモノ。炎琉に背を向け、風雅を選んだモノ。

「あんなものは、もう要いらない」

　焼け爛ただれるように熱く、恨みをこめて低く呟つぶやく。

　──だったら、壊こわしてしまえばいい。

　ふと浮うかんだ思いつきが我ながら気に入り、炎琉は眠りながらも唇くちびるの端を吊つり上げた。

　──そうだ。もう二度と目に入らないように、壊してしまえばいいのだ。

　目をつけた獲え物ものに逃げられるなど、犬神にとっては面めん目ぼくを失うほどの恥はじだ。

　だったらその原因ごと殺して、なかったことにしてしまえばいい。

　可愛かわいさ余って憎さ百倍。

　炎琉は、嬉き々きとして復ふく讐しゆうの手段を考え始めた。










　交こう渉しようは長引くだろうと思っていた。

　一ひと筋すじ縄なわではいかない妖たちの集まりである。

　慌あわてず、切り札をひとつずつ使って交渉を進めるつもりだった。まずは、十三長老をすべて呼び出さないことには話が始まらない。

　風雅の予測に反し、長老たちは思ったよりも素す早ばやく姿を現した。

　ただ、揃そろいも揃って憮ぶ然ぜんとしている。

　半ば脅おどしにも近い風雅の召しよう還かんに応じざるを得なかったことが不満なのだろう。

「若造の分際で、我らを直接呼びつけるとは良い度胸だ。まだ長の地位にも就ついておらぬくせに」

　風雅が己の妖よう力りよくを最大限に揮ふるい、召還の術を用いたのだ。

　身分の高い相手を呼びつけることは不ぶ躾しつけなので、長老たちは一様にぶすっと不ふ機き嫌げんを隠かくさない。

　風雅は傲ごう然ぜんと澄すまし返り、先ほどまでの荒あれぶりようがすっかりなりを潜ひそめている。

「あれほどまでに大きな口を叩たたいたのだ。よほどのことでなければ、大だい蛇じやにでもその身を喰らわせてやるぞ」

　風雅の変へん貌ぼうを不審に思いつつも、長老たちの苛いら立だちは収まらない。

「ここから出せと言うのなら、そう容易くは──」

「出て行こうと思えばいつでも出て行けます。力ちから尽ずくで」

「なんだと？」

「馬ば鹿かなことを言うではない。かまをかけても無む駄だだ。我々の妖力はたとえそなたであろうとも、そうそう破れるものではないわ」

「信じていただけないのなら、それはそれで結構だが」

　風雅がふと意味ありげに言葉を切り、代わりに半眼を閉じて気き迫はくを込める。

「……実演致いたしましょうか……？」

　妖あやかしの古ふる強つわ者ものたちは、その様子に不気味な恐おそれを感じてぞくりと背筋を震ふるわせる。

「な、ならば何用で我々を召還などした！　無礼にも程ほどがあるぞ。話があるというのならそなたの方から出向くべきではないか」

「先に礼を逸いつしたのはあなた方のほうだ。払うべき敬意はないと言いたいところだが、俺がおとなしく囚とらわれの身に甘んじていたのは、やくたいもないことを考えていたからです」

「な」

　あけすけで身も蓋ふたもない口ぶりに長老たちは顔色を変えたが、場の空気は風雅が完全に掌しよう握あくしていた。

　この場において今、風雅は完全なる覇は王おうだった。

「俺がそばにいることであれの能力を抑えているのかもしれない。そう気づいたので多少おとなしくしていたのですが」

「おとなしく……？」

　水すい棲せいの長老が、辺りをぐるりと見み渡わたす。

「言動がまるで合っておらん様子だな」

　辺りは、戦争の跡あと地ちのように荒こう廃はいしきっている。

「これでも一応気にかけてはいたのですよ。破邪と守護役は恋こいに落ちてはならない──古くからの因習には、某なにがしかの根こん拠きよがあると思っていましたからね。でももうそれを気に病やむのはやめました。あほらしくなりましてね」

「あほらしくとは何事だ。この若造が。口を慎つつしめ」

「時間がありません。手っ取り早く言いましょう」

　堂々とした風格すら漂ただよわせて、風雅が静かに目線のみで長老たちを圧あつ倒とうする。

「妖世界の今後を保証しないと言いましたが」

「おう、それだ。早く続きを申せ」

　続く台詞せりふは、十三長老たちの度ど肝ぎもを抜ぬくのには充じゆう分ぶんすぎるほどだということを風雅は重々承知していた。

　息を吸い、一いつ拍ぱく置いてからゆっくりと告げる。




「炎琉が目覚めています」




「炎琉だと!?　やつが目覚めただと!?」

　風雅がわざと長老たちに報告しなかったこの件は、もうひとつの──ある意味日菜の覚かく醒せいよりも大きな波は紋もんを呼んだ。

　十三長老たちの纏まとう空気が動どう揺ように揺ゆらめく。

「……攪かく乱らんしようとしても無駄だ。そんな報告は聞いておらん！　噓うそをつくと承知せんぞ！」

「知っているのは煌陵付近に巣喰くう妖たちだけですよ。箝かん口こう令れいを敷しきましたから、今のところ他ほかには誰だれも知りません」

　落ち着き払っている風雅の冷静さが、十三長老たちに事の次し第だいを如によ実じつに伝えていた。

　噓やまやかしでは、ここまで落ち着くことはできない。

　では、本当に炎琉が目覚めているというのか。

　となれば、早急に手を打たなければ妖世界はまた滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまう。

「何故なぜ黙だまっておった！　炎琉が目覚めたとあれば、妖世界が大混乱に見み舞まわれることは知っておったであろうに！」

「炎琉はどこだ！　どこにおる！　目覚めてすぐはあやつもたいして動けまい。その隙すきをついて再び眠らせるのだ！」

　詰つめ寄よられ、風雅は口を噤つぐんでうっすらと笑えみを浮かべた。

　この一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが、何よりも恐ろしい。

「……やつがどこにいるか、どんな状じよう況きようになっているかを知っているのは俺ひとりです」

　ここで風雅が黙り込んでしまえば、長老たちはどうすることもできない。

　脅しても痛めつけても風雅が口を割らないであろうことは承知しているのだろう。いざとなったら口を噤んだまま舌を嚙かみ切りかねない、激しい気き性しようの持ち主だ。

「早く申せ！　一刻を争う！」

　悲鳴じみた長老たちの様子に、風雅はふと思う。

　──炎琉の覚醒ぐらい、細かく妖世界の様子を見つめていればわかることだろうに。

　かつて恐れるものは何もないと豪ごう語ごしていた十三長老たちも老い、炎琉という災さい厄やくの権ごん化げを断たち切ることができないままに身のうちに抱かかえ、時が経たった。

　そろそろ妖世界の有りようも変わってくるのかもしれない。何百年に一度の変化の波が訪れているのかもしれない。

　妖世界で新たなる覇は権けん、千年の間不在の覇王の地位を巡めぐって争う時期が。

　──だがまあ、俺には関係のないことだ。

　覇権だの権力だの、そういった煩わずらわしそうなものに興味はない。

　──さあ十三長老方よ、どうなさる。

　切り札が思っていた以上に効いた小気味良さを堪たん能のうし、妖よう狐この次期長おさは殊しゆ勝しような物もの腰ごしをかなぐり捨て、本来の傲ごう慢まんな目つきに戻もどってふんぞり返った。

　儀ぎ礼れい的な改まった態度ももう止やめだ。いつまでも猫ねこを被かぶっている趣しゆ味みはない。

「知りたければ、まずは螺鈿を連れ戻せ。早くしろ。俺は今、物心ついて以来初めてといっていいくらいに怒いかり心しん頭とうに発しているんだ」
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　風雅の過ごす世界と、日菜のいる世界とでは少々時間の流れが異なる。

　寮りよう祭二日目の公演の、少し前のこと。

「もしかして李氷さんに風雅さんから連れん絡らくが入っているかも知れないし」

　日菜は衣い裳しようの裾すそを絡からめ上げて持ち、一人で先を急ぐ。

　講堂にスタンバイするまでには今少しの時間がある。

　その間に、風雅の屋や敷しきの様子を見に行こうと思ったのだ。

「李氷さんも昨日の舞ぶ台たい袖そでで会ったきりだし……ううん、風雅さんが帰ってきて忙いそがしくて、私に連絡するどころじゃないのかもしれないし」

「捜さがし物か？」

　不意に頭上から降ってきた声に、日菜ははっとして顔を上げた。

　いつのまにか日菜の目の前に螺鈿の大おお柄がらな身体からだがあって、背を心持ち屈かがめて日菜のことを覗のぞきこんでいた。

「螺鈿さん……！」

　無意識のうちに辺りを見回す。

　講堂の裏手から遠回りに回り込んで、妖専用のＪクラスへ向かう小こ径みちの途と中ちゆうだ。

　当然のことながら一いつ般ぱんの生徒は入り込めないようになっているし、大たい抵ていの妖は人目があるうちは敷しき地ち内をうろつかない。

　破は邪じやの弓は手纏がいないから使えない。いつも守ってくれる風雅も今はいない。

　日菜には、自力で妖から身を守る術すべがない。

　──逃にげなくちゃ……！

　素す早ばやい動作で逃げようとした日菜の腰こしに無造作に手を回して引き寄せ、螺鈿は警けい戒かいしすぎる仔こ猫ねこを宥なだめるような、ほろ苦い微び笑しようを浮うかべて囁ささやいた。

「そんなに警戒しなくてもいい。俺はあんたを傷つけるつもりはもうない。それよりも、耳寄りな知らせを持ってきたんだ」

「放して！」

「前のことを怒おこっているのか？　あれは俺が悪かった。あんたを捜し出して連れて来いっていうのは長老たちの命令だったんだ」

　日菜は警戒を解かない。

「李氷さん！　李氷さん！」

　風雅の側近のひとりで、今となっては日菜が唯ゆい一いつ頼たよれる妖の名前を必死に呼ぶ。

　今李氷は手纏を捜して異世界を移動していることを日菜は知らない。守護役としての繫つながりのある風雅ならともかく、李氷にはその声は小さすぎて届かない。
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「そんなに暴れるようなことはしねえよ。それより、風雅を捜していたんじゃないのか？」

「え……」

「風雅の居場所なら知っている。それを教えに来たんだ」

「風雅さんの居場所って……風雅さんは破邪の守護役を務めることになったって挨あい拶さつをしに、長老たちのところに行ったって聞いています」

「そして、約束の日になっても戻って来ない。そうだろう？」

「……まさか、風雅さんの身に何かあったんですか!?」

　日菜の警けい戒かい心しんが脆もろく崩くずれていく。それをみすみす見み逃のがすような螺鈿ではなかった。

「あいつは今囚とらわれている。いくら妖よう力りよくが強くても、自力で出てくることはできない檻おりにな」

「檻って……どうして!?　どうしてそんな」

　必死な目をして、しがみつかんばかりに縋すがりついてきた日菜を見下ろし、螺鈿は獲え物ものが罠わなにかかったことを知った。

「詳くわしいことは言えないが、あいつは掟おきてを破った。その償つぐないとしてな」

「そんな……！」

　小さな面おもてから完全に血の気が引いていく。

「風雅さんが一体何をしたっていうんですか」

「それは教えてやれない」

　すべてを螺鈿は知っているが、それを日菜に教えてやるつもりはなかった。

「だが、このままではあいつは殺されることになるかもしれない。あいつは俺の忠告をなにひとつ聞き入れようとしないんだ」

「そんなことって……！」

　日菜がへなへなとその場にへたり込む。

　螺鈿は一気に毒を注ぎ込み。

　そして、その中に甘かん露ろを一いつ滴てき落とす。

　食くらいつかずには、縋りつかずにはいられないように。

　この匙さじ加減が相手によっては難しいのだが、百ひやく戦せん錬れん磨まの螺鈿にとって日菜は、赤子を騙だますよりも簡単だった。

　何かとてもやわらかくて煌きらめくものが胸に宿っているくせに、その想おもいの名前を知らないから自覚できない。

　日菜が風雅のことを慕したっているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったが、螺鈿はそれで躊ちゆう躇ちよするような性格ではなかった。

　──風雅のことを想う以上に、俺を想うようにしてやる。

　妖あやかしの本能は自己中心的で、そしてとても強い。

　手に入れると決めた獲物がよそを向いているのは気に入らない。無む理り矢や理りにでも奪うばい取る──それが螺鈿の信条だ。

「救う方法がひとつだけあるぞ」

「え…………!?」

　ほら、簡単に縋りついてきた。

　螺鈿は色の濃こい双そう眸ぼうに野心を滾たぎらせて、ゆっくりと言葉を操あやつる。

「あんたが俺を守護役に選ぶというのなら、俺は俺の誇ほこりにかけてあんたの願いを叶かなえてやる」

「守護役……？」

　螺鈿が一歩踏ふみ出す。

　日菜は力なくへたり込んだまま、細い首をもたげて螺鈿を見上げる。

　大きな双眸が潤うるんで、今にも泣き出しそうな顔をしていた。迷子になって途と方ほうに暮れている子供のような。

　そのさまは頼たよりなく儚はかなく、今にもかき消えてしまいそうだった。

　つきん、と螺鈿の胸が痛む。

　かすかに胸に浮かんだ憐れん憫びんを、螺鈿は心の中で冷れい徹てつに打ち消す。

　──欲しいものを手に入れて何が悪い。あいつよりも大切にしてやると言っているんだ。

　日菜にとっても、悪い話ではないはずだった。

　風雅は日菜に想いをかけているようだが、自分はそんな愚おろかしい真似まねはしない。破邪と守護役の習わしがどうだろうと手の内に日菜を完全に囲い込み、誰だれの目にも触ふれさせず、大切に護り通してみせる。

　十三長老たちの中での評価が上がるのは、螺鈿にとっても色々と都合が良い。

　妖世界で箔はくがつくというものだ。

「あなたを選んだら……風雅さんは自由になるの……？」

「ああ、もちろんだ。あんたが望むことを俺は何でも叶えてみせる」

　表向きだけは、と螺鈿は心の中で付け加える。

　日菜が常に微笑んでいられるよう、綺き麗れいに騙してみせる。

　綺麗な綺麗な、螺鈿以外は誰も近づくことができないような繭まゆを編んでやるから、日菜はそこで幸せに笑っていればいい。

　螺鈿の企たくらみを日菜は知らない。

　──風雅さんが、殺される……？

　その一言だけが、日菜の意識を重く占しめ続けていた。

　殺される。

　死ぬという言葉よりも禍まが々まがしく重苦しい。無む惨ざんな印象しかない。

　そんな災難が、風雅に降りかかるというのか。

　一体何故なぜ。

「時間があまりない。決めるなら早いほうがいい」

　螺鈿の囁きの中に秘ひめられた唆そそのかす響ひびきに気づけないほど、瞬しゆん時じにして追い詰つめられる。

　──そうだ、追い詰められろ。

　螺鈿が更さらに追い立てる。

　狙ねらいを定めた獲物を手に入れたいのなら、手をこまねいて待つ必要などどこにもない。

　卑ひ怯きようだろうが何だろうが、ほしいと決めたものならば強ごう引いんにでも奪う。それが螺鈿のやり方だった。

　天てん狗ぐの一族は、総じて直情的だ。

　現に昔は人間界から若い娘むすめを攫さらってきたり、幼い子供を拐かどわかしたりして退たい屈くつしのぎをしていた。螺鈿自身は人間に興味はなかったが、半人半妖の、他ほかに類を見ない能力を持つというこの少女には、充じゆう分ぶんすぎるほど興味を惹ひかれていた。

　野や獣じゆうが生まれて初めて美しい花を見たときのように。

　触れてみたい。

　甘い香かおりを確かめて、手に入れてみたい。

　そして。

　他の誰の目にも触れさせたくなくなる。この花の香りは、自分だけが愛めでてやればいい。

　小さな顔を青ざめさせ、日菜が混乱を極きわめたような小さな悲ひ愴そうな吐と息いきをひとつ零こぼす。

「約束してくれる……？　風雅さんを、助けてくれるって……」

「わかった」

　天狗は狡こう猾かつな性質を隠かくし持つ。

　狡ずる賢がしこい笑えみを、優やさしそうに見せかけることなど何でもない。

「約束しよう」

　日菜に向かって手を差し出す。

　人間の手とは違ちがう、ごつごつと節くれ立った異形の手を。

　獲物は罠に堕おちた。

　──他の誰も、あんたには必要ない。

「あんたの守護役は、俺だ」

　か細い手を摑つかみ、引き寄せる。

　螺鈿の腕うでの中で日菜は身体からだを強こわ張ばらせ、じっとしていた。

　泣くのをこらえるために、唇くちびるをきつく嚙かみ締しめて。




　　　　[image: 区切りマーク]




　記者の男は、こっそりと足音を忍しのばせながら校舎の裏に回り込んだ。

　一いつ張ちよう羅らのスーツを着て煌陵の生徒の保護者のように装よそおっているが、実体は雑誌などに記事を書き下ろすライターだ。

　野や次じ馬うま根こん性じよう丸出しの記事はいささか真実みに欠けていると評判だが、とにかくフットワークが軽くてどこにでもネタを拾いに出向くので、編集部からは重宝されている。

「何せ、有名人の子息だろうが何だろうが、独自の基準をクリアしない限り入学どころか敷しき地ち内に足を踏み込むこともできないっていう紹しよう介かい制の名門校だからな。堂々と入り込める機会を逃のがすなんてもったいない」

　神秘のベールに秘ひ匿とくされた、全ぜん寮りよう制せいの学園──そんな学園が存在すると知ったのは、記者の又また従弟いとこに当たる子供が今年、初等部に入学したと耳にしたからである。

　又従弟に会ったことはないが、一応配はい慮りよをして、潜せん入にゆう先には中等部と高等部が併へい設せつされているこちらを選んだ。ちょうど寮祭が開かい催さいされ、その日ばかりは保護者の出入りが許されると聞きつけたのももちろん一因だ。

「今日は生徒が学園警備をやっているっていうのもラッキーだったな。詰めが甘いっていうか何かなあ」

　懐ふところの内ポケットから取り出した偽いつわりの身分証明書に、軽く口づける。

　この程度の偽ぎ造ぞうは苦にもならない。

「身分も名前も、本物の煌陵の保護者。顔写真を取り替かえただけだからな。誰も怪あやしまないさ」

　カメラを両手で隠し持っているせいで注意力が散さん漫まんになっていたのか、足が何かにぶつかってよろける。

「危ないな、おい」

　見る者が見れば、それが結界だと気づくだろう。

　そして、絶対に手を出さないに違いない。

　煌陵の生徒なら、霊れい感かんのない人間でもきっとそうする。

　けれど、記者の男は煌陵の生徒どころか関係者でもない。

「何だこれ。邪じや魔まだな」

　あっさりと注連しめ縄なわを外し、あまつさえそれを放ほうり出してしまう。災わざわいの物の怪けを封ふうじ込めていた、風雅の施ほどこしていた注連縄を。

　ぐらりと地面が揺ゆれる。

「お、地じ震しんか？」

　何も気づかずのんきにカメラを校舎に向かって構えたりしていた男は、次の瞬しゆん間かん、興味を抱いだいたことにはとことん食くらいつく記者魂だましいを後こう悔かいすることとなった。

　もし男に、最さい期ごに意識がわずかにでも残っていればの話ではあったけれども。







　時は満ちた。

　ようやく目覚めることのできた青年は、邪じや悪あくな笑みを浮うかべる。

　人間の男の血などでは到とう底てい炎琉の舌を満足させることはできないが、ないよりはましだ。目覚めて動き出す前には動力が必要だ。

　美しい顔を血に染め上げて、炎琉はゆらりと蠢うごめき始める。




　血にまみれた闇やみが瞬またたく間に膨ふくれ上がり、広がっていった──。







　【５】







　二日目の公演の幕が下りてすぐに、日菜は由樫に手招きされて講堂の裏手に飛び出していった。

　講堂の客席からはＡクラスの健けん闘とうに惜おしみない拍はく手しゆが送られていて、アンコールの声も大きい。

「由樫さん！　本当ですか!?」

　ロミオの扮ふん装そうのままの由樫が日菜の手を摑み、真しん剣けんな表情で頷うなずく。

「ええ。袖そでにいる間に榊さんから連れん絡らくが回ってきましたの。急を要するとのことでしたわ」

　新しく守護役となった螺鈿は当然のように日菜に張りついていようとしたが、舞ぶ台たい進行の妨さまたげになるといけないので公演中は外してくれるよう頼たのんだ。

　適当に人間の姿を取り、客席にでも紛まぎれ込んでいるらしかった。

「あの先ですわ！」

　ここのところ日菜に何かあったらしいことは由樫も気づいていた。

　顔色が違うのだ。

　寮祭のために一いつ生しよう懸けん命めい気き丈じように振ふる舞まっていたけれど、間近で接している由樫にはその変化がわかる。詳細は何も知らないけれど。

「行ってくださいな。Ｊクラスの人が人目につかないように呼び出すなんて、きっとよほどのことですわ」

「でも、このあとにもやることが」

「大だい丈じよう夫ぶ。搬はん出しゆつ作業は男性陣じんのお仕事ですし、もし日菜さんの居場所を訊きかれたら、私が適当に答えておきますから」

　呼び出した相手は誰かと少し怯おびえ気味だった日菜が、曲がり角を曲がった瞬間ぱっと目を見開いた。手招く李氷の姿を見つけたせいだ。

　──李氷さんが帰ってきてる……！

　ということは、風雅も戻もどって来たのだろうか。

　途と端たんに日菜は居ても立ってもいられなくなる。

「ありがとうございます、由樫さん。あとをお願いします……！」

「ええ、任せてくださいな」

　にっこり微笑ほほえんだ由樫が身を翻ひるがえす。その背後には榊がしっかりとついてきていたので、日菜は安心して由樫を任せる。

「李氷さん！」

「日菜さま、お会いできて良かったです。Ｊの妖あやかしたちが、日菜さまに見知らぬ妖がついていると知らせに来たものですから……いえ、それよりも先に」

　李氷が合図をすると、華はなやかな固まりが日菜に向かって突とつ進しんしてきた。

　宝玉の付つく喪も神がみ。

　日菜のお守り。

「日菜さま！」

　ぎゅっと抱だき締められ、日菜は驚おどろきながらも同時に喜ぶ。

「手纏……!?」

　帰ってきてくれた。戻って来てくれた。

　欠けていたものがひとつ足されたようにしっくりと、手纏は風雅とはまた違ちがう意味で日菜の一部のようなものだ。

「大変なことになっているじゃないの！　何なのよこれ！　煌陵の敷しき地ち内に知らない気配はするし落とし穴があちこちに仕し掛かけてあるし、Ｊの面々は何をやっているのよ！」

　早口で一気に情報がもたらされる。

　手纏や李氷も、煌陵に戻って来てびっくりしたのだ。

　煌陵から。

　李氷たちの知らない妖の気配がする。

　あってはならない事態のはずだった。

「日菜さまに近づこうとしても近寄ることもできないから、生徒に仲ちゆう介かいしてもらったの。一体どうなっているの？」

　手纏の真しん摯しな視線を受け止めきれず、日菜は目を伏ふせる。

　──……っ。

　ひとつだけ、心当たりがある。

「風雅まであんなことになってるし、ああもう！　日菜さま何していたの！　誰だれを近づけたのよ！」

　珍めずらしくも手纏に叱しつ責せきされて、日菜は視界がくらりとくらむのがわかった。

「風雅さんがどうかしたの……？　手纏、何か知っているの……!?」

「どうかしたどころじゃないわよ、幽ゆう閉へいされているの！　まさか日菜さま、何も知らないの!?」

「手纏どの。そういっぺんにまくし立てては、日菜さまが混乱してしまいます。何もご存じない様子ですし」

　李氷がそっと口を挟はさんだ次の瞬間、眦まなじりを険しく逆立てて振り向きざま。

「羽虫もちょうど、自ら寄ってきてくれたようですし……っ！」

　どん、という衝しよう撃げき音を立てて、手加減のない炎を放つ。

「李氷さんっ!?」

「──派手な出で迎むかえ方だな。おとなしそうな見てくれのわりに気が強い」

　青白い炎の攻こう撃げきをひょいと避さけ、螺鈿がのっそりと姿を現す。

「……朱しゆ天てん狗ぐの一族ですか。十三長老の中には朱天狗の長おさもいらっしゃいましたね」

　手纏が、日菜を守るように腕うでの中に抱かかえこんだまま息を吞のむ。

「相手は、十三長老だっていうの……？　十三長老って言ったら、妖世界の親玉じゃないの……！」

「返してもらおう。それは俺のものだ」

　螺鈿が羽は団扇うちわを振り、羽の一本を長く伸のばす。

　鞭むちのようにしなやかに伸びたその羽が、日菜の身体からだにくるくると巻きついた。

「他ほかの妖に手出しされるのは好きじゃないんだ」

「螺鈿さん！　螺鈿さんを守護役に選べば、風雅さんは解放されるって……！」

　拘こう束そくを逃のがれようと身をよじりながら悲鳴のように訊たずねた日菜に、螺鈿がため息を零こぼす。

　羽団扇で、顔の下あたりを心持ち隠かくしているのは少なからず後ろめたさを感じているかららしい。

　その一言で、その表情で日菜は理解する。

「螺鈿さん……知っていたんですね。風雅さんがそんなことになっているって」

「一応はな。長老たちが何をしているかくらいは常に把は握あくしている。それが俺の役目だからな」

　天狗の中でも若くて有力なので、長老たちの使い走りとしていいように使われている立場だ。

　螺鈿は一いつ瞬しゆん苦く笑しようしてから、開き直ったように顎あごを上げた。

「だからと言って、すべてを馬ば鹿か正直に教えてやる義理はないだろう？　妖というのはそういうものだ」

「噓うそつき！　風雅さんを助けてくれるって言ったから、だから私は螺鈿さんを守護役として認めたのに……！」

「騙だまされるほうが悪い。騙されたくないのなら、最初から俺を信用しなければ良かったんだ」

　それは詭き弁べんだ。

　螺鈿は、どうあっても日菜が彼の手を取らざるを得ないところまでどこまでも追い詰つめたことだろう。

　ぷつん、と。

　日菜の中で何かが切れた。

　我が慢まんしていたもの、抑よく制せいしていたもの。

　耐たえて胸ひとつに封ふうじ込めていた想おもいが堰せきを切ったように溢あふれ出し、解き放たれて行き場を失い、洪こう水ずいのように荒あれ惑まどう。

　そして、溢れ出したのは想いだけではなかった。

　怯えや戸と惑まどい、そういったもので織りなされていた薄うすい皮ひ膜まくにとうとう亀き裂れつが入る。

　滲にじみ出す、溢れ出す。

　確かに日菜は弱い妖だから利用されたり騙されたり、そういうことをされても仕方ない立場だとはわかっている。

　けれど。

　心の奥底にあるやわらかで綺き麗れいな想いまで利用されたくはなかった。

　それは純じゆん粋すいな乙女おとめの誇ほこりを傷つける行こう為いだ。

「日菜さま……っ!?」

　いち早く異変に気づいた手纏が驚きよう愕がくの声を上げる。

「李氷、日菜さまの様子がおかしいわ！」

　日菜の身体から妖よう力りよくが[image: 迸]ほとばしり出て、竜たつ巻まきのように渦うずを巻く。

　日菜の妖力は白く淡あわい光を発していた。暴発する前触れのように。

「まずい、妖力が暴走しています……！」

　李氷が日菜を止めようと手を伸ばすが、日菜に触ふれるか否いなかという位置で身体ごと弾はじかれる。

　触れることができない。

　日菜が無意識のうちに拒きよ絶ぜつしているせいだ。

　こうなっては、誰も日菜の暴走を止めることはできない。

「おかしい。以前暴発したときとは妖力の根本からして違う……？」

　李氷が眉まゆをひそめ。

「なんて凄すさまじい妖力なの……!?」

　手纏が呻うめく。

　破は邪じやとしても日菜はこれまで不完全だったから、これほどまでに強い妖力を秘ひめているとは思わなかった。

　頑がん固こすぎるほどに頑がん丈じようだった皮膜は、一度破けてしまったらもう戻もどらない。

　眠ねむっていた大部分の妖力が誰の保護もない中で一気に目覚めると、絶ぜつ妙みような均きん衡こうを保っている世界のバランスが危あやうくなる。

　それに。

　手纏が青ざめる。

「まずいわよ……！　こんなレベルの妖力が暴走したりしたら、人間の身体で受け止めきれるはずがない。下手へたをすれば日菜さまの身体ごと弾け飛んでしまうわ！」

　揮ふるう能力は妖でも、日菜の身体は人間のままだ。回復力もたいしてないし、第一人間の身体は妖力に対してひどく脆もろく壊こわれやすい。

　手纏は焦あせって、日菜を止めようと何とか手を伸ばす。

　光に圧あつ倒とうされて目がくらむ。

　立っていることさえ難しいほどの凄まじい圧力を肌はだに感じるが、それでも安全な場所に逃れようとは思わない。

　──このままだと、日菜さまの命が危ない……！

「手纏どの、危ない！」

　李氷が、日菜のもとに突つっ込もうとした手纏の腰こしに腕を回して制止する。

「死にたいのですか!?　今のこの状じよう況きようで突っ込むなど、自殺行為に等しい！」

「だって、このままじゃ……っ！　放してちょうだい、あたしが日菜さまを何とか宥なだめてみせるから！」

「無理です！　あの方はもう、我々の声すら聞こえてはいないのですよ！」

　李氷の力は存外に強く、手纏がいくら引き離そうとしてもまったく退く気配を見せなかった。

「放してったら！　香子の最さい期ごの命令なのよ、あたしの命に代えても日菜さまを止めてみせるから……！」

　がっしりと背後から手纏を抱だきかかえ、李氷が余よ裕ゆうのない様子で叫さけぶ。

「それを見過ごすことはできません！……失礼」

　苦く渋じゆうに満ちた様子で一言鋭するどく謝ってから、李氷は軽く身を屈かがめる。

　拳こぶしが手纏の腹部を打つ。

「……卑ひ怯きよう者もの」

　軽い目眩めまいと、息が詰まる感覚の中で手纏は悔くやしそうに歯は嚙がみした。

　意識が遠のいていく。

「……申し訳ありません。力を加減しましたから、気を失うのはほんの数分です」

　ずるり、と力を失っていく手纏の身体を、李氷がしっかりと受け止める。李氷は理性的な双そう眸ぼうをわずかに潤うるませて、苦しげな表情を浮うかべていた。

「咎とがはあとでいくらでも受けます」

「今いま更さら言っても遅おそいわよ、馬鹿…………」

　すみません、と沈ちん痛つうそうな声こわ音ねでもう一度謝ってから、手纏の身体を肩かたに担かつぎ上げる。髪かみをまとめていた髪留めが落ち、長い髪が滝たきのように豪ごう奢しやに流れる。

「手纏どのにまで暴走されると、俺の手が回り切りませんから」

　意識のなくなった手纏の身体を左手で支え、李氷は深く息を吐はく。

「さて……」

　どうしたらいいものか。

　目の前では、光の渦に取り囲まれた少女が砕くだけ散る寸前まで追い詰められている。

　もう、誰だれの声も届かない。










　身体の中で何かが大きく膨ふくれ上がって、こぼれ落ちてゆく。

　日菜はもう、何が何だかわからなかった。ただ忘我の境地にいて、乱れ散る能力を茫ぼう然ぜんと見つめていることしかできない。

　光の嵐のただ中にいるようなものだった。

　身体からだが千々に千切れてしまいそうな、圧倒的な圧がかかって苦しい。

　けれどもう、苦しいという感覚に気づくこともできない。

　それほどまでに心が前面に押し出され、荒れ狂くるっていた。

　──これ、は……。

　感情の爆ばく発はつが能力の暴発に繫つながるという事態を、螺鈿は初めて目にしたかもしれない。妖あやかしとしてそこそこの年数を生きているので能力の爆発自体は何度か目にしたことがあるが、それにしても今回は桁けた外はずれだった。

　能力においても、感情面においても。

　螺鈿には訳がわからない。騙されたといって怒おこっていたが、螺鈿に言わせれば、騙されるほうが悪いのだ。

　風雅のことが大切なのなら他人ひと任まかせにはせずに、どんな方法を使ってでも自分で納なつ得とくする方法を選ぶべきだった。

　──大切なものを守るために、自ら戦おうという気き概がいがなかったからな。

　螺鈿は気づいていない。

　日菜は、ちゃんと戦っていたし現実に向き合っていた。

　風雅を護るだけの力が自分にないから、風雅が閉じ込められた原因は自分にあると気づいていたから──だから、螺鈿の手に委ゆだねた。

　螺鈿を信じて。

　それは日菜にとっての、静かな戦いだったのだ。派手に火花を散らし、能力をぶつけ合うことだけが戦いではない。

　耐たえることしかない孤こ独どくな戦いくさもあるのだ。

　その戦いに日菜はたったひとりで臨のぞみ、挑いどんでいた。風雅を救うため、それだけを願って。

　けれど今となっては、螺鈿の手を取らざるを得なかった自らの幼さが悔しかった。

　もっと強かったら、日菜には螺鈿に縋すがる以外の方法があったかもしれないのに。

　もっともっと強かったら、風雅を護りきることだってできたかもしれないのに。

　──悔しい。

　心の底からそう思う。

　妖の面々と渡わたり合うためには、日菜はあまりにも無知だ。

　生まれたての赤子に、自分の足で立って走れと言っても無理な話だ。それと同じで、日菜は妖としての経験が少なすぎる。

　翼つばさが欲しかった。

　大切な存在を包み込んで護れる、自由のための翼が。

　悔しいのか悲しいのか、もはや昂たかぶりすぎて己おのれの気持ちさえ持て余す。

　自分の無知さ、無力さが憎にくい。

　どうしたらいいのかわからない。

　感じるのは苦痛、それだけだった。

　瞳ひとみの端はしから涙なみだが一ひと粒つぶ、転がり落ちる。

　ばらばらになってしまう。

　心の底からそんな恐きよう怖ふが湧わき上がり、あっという間に全身を駆かけ巡めぐる。

「……っ」

　引き攣つれた呼吸に、喉のどがかすかに上下する。

　能力の暴走に、身体が砕け散りそうだ。跡あと形かたもなく砕け散って、飛び散ってしまう。

　身体が──熱い。

　熱くて熱くて、弾けてしまう。

　体内を駆け巡る熱は熱くて仕方がないのに、指先は氷のように冷えていく。

　錯さく乱らん状態などというものではなかった。

「わかった、俺が悪かった！　だからもうやめろ、鎮しずまれ！」

　少々困こん惑わくしたような螺鈿の説得の声も聞こえない。聞こえていない。

　恐きよう慌こう。

　訳がわからないまま、どうしようもなく襲おそい来る不安と恐怖に日菜は叫ぶ。もう声にはならなかったけれども、それでも心の中で叫ぶ。

　助けて、と。

　日菜が助けを求める相手はひとりしかいない。

　この青年にしか、日菜を救うことはできない。

「──────っ！」

　魂たましいの底からの悲鳴と同時に、ひときわ強い光が日菜の全身から溢あふれ出る。

　李氷の腕うでの中で意識を取り戻もどし、懸けん命めいに身を起こしてなりゆきを見つめていた手纏が、ひ、と声にならない悲鳴を上げる。

「日菜さま……っ！」

　手纏も、李氷も、そして螺鈿も。

　その場にいた誰もが一いつ瞬しゆん後に訪おとずれるであろう惨さん劇げきを覚悟して、きつく唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　風が鳴る。




　そして。

「……ったく、この馬ば鹿かが！　制せい御ぎよもできないくせに妖よう力りよくを暴走させるなど、何を考えている！」

　鋭い一いつ喝かつは、冷めた言葉とは逆に心底案じているような、間に合ってほっと安あん堵どしているような、そんな複雑な感情が交じり合った声だった。

「あ…………」

　手纏が、李氷が。

　間に合ったことにほっとして全身の緊きん張ちようを解く。

　青の業ごう火か、大きな大きな狐きつね火びを背後に従えて、風雅は険しい表情のまま日菜をその腕に抱だき留とめている。

　青年が間に合ったことが、奇き跡せきのようだった。

　日菜を護ることが出来るのはこの青年ひとり。

　日菜が守護役に選んだのは、この青年ただひとりだけ。

　他ほかの誰も、代わりはできない。

「……何であいつが止めることができるんだ」

　すべての妖がほっと胸を撫なで下ろしている状じよう況きようで螺鈿がひとり、承服できないといった様子で渋じゆう面めんを作る。

「半覚かく醒せいの状態ですべての妖力を一気に暴走させるなど危険過ぎる！　自分でもわかっていたのではないか!?　答えろ！　返答如何いかんによっては、ただでは済まさんぞ！」

　──間に合ったか。

　珍めずらしくも大きく肩を上下させて息を切らせた風雅が、唸うなるようにして叱しつ責せきする。

　稀き少しような能力を持つ破は邪じやとして、否いな、計り知れないほどの能力を秘ひめている日菜だからこそ。

　妖力を暴走させるなど、あってはならない事態だった。

　命に関かかわるどころか、今まさに日菜は危機に瀕ひんしていたのだ。

　身体がここまで心に引きずられてしまうなど、危険過ぎる。

　風雅は日菜の危機を察して飛びこんで来た体勢のまま、華きや奢しやな日菜を背後から覆おおい被かぶさるようにして抱きすくめている。

「風雅、さん……？」

　半ば茫ぼう然ぜんと震ふるえる声で日菜が風雅の名を呼ぶ。

　暴走の光は収まり、辺りに名残なごりの小さな火花だけが散っている。

　風雅の怒いかりはまだ収まらない。

　自分自身が暴れまくっていたせいもあるが、ようやく十三長老の結界の外に出て日菜の現状に気づいたときには、それこそ息がとまりそうなほどの衝しよう撃げきを味わわされたのだ。怒る権利はあって当然だ。

「何だ！　これ以上馬鹿なことを言うようならたとえお前であろうとも容よう赦しやは」

　しないぞ、と続く言葉を。

　風雅は甘い驚おどろきとともに吞のみ込んだ。

「…………っ、風雅さん……！」

　身体を反転させた日菜が、するりと腕を伸のばして風雅の首にしがみついてきたせいだ。

　甘い香かおりが漂ただよい、風雅の激しい怒りを宥なだめていく。

　背せ伸のびをして風雅にぶらさがるようにして抱だきつく少女の身体は、大きく震えていた。

「…………申し開きがあるなら聞いてやる。言ってみろ」

　ぼそりと呟つぶやいた風雅の耳に、震える声が届く。

　小さく、小さく。

「……風雅さん、無事でしたか……？　あちこちに怪け我がしてる。痛みますか……？」

　顔や腕などの、剝むき出しになった箇か所しよの傷を見たのだろう。暴れた際についたものだ。

　日菜が、風雅の傷に目を留めて心配そうに眉まゆ根ねを寄せる。

　こういうときに、瞳以上に雄ゆう弁べんに語りかけてくるものがあるだろうか。

　漆しつ黒こくのいじらしく煌きらめく瞳に、涙が真しん珠じゆのように光っている。

　日菜の率そつ直ちよくな瞳には、風雅が映し出されていた。

　風雅しか、映し出されていなかった。

　まだ恋こいを自覚していない少女は想おもいを伝える術すべを知らない。

　言葉にするには絶対的に語ご彙いが足りない。伝えようとしても伝えきれない。

　生まれて初めての、そして恐おそらく最後の恋となるであろう焰ほむらは、日菜本人をも焼き尽つくしかねないほどに強く、激しくて。

　そして不安定で脆もろい。

　胸いっぱいに風雅の匂においを吸いこみたくて、日菜は知らず知らずのうちに仔こ猫ねこのように鼻先を擦すり寄せていく。

　風雅のそばにいることを全身で感じ取って安心したい。

　風雅が不在の間、螺鈿が新たな守護役として日菜のそばにいたけれど、日菜にとって螺鈿は違い和わ感かんしか感じなかった。

　どこにどう不満があるというのではなく、ただ心が強きよう烈れつに、風雅以外はいやだと叫さけび続けていたのだ。

　破邪と守護役の絆きずなというものはそれだけ深く、特別なもの。

　他者に踏ふみ入る余地などない。

「……会いたかったです」

　会いたくて会いたくて、苦しくてたまらなかった。

　その不安が一気に解けていく。

　風雅がいるというだけで、不安に震えていた心が噓うそのように凪ないでいく。

　深く、深く息を吸いこむ。

　細さい胞ぼうのひとつひとつにまで新しん鮮せんな空気が行き渡わたり、生まれ変われるような気がする。

　荒あらぶる魂が水をかけたように鎮まり、収まっていく。

　日菜の中で覆いをかけていた皮ひ膜まくが燃え尽き取り外され、今度こそ破邪としての能力が完全に覚醒した。

　十六歳の誕生日を迎むかえるという形式的なことだけでなく、精神も大人にならなければ破邪の能力は完全ではなかったのだ。

　そのことを、日菜は誰だれよりも如によ実じつに感じ取っていた。

　少女は、恋を知って大人になる。

「…………お前……自分が死にかけたことにも気づかないほど、俺のことだけを考えていたというのか？」

　全身で縋すがりついてくる日菜の身体からだを、風雅もまた、しっかりと抱き留めている。

　あまりにすなおにすべてを委ゆだねられすぎて、さしもの風雅すら戸と惑まどって扱あつかいに困るほどだった。

　生まれたての雛ひなをそっと手に託たくされたような、途と轍てつもなくやわらかく優やさしいものを受け取ったような心地ここちに、胸が熱くなる。

　同時に、甘苦しい切なさに胸が焦こげる。

　怒りが急速に鎮しずまり、風雅も黒くろ髪かみに鼻先を埋うずめ、安堵の息を吐はくことしかできなかった。

　もう誰にも触ふれさせまいとするかのように、両の腕でしっかと抱き締め直す。

「……この、馬ば鹿か娘むすめが」
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　命が危あやうかったばかりか、自分のせいで妖あやかし世界の一部が吹ふき飛びかねない状態にまで差し迫せまっていたことを改めて耳にし、その場で正座した日菜は小さく身を縮こまらせる。

「知らなかったとは言え、とんでもないことをしでかしまして……」

　穴があったら入りたいと思うほどの罪悪感に囚とらわれる。

「まあまあ、そんなに自分を責めないで。やろうと思ってやったことじゃないんだし、ね？」

　慰なぐさめる手纏の声も聞こえない。

　──私、何てことをしてしまったの……！

　破邪として言語道断だ、と日菜は己おのれを厳しく責める。

　──私は、何もかも中ちゆう途と半はん端ぱだ。

　反省するたびに、どんどんへこんでいく。

　──破邪失格だわ。風雅さんのことしか考えないで、周りに迷めい惑わくをかけるなんて。

　一度良くない考えに取り憑つかれると、日菜の思考はどんどんマイナスに突つき進んで行ってしまう。

　一度は破邪としての運命を受け入れ、立ち向かうと決めたが、今になっても日菜は妖たちに迷惑しかかけていない。

　恥はずかしい。

　消えてしまいたい。

「……お前、何か良くないことを考えているだろう」

　風雅が、日菜の顎あごを指先でくい、と持ち上げた。

「え」

「お前がろくでもないことを考えていることくらいわかっている。何を考えていた。言え」

　風雅の口調は厳しく、視線すらそらすことを許さない。

「言え」

　再度促うながされ、日菜の双そう眸ぼうがじわりと熱い涙なみだで潤うるんだ。

　──怖こわがらせてしまったか。

　風雅がわずかに目を眇すがめ、指先の力を加減する。以前の日菜と違ちがって、最近の日菜はやたらと繊せん細さいになっているような気がする。

　蜻蛉かげろうの翅はね一枚のごとき儚はかなさで、乱暴に触れたらすぐ消えてしまいそうだ。

　その変へん貌ぼうの理由が風雅にはわからない。

「お前、こんなに泣き虫だったんだな。知らなかったぞ」

　目の端に溜たまっている涙を親指で拭ぬぐってやると、日菜が顔を真っ赤にして反論する。

「私、泣き虫なんかじゃありません！」

　子供扱いされるのは嫌きらいだ。

「ほう。ではこの涙は何だ？　俺の指を濡ぬらしているが」

「汗あせです！」

「器用だな、お前は。目から汗を流ながすのか」

「……っ、そうです！　特技なんです、私の！」

　風雅は意地悪く追い詰つめようとしたが、日菜の瞳ひとみがまたしても潤んでいるのを見て、ふっと小さく苦く笑しようした。

　手纏と李氷は一いつ緒しよになってあらぬ方向に視線を流し、見ない振ふりをしている。

「俺がいない間、お前がひとりで奮ふん闘とうしたことを褒ほめてやろうと思っていたのだが……この分では、また泣きそうだな」

　日菜は、え、と顔を上げる。

「褒める……？　私、何もできなかったのに」

「色々やっていたのではないか？　お前の顔に書いてある」

　風雅がひた、と日菜に視線を当てる。

　少し離はなれている間に、日菜は変わった。

　顔つきが違うというのだろうか。表情が違うというか、滲にじみ出てくるものが違っている。

　やることをやり、果たすべきことを果たしてきたのだろうと風雅は内心満足すると同時に改めて衣い裳しよう姿に目を留める。

　──良い目をするようになった。

　苦手と言っていた芝しば居いからも結局逃にげることなく取り組み、小さなものでも少しずつ自分の中に積み上げてきた努力があるから、今の日菜の瞳はきらきらと潤んで強い。中身が空っぽではこんな目にはならない。

　他人の目には見えない孤こ独どくな闘たたかい。

　挑いどみかかることも大切だが、耐たえることもまた大切なのだと、日菜は身をもって経験したようだ。

　そしてそれに負けなかった。

「頑がん張ばったようだな。さすがは俺が守護する女だ」

「……風雅さん」

「自分でもわかっているのではないか？　お前の破は邪じやとしての能力は完全に覚かく醒せいしたぞ」

　そうなのだ。

　身体の中に、今まで知らなかったような力が充みち満ちているのがわかる。

　これが完全に覚醒した状態だというのなら、今までとは全然違う。

「手こずりはしたが、見事なものだ。同じ妖世界に生きる者として、破邪の誕生を言こと祝ほいでやろう」

　日ひ頃ごろ辛しん辣らつな物言いをする風雅の、破格の褒め言葉の連続にまたしても涙が盛り上がる。

「また泣くのか。やはり泣き虫ではないか」

「だから、泣いてませんってば……！」

　強気に言い募つのるが、その声からして涙に濡れているのでは折せつ角かくの強がった台詞せりふも台無しだ。

　日菜はからかわれたせいか、泣くまいとかえって意地を張って涙をこらえ、唇くちびるを嚙かんで耳まで赤くなっている。そういうところは、まだまだ稚いとけない子供だ。

　たおやかでしなやかな乙女おとめの匂におやかさを漂ただよわせたかと思うと、すぐこうして子供の顔に戻もどる。

　──ああもうまったく、こいつは。

　愛いとしくてたまらない。

　破顔して、風雅は小さな頭を胸に抱かかえ直した。

　しばらくの間、言葉は必要ない。

　風雅は日菜を無言で抱だき締しめ、ぐりぐりと頰ほお擦ずりする。

「ちょ……風雅さん、何を」

　日菜がわずかに戸惑ったような声を上げる。

　風雅はそれさえ聞こえていないかのように、目を瞑つぶり、日菜の肩かたに顔を埋めるようにして上背を屈かがめた。

　ぐるぐるぐる、ぐるるるる。

　風雅の喉のどの奥が鳴っている。その振しん動どうが日菜にまで伝わってきた。

　──猫ねこ、みたい。

　虎とらか獅し子しにでも懐なつかれているかのような気分だ。

　風雅が己の中に溢あふれる野性味そのままに、率そつ直ちよくなしぐさで愛おしそうに頰擦りを繰くり返す。

　日菜は風雅の腕うでの中でなされるがままにじっと身を任せていたが、やがてくすぐったそうに身をよじって笑い出した。

　無む邪じや気きなその笑え顔がおに、手纏も李氷も束つかの間緊きん迫ぱく感かんを忘れる。そしてもちろん風雅もだ。

　けれど日菜の笑顔を初めて目にし、少なからず動どう揺ようしている男がいた。

　螺鈿だ。

　──こんな風に笑うのか。

　日菜の笑顔がこれほどまでに眩まぶしいものだと、螺鈿は知らなかった。

　螺鈿では引き出せなかった笑顔を、風雅はいとも簡単に引き出す。

　──俺の割り込む隙すきなど、初めからなかったということか。

　まあいいか、と螺鈿はさして悔くやしさを感じなかった。

　日菜が朗ほがらかな笑い声を立て続けているせいかもしれない。頰ほおに触ふれる風雅の髪かみがくすぐったいらしく、全開の笑顔で笑っている。

　少女が楽しそうに笑うことほど、男たちを和なごませるものはない。それだけで世界はきっと平和になる。

　ようやく、甘く優やさしい時間が訪おとずれようとしていたのだけれど。

　そううまくはいかない。

　獲え物ものを一息に吞のみ込もうとする大だい蛇じやのように、最大の番ばん狂くるわせが狙ねらいを定めてひたひたと近づいてきていた。










「……っ!?」

　風雅がはっと息を吞み、日菜を抱えたまま素す早ばやく身を翻ひるがえす。

　手纏が、李氷が、螺鈿が。

　瞬しゆん時じに緊きん張ちようを漲みなぎらせ、ぱっと構えを取る。

　それでも相手の襲しゆう来らいのほうが一呼吸分早かった。

「きゃああ！　火事!?」

　周囲が巨きよ大だいな炎ほのおに包まれる。

　赤く紅あかく、すべてを灰に焼き尽つくしても足りないと思えるほどの紅ぐ蓮れんの炎。

　素早く風雅の結界が日菜を包み込んだから、喉が焼かれずに済んだ。

　生身の人間だったら骨まで溶とけていたはずだとか、そういったことにまで日菜の気は回らない。

　日菜が唇を震ふるわせる。

　熱い炎に取り巻かれているというのに、肌はだが青ざめて震える。

「風雅さん、あれ……！」

　その炎には見覚えがあった。

　そしてその炎の中から、人ひと影かげが現れる。

　風雅の腕の中で、日菜は信じられないといったように目を瞠みはった。

「芝しば、先生……!?」










　正確には、芝という呼び名はふさわしくなかったかもしれない。

　彼は人間の振りをすることなど放ほう棄きして、最初から本ほん性しようそのままの姿を露あらわにしている。

　犬神としての本性を。

　どんなものでも砕くだき尽くすであろう牙きばが禍まが々まがしい。

　邪じや悪あくな妖よう力りよくに溢れたその姿は、妖あやかし世界の災さい厄やくと呼ばれるにふさわしかった。

「白咲さん」

　それでも声は、生物教師として煌陵に潜せん入にゆうしていたときのまま。

　優しく穏おだやかに日菜を呼ぶ。

　日菜は一時この人を慕したっていた。慣れない環かん境きようの中で、頼たよりになる大人として。

　恋こいではなく兄を慕うような、そんな淡い気持ちで。

「破邪として本格的に覚醒したようですね。以前とは気配も香かおりも違ちがっている……おめでとうと、申し上げるべきでしょうかね？」

　高こう慢まんで、丁てい寧ねいなくせに人を食ったような物言いの──。

　その声にも姿にも覚えがありすぎて、日菜は背中を震わせる。

「どうしてここに……!?」

　忘れようとしても忘れられない面おも影かげだ。
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　日菜が生まれて初めて破邪としての能力を揮ふるい、祓はらったはずの相手。

「力不足で祓いきれなかったけど、でも風雅さんが封ふう印いんを施ほどこしたって言っていたはずなのに」

「封印が解けたか」

　風雅が苦々しそうに舌打ちする。

　煌陵の敷しき地ち内に風雅がいれば炎琉が覚醒しきる前に封ふうじることもできたのだが、今いま更さら言っても後の祭りだ。

「寮りよう祭さいで部外者が大勢入り込みましたからね。結界の意味も知らずに踏ふみ荒あらした輩やからがいたのかもしれません」

　李氷が、静かに戦せん闘とう意い欲よくを燃え上がらせる。

「おい。あいつを一時的にとはいえ祓ったっていうのか？　まだ半覚醒の状態だったんじゃないのか？　あれは炎琉だろう!?」

　状じよう況きようを聡さとく読み取った螺鈿が、珍めずらしくも困こん惑わくしきったような声を上げる。

　それも当然だ。

　そんな話は今まで聞いたことがない。

　炎琉と対等に渡わたり合う妖は少ない。

　大たい抵ていは炎琉の甘美な誘ゆう惑わくに堕おちて、妖よう魔まに成り下がる。

　その挙げ句に起こった悲劇や騒そう動どうを、螺鈿はいやと言うほど聞いて知っている。

　──妖世界きっての妖力を誇ほこる十三長老たちでさえ打ち負かすことのできなかった、唯ゆい一いつの妖。

　それが炎琉だ。

「覚かく醒せいしきっていないのなら、能力を使えないのが当たり前だろうに」

「妖に、『これが当たり前』なんてことはないのよ」

　手纏の言葉に、螺鈿がはっと息を吞んで振ふり返る。

　あっさりと言った手纏が、艶えん然ぜんとした笑みを浮うかべる。

　艶つややかに、何よりも華はなやかに。

　戦うとき、妖はもっとも強く、美しくなる。

　気力を漲らせ、手纏は最さい後ご通つう牒ちようを突つきつける。

「日菜さまに色々ちょっかいを出したことは許し難がたいけれど──今はお退き。足手まといになるくらいなら引っ込んでいなさい、朱しゆ天てん狗ぐの坊ぼうや。それか、あんたを日菜さまのもとにやった長老のお爺じいさま方の首根っこ引っ摑つかんでここまで連れていらっしゃい！」

　妖には妖同士の繫つながりや情じよう報ほう網もうがあるから、手纏たちも螺鈿が誰だれの命令でわざわざ人間界に降りてきたのかわかっている。

　日菜が炎琉を見つめる。

　炎琉を前に、自分がなすべきことを日菜はわかっているつもりだった。

「……日菜」

　風雅が躊躇ためらうように促うながす。

　迷いや怯おびえがわずかにでもあるようなら、正式に覚醒したとしても日菜に炎琉は祓えない。

　日菜が答えるよりも先に炎琉が傲ごう慢まんに顎あごを上げる。

「破は邪じやの姫ひめ君ぎみに私は祓えませんよ。姫君のその優しさがある限り」

　嘲ちよう笑しようするようにそう言って、炎琉はわざと口ぶりを変える。

「ねえ、白咲さん？　そうでしょう？」

　一度は慕った相手を祓えるほど日菜は心が強くない。

　そのためにわざと炎琉は、優しく振る舞まったのだ。

　煌陵で出会った初めから。

　炎琉の言動はすべて、麗うるわしい面おも差ざしの下で打算が働いている。

「優しさは、妖にとっては弱さと同じです。……くだらない」

　鼻で笑い飛ばせるほど、確かに炎琉にとってはくだらない、取るに足らない事こと柄がらだった。愛だの恋だのが人を強くもするし、弱くもする。

　それは単なる事実として知っていたけれど、炎琉には関係のない話だ。

　炎琉は妖なのだから。

　己以外は誰も信用しない。

　同じ犬神の一族の者ですら、炎琉は心の底では信しん頼らいしていない。護まもるべき者として庇ひ護ごしてはいるけれども、いつ寝ね首くびをかかれるかわからないからと警けい戒かいは怠おこたらない。

　そんな殺さつ伐ばつとした世界しか、炎琉は知らない。

　灰色にくすみざらざらとして深呼吸などできない、砂すな地じ獄ごくの底の果て。

　それが炎琉の世界のすべてだ。

「退がっていろ」

　そう言って風雅が日菜を安全な場所に避ひ難なんさせようとするが、日菜はきっぱりと首を横に振った。

「私がやります」

　ぐい、と、腕うでで頰ほおに残る涙なみだを拭ぬぐい取る。

　身体からだの中には、温かな気が満ちている。破邪として本格的に覚醒したのだということは、日菜自身言われるまでもなくよくわかっていた。

　能力の使い方も今では水が土に染しみこむように自然と理解できる。

　妖力は満ちた。

　そして炎琉は、日菜が祓わなくてはならない相手だ。

　迷いを捨てる。

　怯えを捨てる。

　怖こわがってばかりいた過去の自分を捨てる。

「お前が祓ってやる必要などない。あいつは俺が殺す」

　声を低めた風雅に、日菜はもう一度、ゆっくりと首を横に振った。

「風雅さんが殺してはだめです。妖同士でも禁きん忌きでしょう」

「だが……！」

「風雅さんにそんなことをさせるわけには行きません。これは私の務めです」

　風雅がおもしろくなさそうに唇くちびるを嚙かむ。

「……目覚めたと同時に余計な知ち恵えをつけやがって。さっきまではあんなに可愛かわいかったのにな」

　戦うことが好きな妖にも掟おきてはあり、殺さつ戮りくは特に禁忌とされている。

　よほどのことがない限り、小こ競ぜり合いが命の奪うばい合いにまで発展することはない。そんなことになれば血で血を洗い収しゆう拾しゆうがつかなくなるとわかっているから、各一族の長おさが厳しく戒いましめている。

「あの人は、私が」

「何を悠ゆう長ちように話などしているのです！　そちらから来ないのなら、こちらから参りますよ！」

　炎琉の中にも、激しい憎ぞう悪おが渦うず巻まいている。

　──この私を祓った。一時的にとはいえ、祓い、私の自由を奪った。

　敵。

　日菜は敵だ。

　自分に刃やいばを向けた相手を、命ある限り絶対に許すわけにはいかない。

「気に入りのおもちゃとしてそばに置いてもいいと思う程度には楽しめそうだったのですが……殺さなくてはならないとは、残念ですよ」

　言葉とは裏腹に、ぺろりと唇をなめて炎琉が敵意丸出しの酷こく薄はくな笑えみを浮かべる。

　地じ獄ごく絵え図ずが繰くり広げられる予感に、日菜はぐっと唇を嚙み締しめた。

　逃にげることはできない。一歩たりとも退くことはできない。

　この身体に流れる血にかけて、母や祖母から代々受け継つがれてきた破邪の血潮にかけて、今度こそ。

　──この人を、祓う……！

　新たにして、壮そう絶ぜつな戦いが始まる。

　もう誰も止めることはできない。
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「私に矢を放ちますか？　前と同じように？」

　炎琉がわざと、心臓の辺りを見せつけるように手をあてがう。

　以前に炎琉を矢で討ったことを、その手て応ごたえをありありと思い出し、日菜は思わず息を詰つめた。

　無意識のうちに一歩あとずさるのを、背後に立つ風雅が身体で支える。

「……弱みを見せるな。やつはそこをついてくるぞ」

「破邪の弓を構え、無む抵てい抗こうの者を討ちますか？　さぞ気分の良いことでしょうね」

　日菜たちが炎琉と対たい峙じしているそばでは、手纏たちが炎を防ぐことに全力を注いでいる。

「なーにが、無抵抗、よ！　防ぼう御ぎよしていなかったら、今いま頃ごろあたしたち全員蒸むし焼きどころか灰になっているわ！」

　気き丈じようにそう言うものの、手纏の美しい額には脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。

　手纏と李氷と、そして螺鈿までもが。

　周囲に張り渡された凄すさまじい熱を持つ炎の壁かべに手をかざし、これ以上の侵しん食しよくを防いでいるのだ。

　辺りはすべてこの灼しやく熱ねつの波に空まで覆おおわれ、逃げ場はどこにもない。炎琉の得意とする、異空間ごとの乗っ取りだ。

　炎はじわじわと手纏たちに競り勝ち、熱をますます増していく。身を守る術すべがなかったら、手纏の言う通り、とっくに喉のどから焦こげて死んでいるだろう。

　風雅はそれ以外の攻こう撃げきに目を光らせている。

「おや、そちらはまだ余よ裕ゆうがあるようですね」

　さすがに、一度に全員の相手をするつもりはないのだろう。炎琉は妖よう力りよくを分け与あたえた火に手纏たち三人の相手をさせている。

　己おのれの能力を過信することなくきちんと知っている分、炎琉は用心深い。

　強い者ほど用心を欠かさず、獲え物ものに対して常に全力を注ぐものだ。

「それでしたら、遊び相手を差し上げますよ」

　炎琉が印を切る。

　その無造作なしぐさひとつで炎から無数の獣けものが生み出され、ただでさえ手て一いつ杯ぱいの手纏たちを煩わずらわせる。

　集中力が途と切ぎれれば、炎の壁が目前まですぐに迫せまり来る。この中で唯ゆい一いつ身を守る術を持っていない日菜に、炎が近づいてしまう。

「悪あく趣しゆ味み……！」

　手纏の喉のど笛ぶえに、猪いのししのような姿の炎えん獣じゆうが一いつ匹ぴき躍おどりかかる。

　間に合わない、と手纏が固く目を瞑つぶる。

　炎の侵食を抑おさえているため、自由には動けないのだ。

「余力も残っていないのなら、おとなしくしていろ」

　風雅があきれたように言って、腕の一ひと薙なぎで旋せん風ぷうを起こして炎獣を払はらいのける。

「少し妖力を貸してやる。それでしばらく持ちこたえろ」

　指を鳴らし、手纏に妖力を移し込む。

「ありがたいけどむかつくわ」

　風雅が、つとあることに気づいて、そんな場合ではないとわかっているのに思わず口の端はしを綻ほころばせる。

　──日菜あれと手纏これは、変なところで似ているものだな。

　怒おこったり喜んだり笑ったり泣いたり、色々忙いそがしい。

　表情がくるくる変わるから万まん華げ鏡きようのようで、見ていて飽あきない。

「感謝しているのか怒っているのか、どっちなんだ？」

「どっちもよ！」

　今度こそ、風雅はたまらずに小さく吹ふき出した。

　──答え方まで似ているとは。おもしろい。

　炎琉が憮ぶ然ぜんと呟つぶやいた。

「随ずい分ぶんと余裕のようではありませんか……！」

　こちらは全然おもしろくなかった。

　すべての妖あやかしから恐おそれられる自分を前にして、風雅のこの余裕めいた態度は何だ。

　恐れおののきながらも、死力を尽つくして挑いどみかかってくるからこそおもしろいのに。

　そして炎琉は叩たたき潰つぶした相手の魂たましいに、恐きよう怖ふと憎悪を植えつけるのだ。そうすれば炎琉に殺された相手は炎琉のことを絶対に忘れない。

　忘れ去られることのないよう、刻印を施ほどこすのだ。

　殺すことは愛だ。どうでもいい相手に手は出さない。

　炎琉が手を出すということは、興味を持ったということと同じ。

　そして興味を持った相手を、炎琉は殺さずには、堕だ落らくさせずにはいられない。

　炎琉のこの歪ゆがみきった感情表現を理解できる者はいない。

　だから恐れる。

　風雅は冷静に答える。

「お前の相手はこいつがするそうだからな。となると暇ひまだし、妖力なら余っている」

「あなたのそういう態度が、いちいち鼻につくんですよ……！」

　生まれた時から選ばれた存在である妖よう狐この青年のことも、炎琉は激しく憎にくんでいる。

　最初は、風雅から日菜をかすめとれば気が済んだはずだった。

　けれど日菜はいやがり、風雅も譲ゆずらなかった。

「第一、こんな頼たよりない破は邪じやの姫ひめに私を祓はらえるはずがないでしょう！　自うぬ惚ぼれるのもいい加減にしてほしいものですね！　いつまでも妖狐の天下ではないのですよ。妖狐の次期長であるあなたを地べたに這はいつくばらせ、今度こそ犬神が妖世界を支配してやりましょう。そのさまを、冥めい界かいで指をくわえて見ていればいい……！」

　風雅に背後を護まもられ、日菜は目眩めまいがするような根深い炎琉の憎ぞう悪おをつぶさに感じ取っていた。

　流れ込むように感じ取ることができる。

　共鳴する。

　炎琉の恨うらみつらみ、悲しみ憎しみ。

　なんて激しい。

　なんて悲しい。

　子供のように泣なき喚わめく声が聞こえる。

「……哀かなしいんですか？」

　ぽつりと転がり落ちるようにして呟かれた一言に、炎琉は憤ふん怒ぬの表情を浮うかべる。

「世よ迷まよい言を……！　あなたに何がわかるというのです!?」

　犬神として生まれた苦しみは、犬神にしかわからない。

　同情など神経を逆さか撫なでされるだけだったし、犬神以外の妖が──歪いびつな生まれ方をしていないすべての生き物が、炎琉は憎い。

　憎んで殺し、断だん末まつ魔まの響ひびきを独どく占せんして微笑ほほえむ。

　──死してなお、私のことだけを考えなさい。そうすればあなたは、未み来らい永えい劫ごう私のものです……！

　その思考のすべてが手に取るように流れ込んできて、日菜は息が止まりそうになった。

　──冷たすぎて、触ふれた端はしから手が切れてしまいそうな……。

　手に触れるどころか目にするだけで凍こごえて凍こおりついてしまいそうな、永久の絶望。

　ふと、煌陵の授業で習った死の湖のイメージが頭をよぎっていった。

　触れた者をすべて石にしてしまう、赤い湖。

　死の湖。

　塩の濃のう度どが濃こく、生き物は皆みな石せつ灰かい化かして死んでしまう。わずかに特化した生き物だけがこの湖のほとりで生き延びることを許される。

　大たい抵ていの生き物は皆命を落としてしまうから、その周囲はとても荒こう廃はいしていて、白と黒の入り混じった灰色だけが溢あふれていて。

　孤こ独どくな世界の色はきっとこういう色をしているのだろうなと、日菜はなんとなく思ったものだ。きっと物音はなにひとつ聞こえない。

　静せい寂じやくだけが耳を打つ。

　声を発してもこだまして返ってくることすらなく、空に散らばって喪うしなわれてひたすら寂さびしい。

　地理の教科書で見ただけのその光景がやたらと記き憶おくに残っていたのはきっと、日菜が無意識のうちに死の湖と炎琉のイメージとを重ね合わせていたからだろう。

　切望にも似た憎しみを糧かてに、犬神たちは妖世界を暴れ回り、残ざん虐ぎやくの限りを尽くしてきた。

　灰色一色の世界に少しでも彩いろどりがほしくて、けれど得られたのは冷たい侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしと力ちから尽ずくで手に入れた血の赤だけ。

　血は乾かわくと黒ずみ、犬神たちに鮮あざやかな彩りを与えない。

　どうして憎まれる。

　どうして嫌きらわれる。

　答えを求めて人間を手にかけ、妖を殺し、血を浴び肉を浴びて。

　永の眠ねむりから醒さめたことで、妖世界を守る長老たちが何を捨てても警けい戒かいせずにはいられないほど、炎琉はすべての生き物にとって脅きよう威いだった。

「……私の大事な炎えん華かに、久々に人肉を喰らわせてあげましょう。炎華の美しさがさぞや増すことでしょうよ」

　炎華──炎を凝こらせた刃やいばを手に出現させ、炎琉は狂くるおしいほどの憎ぞう悪おを全身に滾たぎらせた。

　綺き麗れい事ごとを口にする輩やからは大だい嫌きらいだ。

　二度と世迷い言が口にできないよう、今すぐにでも息の根を止めてやる。

「あなたは私を殺せない。私はあなたを殺せる」

　大ぶりな刃は、ひゅ、とかざしただけで小さな炎をいくつも飛び散らせる。

　小さいと言っても日菜の拳こぶしよりは大きい。炎はすべて火をまとったかまいたちに変化した。

　全身を火に焼かれ、悲鳴を上げているのか喜んでいるのかわからない不気味な声を上げて日菜に飛びかかる。

「させるか！」

　風雅が、そのひとつひとつをすべて風を起こして弾はじき返す。

　けれど、間に合わないものもある。

「……っ！」

　かまいたちが、衣装の裾ごと日菜のふくらはぎを大きく切り裂さいていく。

　一いつ瞬しゆん感じたのは、痛みよりも熱さだった。

　滴したたる、血。

　その間、日菜は微び動どうだにしなかった。痛みよりも何よりも、炎琉の持つ深すぎて絶望よりも昏くらい闇やみが胸に痛かった。

　炎琉だけを、真っ黒に澄すんだ瞳ひとみでじっと見つめ続ける。

「私の勝ちは目に見えているんですよ」

　暗く深い、底なしの沼ぬまよりも深い絶望の闇。

　一度でもその闇に触れたら、あとは沈しずむだけ。

　浮き上がることはできない。助けることも出来ない。

　炎琉は腹の底から叫さけぶ。喚く。

「だから、そんな目をして私を見るのは止やめなさい！」




　手纏、と。

　日菜はその名を呼ぼうとした。

　手纏を呼べば、破邪の弓を手にすることができる。

　白く輝かがやく大きな弓を使うことで、日菜の破邪の能力は発揮されるのだ。

「させませんよ……！」

　にやりとほくそ笑えんだ炎琉が印を切り、大きな火柱を爆ばく音おんと共に燃え上がらせた。

　大きく大きく燃え上がった炎は、たちまちのうちに日菜たちをそれぞれ閉じこめる砂の器うつわに姿を変える。

「砂時計……？」

　透とう明めいな硝子ガラスの壁かべに手をついた日菜は、啞あ然ぜんとしてその檻おりを見上げる。

　首を上向けると、細くくびれた天てん井じようから砂が降り落ちてくる。

「出口が、ない……!?」

　慌あわてて辺りを見回すが、出口らしきものはどこにもない。それどころか足首を埋うめるまで砂が降り積もり、動きを鈍にぶらせる。

「風雅さんたちは……!?」

　だんだんと硝子を叩たたきながら外を覗のぞきこむ。

　分厚い硝子は日菜が全力で叩いたどころではびくともしない。

　風雅たちもそれぞれ砂の器に囚とらわれているようだった。

「美しい砂でしょう？　時の砂です。時が流れている限り降り続けるのです。決して止めることはできません」

　勝ち誇ほこった炎琉が、五つの砂の檻を陶とう然ぜんと見つめている。

「一刻もしないうちに砂に頭上まで埋まります。じわじわと死ぬ恐きよう怖ふをたっぷりと味わわせて差し上げますよ」

　炎琉の高笑いと砂の落ちる音だけが、その場に響き渡わたった。
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　さらさらと降り落ちる時の砂。

「く……っ！　絡からみつく……！」

　すでに風雅の腰こしの辺りまで砂に埋まっている。

　──どれだけ妖よう力りよくをぶつけても、びくともしないとは……！

　術だけではなく、力任せに拳を打っても蹴けっても、硝子の檻はびくともしない。さすがの風雅も疲つかれ、額に汗あせを滲にじませている。

　容よう赦しやなく降り積もる砂を腕うでで避さけながら目を移すと、隣となり合う硝子の檻の中で座りこんだ日菜はもう胸まで砂に埋もれていた。

「立て！」

　咄とつ嗟さに声が出る。

　座りこんでいては、砂に埋もれるのが早くなるだけだ。

　風雅の声が聞こえたはずはないのに、何かに気づいた日菜が壁を拳で叩いて懸けん命めいに何かを訴うつたえる。

　立たないのではなく、立てないのだ、と。

　風雅は声なき叫びを正しく理解した。

　砂が、足かせになっているのだ。

　やわらかい砂すな粒つぶは、大量にあることで想像もできないような重さとなる。

　さらさらとしている分固まらず足を取られ、気がつくと抜ぬけ出すこともできない砂すな地じ獄ごくと化す。

「くそ……！」

　砂の流れは恐おそろしいほどに速く、風雅もあっというまに胸むな先さきまで埋まる。こうなるともう、もがけばもがくほど埋もれていく。

「李氷！　手纏！　螺鈿もか……！」

　李氷たちはそれぞれ、似たような器の砂地獄の中で何とかして逃にげようと足あ搔がいていた。

　炎琉がひとり、狂ったように哄こう笑しようを放っている。

　風雅の力をもってしても破れない牢ろう獄ごくが、彼らに破れる訳がない。

　だん、と風雅の拳が壁を叩く。

　──俺たちはまだ保もつが、日菜はもうあまり長くは保たん……！

「私に逆らう妖あやかしなど必要ありませんからね。いかがです、砂すな風ぶ呂ろの塩あん梅ばいは。まだ退たい屈くつなら、姫ひめ君ぎみの檻に巨きよ大だいな蠍さそりでも入れて差し上げましょうか？　赤い血が飛び散り可愛かわいらしい顔が恐怖に引き攣って、さぞや楽しい見み世せ物ものとなることでしょうよ」

「やめろ！」

　炎琉の声は聞こえるが、日菜たちの声は聞こえない。

　すべてを聞き取れているのは炎琉だけのようだった。

　この世の理ことわりの一部でもある、時と同じく降り続ける時の砂の存在は風雅も聞き覚えがあった。けれどどこに存在するのかも知らなかったし、手を出そうとしたこともなかった。

　──炎琉のやつ、妖世界だけではなく世の理にまで手を広げていたのか……！

　十三長老たちでさえ警けい戒かいするはずだ、と得心する。

　ある意味生まれたての赤子と同じように、炎琉には箍たがというものがないのだろう。

「ああでも、姫君の血が砂に吸い取られてしまうのは惜おしい。あなた方を蠍の餌え食じきにしてしまうほうがおもしろそうですね。姫君の血は一いつ滴てきあまさず頂くことにします。折せつ角かく能力が目覚めきったことですしね」

「お前、とことん趣しゆ味みが悪いな……！」

　だん！

　壁に打ちつけた拳に血が滲む。

「吸うなら、まず俺の血を吸え。犬神が羨うらやむ妖よう狐この生き血など味わう機会は、そうはないだろう」

「いやですよ、気色の悪い。あなたが女性だったら考えないこともなかったんですがね。下手へたな時間稼かせぎのつもりなら、無む駄だです」

　風雅はもう痛みすら感じ取る余よ裕ゆうがない。日菜のことだけを考える。

　何か退路は、活路はないものか。

　もう一度周囲を見回すと、息苦しさに喘あえぎ、日菜はすでに首まで砂に埋もれていた。

　必死になって立ち上がっても、上から一定の量と速度で落ちてくる砂のせいで逃げることができない。日菜の顔が苦しげに歪ゆがみ始める。

　風雅ははっと気づく。

　ここは完かん璧ぺきに密閉された檻の中。

　砂に埋め尽つくされるよりも、もしかして酸素がなくなるほうが早いのではないだろうか。

　──日菜……！

　風雅の中を、一気に焦しよう燥そうが駆かけ抜けていった。

　どうすれば。

　どうすればいい。

　このままでは日菜の命の火は、じきにかき消えてしまう。護ると決めた存在が命の瀬せ戸と際ぎわに追い詰つめられているのを見て、己おのれの無力さを呪のろいたくなる。

　──どうしたら……！

　さしもの風雅も打つ手立てがない。

　降りかかる砂の重みに、とうとう抗あらがいかねてがっくりと膝ひざをつく。他ほかの妖たちも暴れ尽くして疲ひ弊へいしているようだった。

「──日菜だけは、違ちがうんじゃないのか」

　破は邪じやである日菜の血を、炎琉は欲ほつしていた。

　ならば、今ここで日菜を殺してしまっては意味がないのではないだろうか。

　風雅は最後の望みを懸かけて訊たずねる。

　炎琉には彼らの声がきちんと聞こえている。もちろん、断だん末まつ魔まの呻うめきに耳を楽しませるためだ。

　──だから犬神は爪つま弾はじきにされるんだ。とことん趣味が合わん。

　炎琉は鼻を鳴らしてつまらなそうに答える。

「亡なき骸がらからでも血は頂けますよ。生き血には少々劣おとりますが。私は、私のものにすると決めたら絶対に逃がしはしません」

　たとえ相手を殺してでも自分の、自分だけのものにする。

「……これだから犬神は。お前の、そういうところが半はん端ぱ者ものだっていうんだ……！」

　日菜を求めたのなら、最後まで求め続けるべきだ。手に入らないなら要いらないと放ほうり出すのであれば、子供が癇かん癪しやくを起こしているのと変わらない。

　風雅の台詞せりふに、炎琉が片方の頰ほおだけをぴくりと痙けい攣れんさせた。

　犬神の炎琉にとって、半端者という言葉はもっとも矜きよう持じに障さわる。

「ふん、往おう生じよう際ぎわの悪い……退屈なようですね。ですが、まだまだ楽しませて差し上げますよ！　そら！」

　炎琉が底意地の悪い高笑いに喉のどを仰け反らせ、印を切る。日菜を除く全員の目の前に、大きな蠍が出現する。

　砂をものともしない蠍は、獲え物ものを見つけて素す早ばやく鋏はさみを振ふり上げる。

　平静でも、両りよう腕うでを広げたほどの大きさのある蠍を相手にするのは難しい。身動きすらろくに取れない今の状じよう況きようでは立ち向かうどころか、身をかわすこともできない。

　毒針で刺さされるよりも前に、あの鋏で挟はさまれたら首など一いつ瞬しゆんにして断たち切られてしまうだろう。

　──くそ……これまでか……？

　日菜が、風雅たちに襲おそいかかる巨きよ大だい蠍さそりの存在に気づいたらしい。

　砂に埋うもれながらも、半はん狂きよう乱らんになって暴れている。砂で傷だらけになった手で檻おりを叩たたき、何かを必死に叫さけんでいる。

　風雅は強く願う。

　何とかして、日菜の命だけでも救いたい。

　──誰だれでもいい、頼たのむ……！

　妖狐として生を受け、生まれて初めて神仏に祈いのる。

　──日菜だけでも、助けてやってくれ……！

　蠍が鋏を振りかざす。炎琉の哄笑が最さい期ごになっても癇かんに障る。

　もはやこれまでか、と風雅が覚かく悟ごを決めかけたその時。




　ばりん。




　硝子ガラスを破る乾かわいた音が、一いつ瞬しゆん遅おくれて耳に届いた。
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　硝子の檻がひび割れる。

　中に密集していた砂が行き場を得て流れ出し、ひびが大きくなってあっというまに砕くだけ散る。

「きゃ…………！」

　身体からだごと硬かたい地面の上に流れ落ちて、肺に酸素が一気に流れ込んでくる。

　咳せき込みながらも日菜は、胸いっぱいに息を吸いこんだ。

　檻の外には炎が燃え盛っている。

　焼けて焦こげ臭くさい空気が、こんなにおいしく感じるとは思わなかった。

「……っ、つる、ぎ……!?」

　ぜいぜいと荒あらい呼吸を繰くり返しながらも日菜が何とか顔を上げると、おさななじみの青年が瑞みず々みずしいまでに気を漲みなぎらせ、真しん剣けんの柄つかを摑つかみ直して風雅の檻へと躍おどりかかるところだった。

　剣の持つ白はく刃じんの刃やいばが硝子の檻を突つき破り、活路を与あたえる。

　李氷の檻、手纏の檻、螺鈿の檻へと次々に息つく間もなく挑いどみかかりながら、剣は集中力を途と切ぎれさせることなく声を張り上げる。

「日菜！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　うん、と頷うなずいて返す。

　日菜の次に外に飛び出した風雅が、剣に結界を与える。

　剣という異物の混入に束つかの間茫ぼう然ぜんとしていた炎琉が剣に手を出すよりも早く。

　まだ苦しさに肩かたを上下させている日菜と違い、妖あやかしたちの動きはそれぞれ俊しゆん敏びんで無駄がなかった。

「どうして、剣が、ここにいるの……？　それに、その刀……っ」

　咳き込みすぎて、まだ声を出すのは辛つらい。喉に砂が残っている。

　涙なみだを浮うかべて激しい咳せきを繰り返すと、同じく檻から解放された手纏にすっと背中に手をあてがわれて、一気に呼吸が楽になった。

「目障りだ……失うせろ！」

　辺りを取り巻く炎の壁かべを、手加減なしに印を切った風雅が一気に打ち消す。

　李氷はその隙すきを突いて炎琉に奇き襲しゆうをかけ、螺鈿が独断で後方援えん護ごを行う。

　今この場において共通の敵は炎琉だ。

　螺鈿の判断は的確かつ素早かった。

「日菜さま。大丈夫？」

　日菜は、優やさしい、しっかりとした感かん触しよくの腕うでにしがみつく。

「手纏！　手纏は大丈夫なの!?　他の皆みんなは!?」

「何とかね。あと一瞬硝子が割れるのが遅おそかったらと思うと、ちょっとぞっとするけど」

「風雅さんは!?」

「あちらに」

　駆け寄ってきた李氷が示す。

　風雅は鬼き気き迫せまる面おも持もちで巨大蠍を片づけにかかっていた。

　李氷や手纏を襲っていた分もまとめて三匹びきを一気に術で押し潰つぶし、螺鈿は螺鈿で自分に襲いかかっていた一匹を腹立たしそうに仕留めている。

　剣が、その間もずっと、緊きん張ちようを途切れさせることなく真剣の刃を炎琉にぴたりと向け続けていた。

　すっきりと構えた立ち姿に、そら恐おそろしいほどの気き迫はくが滲にじむ。

　炎琉は少し離はなれたところから向けられている刃に、多少たじろいでいるようだった。

　日菜は首を傾かしげる。

　──炎琉さん、あんなに強いのに、剣のことが怖こわいの……？

　日菜の内心の疑問は、手纏の声で打ち消された。

「あの子が持っているの、あれ、天てん下が五ご剣けんの刀じゃない!?」

「名刀と名高いあの刃ならば、妖も斬きれます。それを見て取ったから炎琉は動けずにいるのでしょう。下手へたに動くと命取りになりかねません」

「煌陵にあったのかしら。国宝級よ、あれ。破は魔まの宝ほう剣けんだもの。香子さまのお供をしていたときに見たことがあるわ」

　日菜は目を凝こらして、剣ではなく剣が持っている刀を見つめる。

　かすかにだが、見覚えがある。

「あの刀……、確か、理事長室に飾かざってあった……」

　茫然として呟つぶやく。

　理事長室には転入時の一度きりしか入ったことはないが、英国趣しゆ味み全開の部屋に日本刀が飾ってあってとても目立っていたので、よく覚えている。

　剣は理事長の刀を借りてきたのか。

「……愚おろかしい。人間の分際で、私の邪じや魔ま立だてをするつもりですか？　死にたいのですか」

「日菜に手出しはさせない。護まもると決めた誓ちかいは今も変わらない」

　炎琉が、剣の浅はかさをとことん馬ば鹿かにしたように笑う。

　妖よう魔まを断ち切る伝説の名刀を見て一いつ瞬しゆん怯ひるんだのは不覚だったが、それを携たずさえているのはただの人間だ。

　長い年月を飽あきるほど生きている炎琉にとっては、剣など赤子も同然だ。

「襲ってくる前にあなたの息の根を止めることぐらい、簡単なことですよ」

「それでも、ただ指をくわえて見ているよりよほどましだ！」

「たかが人間のくせに……！」

　全身に蛇へびのように炎を纏まといつかせ、炎琉が恫どう喝かつする。

　炎琉の人間に対する恨うらみは根深い。

　たかが煌陵の生徒ごときに刃を向けられるなど、恥ち辱じよくの極きわみだ。許せない。許せることではない。

　炎琉の意識が完全に剣に向けられたのを見て取り、風雅が仕し掛かける。

　生き延びるために、炎琉に勝つために。

　多少卑ひ怯きような手段であろうとも構いはしない。

　勝つことよりも、負けないことこそが重要だ。

「行け！　雷らい撃げき！」

「っ、小こ賢ざかしい真似まねを……！」

　炎琉がはっと我に返る。

　──剣を、助けてくれたんだ……！

　日菜は気づく。

　あのままでは多分、剣は瞬しゆん時じにして命を絶たれていただろう。炎琉はこういう時に情け容よう赦しやはしない。

　そうさせないように、わざと風雅が注意を引きつけたのだ。

　自らの危険を顧かえりみずに。

「……手纏！　弓を貸して！」

「日菜さま!?　だって日菜さまは怪け我がを」

「平気。早く！　この隙を逃のがしたらいけないの」

「無む茶ちやよ。だって怪我をしているのは右足なのよ！　日菜さま、ひとりじゃろくに立てもしないじゃないの！　それでどうやって弓を射るつもりなの!?」

　手纏の声が悲痛な響ひびきを帯びる。

　それもそのはず。

　傷口から滴したたり落ちた血が、日菜の足もとに血溜だまりを作っている。李氷が懸けん命めいに血を抑おさえようと術をかけているが、傷が深すぎてあまり効果がない。その上、日菜はちっともじっとしていない。

　李氷が術をかけていなかったら、日菜はもうとっくに気を失っていたかも知れない。

　──意識がある分、痛みがひどいけど。

　傷口に砂が入り込んだのか、痛みの質が変わっている。焼けつくような出血の痛みよりも、砂の激痛が日菜に絶え間なく襲おそいかかる。

　脂あぶら汗あせが全身を濡ぬらす。

　けれどその感覚ですら不快ではなかった。

　妖よう力りよくが暴走し、光の渦に吞のみ込まれかけた、あの生と死の境目に較くらべれば。

「痛みがあるだけ、まだましだわ……！」

　生きているからこそ痛みを感じるのだ。痛みを感じなくなったら終わりだ。

「手纏。手を貸して。お願い」

　日菜の意図に気づいた手纏が、日菜の右側を支える。

　左側は李氷が黙だまって支える。

　これで何とか立っていられるから、手が自由に使える。

　手纏からそっと手て渡わたされた、白い破は邪じやの弓を構える。

　代々の破邪が、さまざまな痛みや苦く悩のうと闘たたかいながらも使ってきた弓だ。

　いざ立ち上がると足に走る激痛に目がかすみ、汗あせが滴り落ちる。

「日菜さま、今だけ頑がん張ばって……！」

　全身が震ふるえて、手足に力が入らない。

　それでも日菜は弓を手放そうとせず、何とか矢を射ようと腕を上げて構えるのだが、重さに耐たえきれずに弓が落ちかける。

　炎琉は風雅の間断なく仕掛けてくる攻こう撃げきに気を取られ、日菜のことにまで気を回す余よ裕ゆうがない。妖よう狐この次期長おさとしての実力は、日菜という護る存在を得た今、炎琉に充じゆう分ぶん拮きつ抗こうする。

「日菜さま、危ない……っ！」

　ふらりと背後に倒たおれかけた日菜を、手纏と李氷が慌あわてて支え直す。

　落下しかけた弓を、さらりと拾い上げる手があった。

「螺鈿、さん……？」

「手伝ってやるよ。今はまだ俺が守護役だからな」

　どういうこと、と事情を知らない手纏の細い眉まゆが一気に吊つり上がったが、詳しよう細さいを説明している暇ひまも余裕も一いつ切さいなかった。

「ちょっとあんた、日菜さまに勝手に触さわらないで！」

「そんなことを言っている場合か。あんたらは身体からだをしっかりと支えていろ。俺が肘ひじを固定してやる」

　背の高い螺鈿が日菜の背後に回り、特に力が入らず震えて仕方ない両りよう肘ひじを上からそっと持ち上げる。

　弓を構えるのが、一気に楽になる。

「……こんなに助けてもらってばかりの破邪って、私の他ほかにいないよね。『妖あやかし秘話』や『妖奇き譚たん』にも載のっていないよ、きっと」

「周囲が助けたくなるのは、あんたが弱々しいからじゃない。必死に頑張っているからだと、俺は思う。俺が言えた義理ではないかもしれないが」

　螺鈿らしい、飾りも捻ひねりもない言葉が嬉うれしい。

　嬉しいと思う感情が力になる。

　励はげまされれば誰だれだって頑張ろうと思うし、痛いときには弱音も吐はく。

　日菜は本当に普ふ通つうの少女なのだ。身体や能力が妖に変化しても、日菜の意識は驚おどろくほど変わらなかった。

　奇き特とくなことだ、と手纏は思う。

　──破邪だってもてはやされて、いい気になったりしてもおかしくない立場なのに。

　それなのに、日菜はちっとも変わらなかった。

　むしろ、破邪としては出で来き損そこないだと言って謙けん虚きよに振ふる舞まっていた。

　──そういうところが変わっているけど、でも、日菜さまらしいわ。

「行きます。もう少しだけ力を貸して」

「任せて」

「もちろんです」

「任せろ」

　三者三様の返答に淡あわく微笑ほほえみ、腹部に力を込める。

　──祓はらう。絶対に、祓ってみせる…………！

　意識がなくなってしまっては破邪の能力も使えなくなるから、この一度が最初で最後の機会だろう。

　できるだけ焦あせらずゆっくりと息を吸い込み、余分な緊きん張ちようを篩ふるい落として意識を高める。

　破邪の弓は、気力がすべて。

　日菜の意図に気づいた風雅が、ありったけの妖よう力りよくを放出して炎琉を羽は交がい締じめにする。雷かみなりを織りなした蔓つるで四し肢しを押さえ込み、逃げられないようにする。

「討うて……！」

「…………っ[image: !!!]」

　全身の力を振り絞しぼって、ありとあらゆる願いをこめて、日菜は矢を放つ。

　白い矢の先が、炎琉の胸に吸いこまれてゆき。

　炎琉に突つき刺ささった箇か所しよから、白い閃せん光こうが[image: 迸]ほとばしり出る。

　耳を覆おおいたくなるような絶ぜつ叫きようが、炎琉の喉のどから溢あふれ出た。

「う……があああああああああっ！」

　魔まを祓うだけではなく、破邪の矢が炎琉の命ごと奪うばい取っていく。炎琉は、何が起こっているのかわからない様子だった。

　以前に封ふうじられたときとは全然違ちがう。

「何だ、これは……何だ、これはああっ!?」

　胸に刺さる矢を引き抜ぬこうともがき、恐きよう慌こう状態になって叫さけぶ。

　こんなことは初めてだった。

　矢はびくともしない。

　身体の力が吸い取られていく、奪われていく。

　──否いな、一度だけ、同じ感覚に襲われたことがある。

　炎琉は思い出す。

　これは犬神になるために生き埋うめにされ、死にゆくときと同じ感覚。

　あの絶望めいた恐きよう怖ふとまったく同じだ。

「何故なぜ……っ!?　あなたは、私を、殺せないはず、だったのに…………！　破邪とは、そうしたものの、はず……」

　炎琉が唇くちびるの端はしから血を流して呻うめく。

　身体中からこぼれ落ちる命の洪こう水ずいを止めることができず、茫ぼう然ぜんとしている。

　どす黒い血が流れ、流れ尽つくしていくのがわかる。

　破邪は祓い浄きよめこそすれ、妖を殺すことはできない。それが炎琉の打算であり、誤算だった。

　破邪の弓が命を奪う。

　日菜の頰ほおを涙なみだが止めどなく伝い落ちる。

　命を奪うという行こう為いは恐おそろしい。指先から血の気が引いて凍こごえていくが、仲間に支えられてぬくもりを分け与あたえられる。

　そのぬくもりがある限り、日菜は大だい丈じよう夫ぶだ。

　ひとりで寒さに耐えなくてもいい。

　孤こ独どくと常に対たい峙じしなければならない犬神とはそこが違う。

　日菜には仲間がいる。

　その仲間を護まもるためにも、日菜は強くなるのだ。

　炎琉が犬神としての体たい軀くすら保つことができず、徐じよ々じよに崩くずれ落ちてゆく。

「……許してくださいと、言うつもりはありません。破邪だのなんだのと綺き麗れい事ごとを言っても、私は殺さつ戮りく者しやです」

　風雅以外の、その場にいた全員が息を吞む。

　炎琉がこうなるとわかっていて、むしろそうなることを意図して、日菜は弓を放った。

　ただ射れば浄めの能力を発揮する破邪の弓は、妖力をありったけこめて放つことで普通の弓よりよほど強い殺傷力を持つ。妖よう魔まを祓い、浄めきれなかった分は消していくしかない。

　日菜は目の前の惨さん状じようから目をそらすことなく、静かに言葉を紡つむぐ。

　戦いに満まん身しん創そう痍いになりながらも風雅がいつのまにか日菜の身体を抱だき取っていて、抱き締しめる腕うでの強さに勇気づけられる。

「あなたはもう、救いようがないほどとことんまで魔に染め尽くされていたから。こうすることしか、思いつかなかった」

　そして日菜には、炎琉が泣なき叫んでいるように見えたから。

　死にたがっているように、死を希ねがっているように見えたから。

　──あなたはずっと、犬神としての生を受けてからずっと、安らかに眠ねむりたがっていたから。

　それでも、日菜は自分のしたことを正当化しようとは思わない。

　破は邪じやになるということは、妖魔殺しの罪を得るということだ。

　けれど、もう逃にげない。

　風雅の支えを断り、日菜は炎琉のもとへと一歩ずつ、よろよろとよろめきながら歩み寄る。

　身体を失い、なおも呻き呪のろいの言葉を撒まき散らそうとする断だん末まつ魔ま。

　最さい期ごの声が血に溶とけて消えゆく。

　やがて、沈ちん黙もくする大きな血ち溜だまりとなった炎琉の前にしゃがみ込み、静かに静かに手を合わせた。

　炎琉のためにではなく、愚おろかな人間のせいで犬神に落とされてしまったひとつの命のために祈いのる。

　願わくば。

　願わくばこれで、どうか炎琉が安らかな眠りに就つくことができますように。

　もう二度と憎にくしみに囚とらわれることなく、心安らかでありますように。

　破邪の能力とは妖や人間たちのためではなく、永遠にも等しい苦しみにもがき苦しむ妖魔たちを救うためにあるのかもしれない。

「ひっ……っく、う……」

　涙が後から後から流れ落ちて止まらない。

　鎮ちん魂こんの祈りを捧ささげる日菜を、男たちは静かに見守っていた。
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「──俺が良いと言うまで、一歩たりとも動くな」

　日菜の怪け我がの状態を見るなり険しい顔つきでそう言い捨てて、風雅が日菜の治ち癒ゆに専念する。

「……こんなになるまで俺のものを好き放題しやがって」

「風雅さんのものじゃなくて、これは私の身体からだです！」

　聞き流すことができずに反論すると、胸がどきっとするほど真しん摯しな瞳ひとみで見み据すえられていた。

　風雅の白地に金の縁ふち取どりを施ほどこした着物は、見る影かげもないほどあちこち破けて、焼け焦こげてしまっている。

「お前の身体ものは俺のものに決まっているだろうが。いいから黙だまってじっとしていろ。多少痛くても文句を言うなよ。言っても聞かんからな」

　治癒するのは、傷つけるより数倍難しい。

　本来ならばゆっくりと落ち着ける場所で時間をかけて術を施すのが一番負担がかからないのだが、今の日菜はもう足を動かすことができない。出血量も止めたとはいえ多かったので、すぐに治癒を施してもらうことになったのだ。

　最上級の術の使い手でなければ、この傷は到とう底てい癒いやせない。

　風雅が手をかざした場所から温かな力が流れ込んで、血を失いすぎた身体を温めていく。

　日菜はおとなしく手当てを受けながら、ちらりと少し離はなれた場所に目線を移す。

　炎琉の血の跡あとは、地面に染しみこむ前に淡い光になって消えた。

　救いが訪おとずれたのだと、信じたい。

　そばでは神しん妙みような面おも持もちをした手纏が、術によって生み出した花を手た向むける。

「よくよく考えてみれば、かわいそうと言えないこともないのよね。犬神っていうことを差し引いても、充じゆう分ぶん過ぎるくらい鼻持ちならない厭いやなやつだったけど」

　犬神は人間によって生み出された妖あやかし。

　異形の妖。

　もっと早くに妖たちが犬神一族に対して心を開いていれば、悲劇はここまでひどくはならなかったかもしれなかった。

「今いま更さら言っても、もう遅おそいのかもしれないけど」

　ほんの少し寂さびしそうにそう言って、手纏は日菜の代わりに白い花を生み出しては供えていく。

　白という色しき彩さいは、穢けがれを一いつ切さい許さない。純潔の色であり、優やさしい色だ。

　黄泉よみへの旅立ちに、この白い花がせめてもの慰なぐさめとなるようにと祈りを込めて。

　手当てに集中する風雅の横に、剣が立っている。

「剣も、ありがとう。おかげで助かった」

　剣がにこりと爽さわやかな笑えみを浮うかべる。

　初めて妖と向き合った疲ひ労ろうが頰に色いろ濃こく滲にじんでいたが、その疲つかれも剣の精せい悍かんさを何ら損そこなってはいなかった。

「ああ。間に合って良かった」

「でも剣、どうやってここに来たの？」

「そうよそうよ。ここは妖じゃなくちゃ来られない場所よ」

　手纏が、ぴゅっと日菜のもとに戻もどってくる。気になっていたらしい。

　剣は小さく笑って種明かしをした。

「寮りよう祭さいの打ち上げに日菜がいなかったから、ＡクラスとＳクラスの全員に頼たのんで捜さがしてもらったんだ。それでＡクラスのやつらが日菜の居場所を突つき止めて、大体の事情がわかったから理事長にこの刀を借りてきた」

　救世主のわりに大おお雑ざつ把ぱな説明だったが、何とか事情を吞のみ込む。

「煌陵って本当に、変な人間ばっかり集まるのよねえ」

　手纏が、妙みような感心の仕方をしている。

　妖斬ぎりの名刀はもう鞘さやに収めてあるので、誰だれが近づいても大丈夫だ。

　確かに、煌陵生でなくてはとても許容できない事態だろうな、と剣は頷うなずく。

　妖絡がらみの事件、不思議な出来事に慣れている煌陵の生徒だからこそ、この場に剣を送り込むなんていう人間離ばなれした芸当ができたのだ。

　将来は敵同士になるかもしれない人と妖──けれど、今は同じ煌陵の生徒だ。

「だから、礼なら戻ってから皆みんなに言ってやってくれ」

　剣がわずかに照れくさそうに、所在なげな表情を浮かべている。

　ここに来ることが出来たのはＡクラスの生徒たちの手て柄がらなので、気き恥はずかしいのだろう。

　自分のしたことを過大評価しない。

　それが剣だ。

　その名の通り、まっすぐで鋭するどくて強い。

「もちろん皆にもお礼を言うけど。でも、剣が助けてくれたのも事実だもの」

　改めてお礼を言おうとすると、ややわざとらしい咳せきがその台詞せりふを遮さえぎった。

「あー……ごほん」

「風雅さん？　どうしたんですか？」

「今、お前の治癒をしているのは俺なんだがな？　俺には一言の礼もなしか？」

　風雅はあきらかにむっとした顔をしている。

　風雅のこれほどわかりやすくあからさまな態度を見るのは初めてで、日菜は思わず吹ふき出してしまった。

　──風雅さんって、可愛かわいいかも……！

　焼き餅もちを焼いているらしい。その事実が嬉うれしい。

「さて。傷の奥は塞ふさいだ。砂も取りのけておいたぞ。治癒力が落ちると困るから完全には治していないが、この程度ならまあ日常生活に支障はないはずだ」

　身体が楽になって、日菜はほっと息を吐はく。

「術を使って傷を完治させたりすると、身体本来が持っている力が劇的に落ちるんだ。もとの傷が酷ひどすぎたから半分以上治しておいたが、このあとは時間をかけてしっかり治したほうが後が楽だ」

「わかりました。ありがとうございます、風雅さん」

「……これは守護役としての務めのうちだ。礼を言われるようなことではない」

　いざ日菜がすなおに礼を言うと、こうやってそっけなくそっぽを向いてしまう。

　こういうそっけなさが今まで日菜の心をほんの少しばかり傷つけていたのだけれど、段々とわかってきた。

　──照れているから、その顔を見られたくなくてそっぽを向いているんだわ。

　そう思うといやな気持ちにはならないのだが、日菜にまで照れが移るのはちょっと困る。

　ジュリエットの衣い裳しようは薄うすくて、気がつくと足は太ももまで剝むき出しになっているし、胸の上辺りも斜ななめに破れてしまっている。

　平静に戻ってしまうと、途と端たんに恥はずかしくなって日菜は両りよう腕うでで全身を抱かかえこみ、蹲うずくまった。この状態を風雅に見られるのは恥ずかしい。

「……俺たちは先に戻りましょうか」

「そうねえ。あたしの可愛い日菜さまを、と思うとちょっと癪しやくだけど、馬に蹴けられるあれにはなりたくないものねえ。螺鈿。あんたも行くわよ」

「俺は残る」

「あんたは十三長老に色々報告する義務があるでしょうが。いいからいらっしゃい。そこの坊ぼうや……剣と言ったっけ。あんたもいらっしゃい。人間が妖世界に長居すると身体に毒だわ」

　手纏が強ごう引いんに男たちをまとめて連れ帰る。

　ふたりきりで取り残され、日菜は置いてけぼりにされたような、唐とう突とつに放ほうり出されたような、何とも頼たよりない気分を味わった。

　あれほど風雅に会いたかったのに、いざ向かい合うと言葉が見つからない。

「あの……」

「……何だ」

「風雅、さん」

「だから、何だと訊きいている」

　会いたかったとか、助けてくれてありがとうとか。

　言いたいことは山ほどあるのに、どれも正確に伝えるには言葉が足りない気がして。

　どう言えばいいのかわからなくて。

「…………ちょっと、動かないでくださいね」

　足はまだ急に動くと塞いでもらったばかりの傷口が開いてしまうから、手と膝ひざを使って移動する。

　風雅の背後に回り、背中に頭をこつんと押しつける。

　甘えるしぐさに、腕うで組ぐみをしていた風雅が目をわずかに細めた。

「随ずい分ぶんと可愛い真似まねをする……それに免めんじて、お前が勝手に螺鈿と交かわした口約束の件については不問に処してやるとしよう」

「え!?　風雅さん、螺鈿さんとのこと、知って……？」

「あいつがわざわざ教えに来たからな。お前が守護役に風雅おれではなく螺鈿自分を選ぶだろうと自じ慢まんしに来た。鼻高々で心底鬱うつ陶とうしかった」

「……ごめんなさい。あれは、その」

「俺は許すと言った。謝る必要はない。前後の事情も知っている」

　突つっ慳けん貪どんではなく、優しい口ぶりだったから日菜は安心して風雅の顔を見ることができた。

「それに、あれはしょせん口約束だからな。拘こう束そく力がない。正式な契けい約やくを結んでいたら、俺は今いま頃ごろ怒いかり狂くるってあいつを八つ裂ざきにしていたかもしれないが」

　冗じよう談だんめかしてはおらず、風雅の目つきは真しん剣けんそのものだ。

　日菜は驚おどろいて目を瞬またたかせる。

　──怖こわっ。風雅さん、怖っ。

　妖あやかしの常識というものは人間の常識とはかなりかけ離はなれている。日菜もその辺りはまだまだ勉強不足のようだ。

「仕切り直して、正式な契約を交わそう。お前が破は邪じやとして認められたら俺も儀ぎ式しきを敢かん行こうする予定だった」

　奇くしくも今日は新月の夜だ。

　当初の披ひ露ろ目めの予定とは全然変わってしまったけれど、結果的にはこれで良かったのかもしれない。

　日菜の能力は安定したし、炎琉を祓はらうという今まで妖世界になかった偉い業ぎようも果たした。

　香かおりもいつのまにかきちんと抑おさえられている──もっとも、この件に関しては日菜は認にん識しきできていないだろうし、香りがなくても日菜が無意識のうちに妖を誑たぶらかしまくる可能性は高いのだけれど。

「……来たか、十三長老方よ」

　風雅が日菜を片かた腕うでに抱え、背後を振ふり返る。

　日菜の肌はだをこれ以上人目に触ふれさせないよう、胸にしっかりと抱だき込んで隠かくす。

　普ふ段だんなら衣服も以前のように直せるが、今はそれほどあれこれと妖よう力りよくを使うことができない。

　長老たちが、複雑そうな面おも持もちで辺りを見分する。

「炎琉の死によって、この空間の磁場が狂っておるな」

「ああ。磁場が緩ゆるんだ。この世界はまもなく消える」

「この世界は崩くずれ、妖世界の中から消えるであろうな」

　炎琉という命があったことも、やがて時の砂に埋うもれて忘れられていくことだろう。

　日菜たち以外は。

「螺鈿が報告にやってくるのを待てなかったのでな。一足先に参った。我ら十三長老とその支配下にあるすべての種族が、破邪の当代どののお目見えを歓かん迎げいする」
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　日菜に向かって丁てい重ちように頭こうべを垂れた十三長老たちは、来た時と同様にあっという間に姿を消してしまった。

　夢でも見ていたのだろうかと、日菜は戸と惑まどう。

「皆みなさん、どうしていきなり姿を消してしまったんですか？」

「誓せい約やくを立てると言ったからな。おおかた気を遣つかったのだろう」

「……誓約？　風雅さんが私の守護役をしてくれるっていう誓約ですか？」

「そうだ」

「それなら、もう要いりません」

「……!?」

「だって風雅さん、もう私を何度も護ってくれているじゃないですか。今いま更さら誓せい約やくなんか立てなくたって、私の守護役は風雅さんだけです」

　日菜の顔が、やわらかく微笑ほほえんでいる。風雅だけを見つめて。

　一いつ瞬しゆん息を詰つめた風雅は、日菜の後頭部に手を回して抱き寄よせ、深く息を吸いこんで呼吸を整えた。

　心臓が、いつもより速く脈打つ。

　らしくもなく緊きん張ちようしているらしいなと、風雅は自分で自分を軽く笑った。

　──緊張して何が悪い。こんなときに緊張しないほうがどうかしている。

「まあそうだが。形式を整えるのは、男の美学だ。しばらく付き合え。すぐに終わる」

「はい」

　日菜が無む邪じや気きに頷うなずき、きらきらとした黒玉の双そう眸ぼうで見上げてくる。

　風雅は改めて気づく。

　日菜の眼まな差ざしはまっすぐで、偽いつわりのない信しん頼らいに満ちている。いつの間に、こんな眼差しで見つめられるようになったのだろう。

　こそばゆいような、心の底がむずむずするような。

　全面的に信頼されているような、受け入れられているような。

　──こんな目で見られて、その信頼を裏切れる男がいたら見てみたいものだ。

　風雅はふと思いつき、日菜の身体からだを横抱きに抱き上げた。

　誓約を立てるにしても、炎琉の匂においの残る場所などは御ご免めん被こうむる。

　日菜や手纏などは炎琉のことを許しているのかもしれないが、風雅にとっては憎にくい敵であり、死んだからといって急に振る舞まいを改める気にはなれない。

　剣が一足遅おそければ、今いま頃ごろ骸むくろになり果てているのは日菜や風雅のほうだった。

　日菜のためにも、風雅はもっと強くならなくてはならない。

「行くぞ」

「え？　わ！」

　軽々と抱き上げられ、ふわりと身体が浮うき上がる。

　空気と一体になる浮ふ遊ゆう感かんと爽そう快かい感かんに、日菜は、風雅が自分を抱かかえたまま空を飛んでいるのだと悟さとった。

　風雅はひとりで飛ぶときはかなり速度を出して飛ひ翔しようするらしいのだが、日菜が一いつ緒しよのときは適度に速度を緩めてくれる。

　いいなあ、と日菜は思う。

　風雅は目には見えない羽を持っている。

　螺鈿の持っている天てん狗ぐの翼つばさのように実際のものではなくて、心にとても大きな羽を持っていて、だから風雅はとても自由だ。自由で強い。

　日菜のように、人間世界の常識を知らないからかもしれない。

　もうすぐ夜が明ける。

　夜と朝の空気が混ざり合い、天空は今が一番澄すみ渡わたって静かだ。

　気の早い小鳥たちの囀さえずりしか聞こえない。

　日菜は、風に乱れる黒くろ髪かみを片手で軽く押さえながら思い出す。

「前に洞どう窟くつから帰るときも、風雅さん、こうやって私を連れ帰ってくれましたよね。ほらあの、炎琉さんの時の」

　あのとき、日菜は生まれて初めて空を飛んだ。

　──飛んだ、っていうか、飛ぶ風雅さんにただ運ばれただけっていうか。

　最初はとても怖かったのだけれど、慣れるととても気持ちいい。空の圧あつ倒とう的な開放感は、水の奥底を泳ぐときの感覚と少し似ている。

　風が爽さわやかで心地ここちよい。

　思わず目を細めた日菜に向かって、風雅が何やら憮ぶ然ぜんとした面持ちで呟つぶやいた。

「俺の腕うでの中で他ほかの男の名前を口にするとは、良い度胸だ」

「え？」

　良い機会だから言っておこう、と風雅がわざと鹿しか爪つめらしい表情を作る。

「俺は独どく占せん欲よくが強い。そのことを肝きもに銘めいじておけ。俺が目を離した隙すきに、他の男に告白されるなどもってのほかだ」

「ええ？」

　螺鈿のことだけではなく、どうやら剣の一件まで筒つつ抜ぬけだったらしい。

「一度受け入れた以上、お前は俺のものだ。誰だれが何と言おうと、手放してなどやるものか。俺から逃にげられると思うなよ。覚かく悟ごしておけ」

「えええ？」

　次から次へと息つく間もなく押し寄せる言葉の数々に、日菜はもうパニックだ。

　──風雅さん、今何て言った……？　え、どうして剣から告白されたこと知っているの。そうじゃなくて、独占欲？　俺のもの？　えええええ!?

　比ひ喩ゆではなく目が回る。

　茫ぼう然ぜんとしている間に、日菜の首筋に風雅が唐とう突とつに唇くちびるで触れた。

　風雅の唇は、意外なほどに熱い。

「風雅さん、何して……！」

　出会ったばかりのころ、こうして気を吸われた。

　思わず怯おびえて反射的に身を縮こまらせる日菜に、風雅が穏おだやかに告げる。風雅が日菜を怯えさせるようなことはするはずがないと、日菜はそろそろ理解するべきだ。

「少しじっとしていろ。正式な誓約の証あかしに、ここに刻印を刻む」

「刻印？」

「誓約の誓ちかいを立てるのは唇だ。その唇で破は邪じやの身体に刻印を刻みつけることで、正式な誓約の証となる」

　風雅の髪かみが頰ほおに触ふれ、きつく肌はだを吸われる。

　──…………っ！

　全身の血が沸ふつ騰とうするかと思った。

　風雅はきつくきつく日菜の柔やわ肌はだを吸い上げ、赤い花びらのような痕あとを刻みつける。

　白い肌に浮かぶ赤い痕を満足そうに眺ながめ、ようやく風雅が顔を上げたときには、日菜が真っ赤な顔をしてふるふると小刻みに震ふるえていた。

　瞳ひとみの端はしに、涙なみだを溜ためて。

「……何故なぜ泣く。痛かったか？」

[image: ]

「ふ、風雅さん、これって、これってもしかしてキスマーク……!?」

「そうとも言う。何をそんなに恥はずかしがっている。これしきのことで」

「信じられない……！　恥ずかしくて当たり前でしょう、こんなこと！」

「元気だな」

　日菜の乙女おとめらしい潔けつ癖ぺきさに思わず吹ふき出す。

「うるさい口は塞ふさいでやろう」

　華きや奢しやな顎あごに指をかけられ、日菜は思わず息を詰める。

　だって、目の前、睫まつげと睫が触れ合うほどの近さに風雅の顔がある。

「怯えることはない。俺はお前を傷つけない。気に入った者はとことん愛いとおしむ主義だ。この世が果てるまで、お前は俺のものだ」

　熱い熱が降り落ちてくる。

　尊大な物言いとは裏腹に口づけはとても優やさしくて、日菜は黙だまって目を閉じた。







　【終章】







　それから一年後のこと。

　空中に泰たい然ぜんと佇たたずみ、風雅が余よ裕ゆうの様子で一方を指し示す。

　ここは煌陵学園の敷しき地ちの近く、富士樹海の森の中。

「そっちに行ったぞ」

「もう！　風雅さん、全然助けてくれる気ないでしょう！」

　日菜は懸けん命めいに指し示された方向に走り、立ち止まる。

　そこには追い詰つめた妖よう魔まが一匹ぴき。

「妖魔といっても、人の世でいう悪あく霊りように近いモノだ。さっさと成じよう仏ぶつさせてやれ」

「わかってます！　手纏！」

「はい、日菜さま」

　破邪の弓を番つがえ、走り回ったせいで荒あらくなった呼吸を整えて心を静める。

　追い詰めた妖魔はまともな意思などなく、ただおもしろがって人間の命を数多あまた奪うばった。

　最近日菜は、長田理事長を介かいしての依い頼らいで、人間界に跋ばつ扈こする妖魔の退治を請うけ負っている。

　依頼主は妖あやかし世界の例の十三長老たちだ。

　色々と表おもて沙ざ汰たにすると面めん倒どうなので、長田理事長を通して依頼することになったらしい。

「『妖魔を殺さずに祓はらえるのは白咲さんだけですから、是ぜ非ひとも頑がん張ばってくださいとのことでしたよ』って……私、理事長たちにうまいこと言いくるめられただけみたいな気がしないことも……」

　風雅がびしりと言い放つ。

「心を乱すな。集中しろ」

「……理事長も風雅さんも、好き勝手なことばっかり言うんだから」

「そう拗すねるな。俺の女なら、この程度の妖魔を祓い浄きよめることくらい、容易たやすかろう？」

「人を手の上で転がすの、やめてください！」

　一いつ瞬しゆんにして顔を真っ赤にした日菜が、破邪の矢を放つ。妖魔は跡あと形かたもなく消え去り、あとに残っているのは真っ白な小さな光の塊かたまりだけだ。

　完全に浄められて悪意のかけらもないことを確かく認にんして、手纏が日菜の弓を受け取る。

　浄めた妖は、邪じや気きのないところで療りよう養ようさせれば普ふ通つうの妖として新たな自我が芽生える。

「これで、今夜のお仕事は終しゆう了りよう。日菜さま、お疲つかれさま」

　手纏が、弓を受け取ってそそくさと姿を消す。

　最近は李氷が手纏に想おもいを寄せているのを隠かくそうとしないのだが、積極的に言い寄られて手纏は手纏でどうしていいのかわからなくなったらしい。

　なんだかんだと理由をつけては李氷から逃げ回っている。

　今さっさと帰ってしまったのも、きっとそのせいだ。

「風雅さま日菜さま、お疲れさまです。……手纏どのは……？」

「あ、ええと……」

　日菜が言い淀よどみ、風雅があっさり顎あごを動かす。

「あっちだ」

「ありがとうございます。失礼致いたします」

　一礼して、李氷が手纏を追いかける。

「風雅さんったら……手纏、困ってますよ。きっと」

「一度お前から引き剝はがされて封ふうじられていたからな。李氷としては気が気じゃないんだろう。目を離はなしたくない気持ちはわかる」

「……んもう……」

　なんだかんだと言って、風雅も随ずい分ぶんな過保護だ。

「風雅さんて、過保護なんだけどスパルタだし。訳わからないです」

　日菜がどれだけ文句を言っても、妖よう狐この守護役はいつも余裕で躱かわしてしまう。

「それはいいな。そうやって、いつも俺のことだけを思い煩わずらっていろ」

「さ……っ、最低ー！　風雅さんなんて嫌きらいです！」

「ん？　聞こえないな」

　風雅が笑いながら日菜を抱だき寄せる。

「嫌いでも何でも、お前の守護役は俺だけなんだろう？」

　誓ちかいを忘れたとは言わせない──そう言うかのように、ちゅ、と、触れるだけの軽い接せつ吻ぷんが降り落ちてくる。

　頰を真っ赤に染めながらも、日菜は唇くちびるを噤つぐんで目を閉じた。

「さあ、機き嫌げんを直せ。もち巾きん着ちやくを食いに行こう」

　今ではもち巾着は風雅の大好物だ。

　差し出された大きな手に、日菜は小さく笑いながら手を重ねた。




　破は邪じやとしての未来には、さまざまな困難が待ち受けているのかもしれないけれど。

　この手だけは、もう絶対に放さない。







　【あとがき】







　皆みなさまこんにちは、もしくは初めまして。河合ゆうみです。

　悩なやみ多き日菜がめでたく一人前の破は邪じやとなったところで、このシリーズは幕を下ろさせていただきます。

　まだまだ、日菜と風雅には越こえなければならない壁かべが多そうですが。

　妖あやかしを書きたい！　と始めたこのシリーズですが、日菜は根本的にぴよぴよしているし風雅はもっふもふですし、妖というよりは多分に動物っぽかったような……。

　一巻が発売されたあと、一番反はん響きようが大きかったのが風雅の尾おについてでした（笑）。

　もふもふは良いですよね。私は我が家のコザクラインコに毎日もふもふふわふわしています。

　癒いやされます。前にテレビでインコの匂においについて特集がありましたが、うちの子はメープルシロップの匂いがします。

　巷ちまたで話題のインコカフェに行ってみたいです。他のインコはどんな匂いなんでしょうか。

　以前友人と動物園に行った際、羊を触さわる機会があったのですが、羊ってふわふわしているイメージがありませんか？

　ところがいざ触ってみると、ふわふわではなくごわごわで、わりと油っぽい。

「全然、ふわふわじゃない…」と友人がショックを受けていたのが印象に残っています。

　風雅さんの尾は無敵にふわふわです。

　日菜ちゃんはぎりぎりまで追い詰つめられてからの爆ばく発はつ的な成長が著いちじるしいキャラでした。風雅さんは出番を経るごとに激甘男への道を突つっ走り（クールなドＳ設定だったのに～）、私が個人的に一番萌もえたのは白衣の芝先生こと炎琉でした。

　一巻で、すがはら先生がつけてくださった炎琉のイラストがもう、ドストライクというか心臓を撃うち抜ぬかれたというか。

　一気にテンションがぐーっと上がるのがわかりました。

　すがはら竜先生、今回もどうもありがとうございました！　生身の質感を感じられるような繊せん細さいなイラストで、どのページもラフをいただいたときから嬉うれしくって嬉しくって。

　巻頭についている口絵もとても綺き麗れいで、毎回幸せでした。

　担当セキセイさまも、今回も大変お世話になりました。また、私のインコ馬ば鹿かっぷりにお付き合いいただきありがとうございます。

　速歩で駆かけ抜けた感のあるシリーズですが、今お手に取ってくださっている皆さまも、本当にありがとうございました。

　またお会いできることを、心から祈いのっております。
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